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1. 沿革と概要

1. 沿革

当生産技術研究所は，昭和24年5月31日公布の国立学校設置法に基き，生

産に関する技術的諸間題の科学的総合研究と研究成果の実用化試験を行うこ

とを目的として同日附で千葉限千葉市に設置された・

設立当初は部門数15であつたが，昭和25年度：こ10部門を，同26年度に10部

門を増加して，現在35部門となつている．

当研究所は次表に示すような 5祁に分れ，それぞれの部に捻いて表に示さ

れたような専門分野を担当している．

所長は，瀬膝象二，兼重寛九郎こ読いて，昭和29年4月より足合正治が就

任し現在］こ及んでいる．

第 1部（基 礎）ー一応用数学・応用光学・音郭工学・ 固態材料学・

流依物理学・応用電子学・放射線工学・ 材料・力

学・応用弾性学

第 2部（機械・船舶）一＿桟械力学・概構学・伝熱工学・ 熱原勁機学・流

・化学機械学・ 切削工作学・非切削工

作学・ 賭密加工学・ 熔接工学・ 板金及び船体構

造学・ 船休迎勁学

第 3 部（電気・通信）一—ー電気回路学. , 這力機器学・電力工学・電力制御

• 電子管工学・通信桟器学・ 超短波工学

第 4部（化学・ 冶金）—-無殿工業化学·工業電気化学及工業光化学・有

機工業化学第一・有機工業化学第ニ・有機工業

化学第三・化学工学・無機工業分析学・有機工

業分析学・鉄鋼製錬工学・ 非鉄金属製錬工学・

金属加工学・金属材料学

第 5 部（土木・建築）—――土質工学・土木構造学· 交通路工学・水工学・

測韮学・建築構造学・建築環境学・建築装備学

・建築生産学・建築配買及機能学•生産技術史

1 



?i 
研究所の位置。敷地。建物・配置図

A. 位置

千葉県千葉市弥生町 1番地

国電総武線四千葉駅東口下車すぐ袖． 京成電車黒砂駅下車東北へ 300m.

B. 敷地・建物・坪数・配置図

分 I1 主な施設又は棟数 敷地（坪） 建 坪 延区 坪

本不燃館書，・―庫購堂等， 中央講義室， 食堂，
坪

中 央 113,455I ， 1 1, 

第 1部 5.5 棟 4,500 1, 

第 2 部 l 7.5 棟

i 

11,000 2, 

第 3 部 3.5 棟 3,000 

第 4部 11. 棟 9,000 2, 
I ｛ 

第 5部 7. 棟 6,000 1, 

試作工場 1. 5 棟 1,000 

257； I 1； 0 I 
宿 舎 12. 棟 1,000 

ムロ 計 148, 955 ： I ! 7, 287 •• ,: 6 I I I 10, 757: :3 

他に構内には，研究上試作した軽金属住宅 1椋があり，諸条件を測定して

いる．建物は最近建設された特殊吹鞘実験室及軽賊不燃書庫を除き，すべて

木造平家又は 2階建であつて，火災には特に注意を払つているか，研究の性

質上不燃性建築をもつことが望まれている．

C. 各建物と主な用途

建 物 名 I梱 主 な 要 途

本

謡

食

館

堂

堂

中央訛義室

医

造 I延坪数 l所駆部[

髯星I5st:1 中ヅ1. 所長室，会議室，中央事務室，図書室，
'1務室，電話機械室，交換室

木造 I 
平家建

2s6. 7i ,, I講堂，写真室，微分解析様室

,, ! 18131 ,, 食堂，厚生施設

木造；
383. 21 

I 
二階建¥ I // I誂義室
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第 1部事務室，図甚室，芸議室，所員室，
材料試験室，疲労試験室，振励実験室，応
用力学研究室

所員室，会践室，応用物理研究室，工作室

放射線実験室，応用物性論研究室

冶金工場（熔解，圧延，引抜，工作）

所員室，非鉄金属製錬研究室，合金及金属
加工研究室，金属試験室，油脂化学研究室

所員室，粉末冶金研究室，鉄銅製錬研究室，
アイソトープ研究窒有椴合成研究室

所員窒化学工学研究室

第 4部貨務室，会議睾図因室，謡義室

所員室，無様化学研究室，写真及慮気化学
研究室，石油化学研究室染料研究室，糖化
及発酵研究室，元素分析室，菩謡池室（附属）

所員窒無機工業分祈研究室，有様工業分
析研究窒有懐合成研究室，クーJレ研究室，
微鼠合成研究室，製氷室

電気化学研究室，応用化学工場

糖化発酵試駿工場，硫黄製錬実駁t

鉄鋼製錬（特殊吹精）研究室

液体機械研究室，熱工学研究室，化学l尉戒
研究室，鋳造研究室

• 自動車及内燃楼閲研究室
作室

第 3部事務室，所員室，計器室会訊室，
図『B室
マイクロ被研究室，電子計算器研究室高
周波研究室，圧露気研究室，真空管試作差：
超音被研究室，電気制御研究室
受電所，高電圧研究室

コこ

-
3
 

404.8 
” 

6
 

” 

II 7 

287.2 

268.5 

霞気機被研究室， トランジスタ研究室，熔
接研究室，工作室

第 5部：Ji: 務室，所員室，会議室，土木図書
室

測最器具室土質工学実験窒測箪学実験
室土木購義室

コツクリート実験室，水理学実験室，土＊
構造学実験室

3
 



木造
西第8号館 二階建

II 9 II 

" 

" 10 " 木平家造建

,, 11 ,, 
" 

" 12 " // 

北第 1号館 木二階造建

I/ 2 I/ 

N 3 N I ’’ 

ff 4 ff " 

木造// 5 // 
平家建

II 6 II ,, 

II 7 II 
木 造
二陛建

N 8 N " 
木造

ポ ップ室
平家建

404.8/ 11 所員室，会誤室，建築図轡室

338.1第 5部環境研究室音密 研 究 室

123.5 11 建築材料実験室，構造実験室

I 

I 
35. 21 // る建築実験工作室，材料置場

53. 91第 1部 脳波及振動研究室

382. 21第 2部 所員室，会議室，図苦室（機械八測定室

377. 31第 1刑 風洞実験室，気体力学実験睾謁義室，応
I " 用力学研究室工作室

228.4第 2部 自動制御研究室，機械力学研究室工作機
I 械研究室，蛾性加工研究室

500. 8: I/ 第 2部事務睾所員室，露子顕微裟室，熔
I 接及船体梢造研究室，図呂分室（精密），会

誤室，製図室

170.51~! 瓜i事務室，機械工場

167. 6, 低12 音〖 自動制御研究室，高速度写真研究室，精密
加工研究室

287. 21 // 所最室図書分室（船舶い試作工燭（木工
I 場及設計室）

298. 9i I/ 所員攀水托実験室

39. 2', 中 央 { 所内水逍吟水源

D. 水道・電気・ガス・電詰

水道は梢内 2カ所におのおの 178m, 133m のさく井を行い，ボアホール

• 7J'ンプにより汲み上げ，全施設に自家給水している．給水韮月平均10,000

町で，倅電時には県管水道に切替の設備がある．

電気は，東京電力株式会社と自家用 438kWの契約をし，普通高圧3,300V 

の高圧線を引込み， これを 500kWの設備をもつ受電所で受け，各プロック

の変圧器でそれぞれの用途により変圧送電している．直流大電流の実験のた

めに 200kWの電動発電概を受電所内に設置してある．電力消費証は月平均

35,000kWH. 

ガスは，東京瓦斯株式会社と契約し，約 4kmの専用管高圧翰送により，

構内に設けられたガスホールグ（容籾 150mりに受け入れ， これを構内諸施

設に低圧にして供給している．ガス消費拡は月平均約 12,OOOm汽

電話は，千葉局に 7回線加入している．私設交換機は自動式A型で， 400 

回線の容証をもち， これに附属する手勁中継台は局線20回線，内線300回線

の容訛がある．内線電話機総数 238台，通話数月平均市内 7,000回，市外

2,000回程度である．

A-



東京大学生産技術研究所配置図
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2. 研究活動の概観

1. 研究計画並びに方針

わが国における工学と工業とは，その発逹経路の関係J::,必ずしも相互に

密接に述絡されていたとはいいがたい． この欠陥に鑑み，当研究所は，生産

に関する技術的諸問題の科学的総合研究に直点をおき，研究成果の実用化試

験を行うことによつて，工学と工業とを結びつけ，わが国工業生産技術の水

準を高め，延いては枇界文化の進展に寄与しょうとするものである． このた

め生産の現場と緊密な迎絡を保鯰生産技術の実態を知つて，適切な研究計

画を立てると共に，現場から寄せられる技術的諸問題に対しても，実際的な

解決を図ることを重要な使命としている．

当所の研究員はそれぞれ自己の属する専門分野の進歩発逹のために研究を

進めているが，研究所としても或具休的な問坦を採上げたり，あるいは遥当

と認める外部からの研究委託を引受けたりする． これらは間題によつて関係

のあるいくつかの専門分野の人ノぐで，研究班を組織するしくみになつている．

当所のようにほとんど工学全体にわたる専門分野を有するところではこのよ

うな総合研究態勢は最も好ましい研究方法の一つと考えられるのである．

基礎研究の成果が打出されると，一歩袖進し•て，技術上，経済上の而から

工業生産化への可能性を立証しようとしてこれを別個の研究組織に移して中

間規模の試作または試験をも行つている．

今までの経験によると多くの受託研究はこれを担当した研究者に対して直

接に或は間接に研究上多くの利益を与えている．しかし受託研究を引受ける

限度は，当所の自主的計両をさまたげない範囲で行い，また短期間に結果を

求める目先のことばかりに力を注ぐことになつてはならないことはいうまで

もなし‘・

以上のように工学の広い分野を備えて総合研究を行い，中間試験研究に前

進し，鹿業界と迎契して受匠研究を行う態勢にあることは，当研究所の特色

である．

行政糾織は，後章に記す通り，所内に，教授会，教授総会の外，所長の諮

問槻関としての常務委員会を設け，また各稲の専門委員会を設閥して事結部

を指培し，助言を与えている．

なお，その他に，実際の生産現場と提携し，生産技術の実態を把握して，徊こ

究の使命を逹成しようとするための機関がある．即鯰本学内の学部研究所
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と当所との迎絡を図るために設けた生産技術研究所商議会，理工学研究所と

当所との協力体制を進めるための理工研• 生研辿絡会議，及び学外の学識経

験者による生産技術研究所協議会の三つがある．協議会は現在産業界や各庁

研究槻関の代衷的技術者 38 名によつて組織され，年 2回の定例協議会の

外，必要に応じ，臨時に専門部会をも開催して，当研究所の研究方針や産業

界との迎絡の諸間題を協議し効果を挙げている．

2. 昭和 29年度の研究の現状

A. 中間試験研究

中間試験研究ぱ，鱗礎研究の完成したもので，生産に移すために中間規模

の試験研究を必要とするものiこついて行う研究である．昭和25年度より実施

し，その研究題目は，師年選定することになついる． しかし研究の内容によ

つては， 2年以上；こわたつて継読実施されるものもある．

29年度においては下記の研究が実施された．

1- 微分解析機（継続）

微分解析械委員会

敦授

教授

教授

助教授

技官

技

山 内

竹中

玉木

げ，坦l

鈴木

渡辺

恭彦

規雄

夫

厚

正吾

勝

本槻（特殊研究設備の項 68頁参照）は常徴分方程式を陪＜純餞械式装置

であるが，本研究では，その設計，部品製作， 組立， 試験， 改良， 応用な

ど，建設と研究を平行して行っている．すでに完成した籾分檬4,入力卓3'

出力卓 1に加え，本年度は籾分楓 2を増設した．完成した部分は実用されて

いるが， さらに賭度，性能の向上のため， トルク増福畏の改良，振勁防止機

構，校分機の改良等が実施され，また補助装置として速度・遠隔自動制御装

置，回転記録計等が試作された．

本研究は徴分解析機委員会で計画され，応用数学研究室で実施にあたり，

試作の一部は試作工場で行われている．
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2. 航空電子工学及び超音速航空工学連合研究

AVSA研究班

教授 星合正治 教授 池田 健

教授 高木 昇 教投 糸川英夫（幹事）

教授 沢井善三郎 教授 玉木章夫

教授 橘 膝雄 教授 平尾 収

教授 丸安隆和 助教授 浅原照三

助教授 斎藤成文 助教授 勝田高司

助教授 植村恒義 助教授 野村民也

助教授 森大吉郎

A VSA (Avionics & Supersonic Aeronautics) 研究班は，昭和 28年 12

月結成され， ロケット・エンジンによる輸送槻の試作研究を行うことが目的

である．現在批界の航空腹は，いわゆる成胴閲飛行を行う段階にあり，旅客

機もここに当而の目糠があるが，将来の航空路としては，成阿闊よりさらに

裔い AeropauseFlight (空気のなくなる空間の飛しよう）を行うことが得

策である． この研究は， 20年の長期計画で進む予定であるが，これを 5段階

に分けると次のようになる．

A計画ー―超音速空気力学実験設備

B計画 ロケット・エンジンの研究

C計画 遠隔測定及び遠隔操縦抜術の研究

D計画一ー小型飛翔体による飛翔実験

E計両――超高空用飛翔体の実険

29年度においては，超音速における奨，胴体僻の特性を研究するための，

断而 15cmx15cm, マッ入数3の吹出式高速風洞を完成した．また 4炭式金

属性小型ロケット（全長 230mm:・ペンシル号）を試作ロケット第1号品と

して完成し，その水平試翔は 30年4月，に立休試郷ま 5月に行うことにな

つに第2号試作品ベビー・ロケット（全長 800mm)の設計試作も進んでい

るので 6月頃試翔を行うことができょう．一方遠隔測定装置の試作研究も既

に若干進行し，ベビー・ロケットには若干の装置を装てんできる見込である・

なお， 30年 1月，文部省測地学審議会国際地球観測年特別委員会等の要望

により， 32年~33年に実施する上記雌球物理観測に使用する観測ロケットの

製作を担当することになつたので，当面の目概をここに置きかえ， 32年まで

に高度最低80kmに逹するロケットを試作することになつた． ょってベビー

号以後はアルファ，ベータ，カッペー， シグマの各号を試作飛しようさせ，
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観測年には目標のオメガ号を完成させる計画である．

3. 金相電子顕微鏡の試作研究（継続）

教授谷 安正

金属表面から放出する電子自体によつて表面の組織の像を撮影する表面放

出型電子顕徴鏡がつくられて以来，すでに 20年になんなんとするが従来の

ものではその分解能が低く普通の顕微鏡の域を脱し得ない． この研究では分

解能を 1,500A 0 以下の程度に迄高喜かつ金属の融解点近く迄をしらべる

ように設計した． また外からイオンを吹付けてこれによる放出二次電子並び

に放出熱電子の二様の電子によつて結像できるようにし，低温の場合は前者

は 700°C以上の場合は後者を用いて調べる．なお電子の加速電圧はこの種

の顕徴鏡としては非常に高く 50kVを目標にし表面附近の電場を強くして分

解能を高めようとするものであるが， これに用いる電柩のレンズ作用につい

ては厳密な数理的計罪を行いその結果と実験とがよく一致した．

4- 工業界における高速度現象の解析に関する研究（継続）

高速度写真委員会

委員長教授平田森三 副委員長教授玉木

委員 教 授谷 安正 教授久f呆田広

” 岡本舜三 II 藤高周平

” 福田義民 ” 菊池冥一

” 平尾 収 助教授勝田

助 教授井ロ ” 丹羽 ヌ立t 

” 植村恒義

工業界における種々の高速度現象の解析研究には，高速度写真技術が非常

に有力であることは多くの実例に見られる通りであるが，本委員会は各種高

速度写真装置の整備充実に努力しており， 27年度以来， 16mm 高速度カメ

ラ， ドラム式超高速度カメラ，各種閃光放電管式瞬間写真装置，格子式超高

速度写真撮影装置ならびにこれらの照明用設備，各種附属装置，解析用装置

僻を盤備した． これらの設備により 29年度は十数件の研究を行つた．（特殊

研究設備の項 70頁参照）

5. 放射性同位元素の工業への応用（継続）

委員長教授谷 安正 斡 助教授加藤正夫
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委 教授星合正治 教授藤高周平

” 高木 づにヤl 

” 幅田義民
,, 

菊i也 ” 永井芳男

--'L-fr 、 貞文

助教授松下幸雄 助教授仁木栄次

II 小川岩雄 研 究 員 武 谷 泊 昭

” 安逹芳夫

R. I. の各稲の工業分野への応用研究を進めている．本年此行った主な事←

業はオー］、ラジオグラフィー用暗室の工事，その操作のためのドラフトチェ

ンバーの製作，および遠隔操縦殿（未完）の整備であるが， このほか， R.I. 

の摩液処理設伽も完成した・米国製ミリレン］、ゲンメータも 2稲類閏入した・

6 自動制御の応用（継統）

教授高橋安人

II 沢井

助教授 大 島 康 次 郎

／， 野村民也

本年度は主として証子化された信号による自勤制御の研究に直点をお

プロセス制御に関しては記憶装置を付加した 2進式比例証子化制御装四の試エ

作を行っており，ザーボ樅構に関してはエ作模械のディジクル制御方式実況

のため，霞気ー油圧組合わせ倣い削り装置の前段に取付けるべきディジタル

サーボ機構の試作を行っている．また自勁調整に関しても設備の充実をはか

つた．

7. ラジアルガスタービンの研究

教授 兼菫寛九郎

助教授 水町長生

ラジア}1ガスタービン内のガスの流動状況について新しい観点から理論的

な解析を行い，その結果最閻効率を得るための条件を明らかにし，小型の場

合には軸流タービンよりも優秀な性能を示し得ることを見出した． この理論
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を用いて試験用ラジアル空気タービンを設計試作し， これにより理論的研究

に際して行った各稲の仮定を吟味し， また理論的研究では解明できない損失

を実験的に検討しつつある．

a. 航空機機上電源に関する研究

教授蒻闘周平

／， 沢井善三郎

II 平尾 収

航空賎様上電源：こは種々の方式があリ，いずれも研究対象になっているが，

本年度は主として機上用 400サイクル 115V3粗交流発霞脹ならびにその制

御装岡の設計試作に重点をおき， 20kWの発電槻本体および制御用磁気増幅

器その他試験設備の一部を試作しに発電機はガスタービンで迎転すること

も考慮しており，具体的研究は次年度以降になる．

s. 接合型トランジスタの製法（継読）

主任

班員

教授

助教授

” 
” 

助手

沿i 木 昇

今 岡 稔

小川 雄

逹芳夫

尾 上 守 夫

中田一郎

この研究は品質均一｝こして特性良好な接合型 I、ランジスタの証産に資する

目的をもつて， (i)酸化ゲルマニウムの遠元， (ii)幣熔融法によるゲルマ＝

ウムの梢製， (iii) ゲルマニウム単結晶の生成， (iv) 蒋片作成およびエッチン

グ， (V) コレクタおよびエミッタ接合の製作の段階に分け，各段階の方式確

立，測定法の改善に努めている．現在は以上の各工程に必要な設備は完成し，

主として下記の問題につき研究している．

（イ） 少電尊粒子寿命時間，電導度およびホール定数の測定法，（口） 各

段階製法と特性との関係， （ハ） ゲルマニウムの表面現象， （＝） 表面堰層

型トランジスタの試作．

10. 電子管式擬似トラフィック実験装置

教授森脇義雄

自動電話交換で未解決の問題となつている即時式不完全交換線群の能率の

良い接統方式を求めるために，すべて電子管を用いて短時間で測定を行うこ
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とができるような擬似回路を描成した． これは捩似通信呼発生装閥 1台，定，

位型擬似交換回路2群分，計数装置 3台および電源から成つており， これに

適当な録音装f置を併用すれば， 2群の不完全交換線群の稲々の接読方式につ

いて能率を測定することができるものである．

n 自動分析法の研究（継続）

教授 岡宗次郎 教授 翡橋武雄

II 菊池 助教授 浅原照三

助教授 武膝義一 ” 仁木栄次

披官 店森栄二

工業化学分析の分野こおいては自動，迅速iこして賭度の詞い分析装闘が非

常に要望され，その解釈のために行われている試作研究である．現在迄にペ

ン記録式玉ーラログラフ，自動定霞位電解装置及び自動滴定装凶の試作を完

了し，更にこれ簿の実用装置としこの完成を目的として，充分な研究と試作

改良を行つている．

定電位電解装四の回では霞圧性能は，土20mV位の範囲に保鯰雷流3 A

位を通ずることができ，富圧を自記しうる如くした．

以上の電気化学的分析装附の他，可視部及び笙外部の吸収スペクトルを自

勁記録化するた喜分光吸収装骰（ベックマンDU型）の設四を行い，記録

化試作も殆んど完成に近づいている．

12. 硫黄賦活法による活性炭製造の研究

敦 椙田義民

“ 
山本 見と炉

研究旦 東畑平一郎

” 河添邦太朗

活性炭製造の際の賦活剤として硫黄を使用し活性炭と同時に副産物として

二硫化炭素を得ることを特徴としており， これにより活性炭製造を経済的に

合理化しようとする研究である．製磁法は硫貨を二硫化炭素に溶解しこれを

原料炭に吸収させた後加然して賦活を行うもので，浮遊状態で短時間に加熱

賦活を行う方式の中間試験装置を試作し研究を進めている．

13-恒温度吹精による熔銑の脱クロームに開する研究（継統）

教授金森九郎
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助圭館 尤

！， 中根千富

熔銑中の Crの酸化除去に最も有利な温度範囲を把握するため， 150kW高

周波炉で熔解した銑鉄中に適当批の酸素および水を吹きこんで，銑鉄温度を

それぞれ， 1350, 1400, 1450°C附近に保ちつ汀酸化して，各温度における

銑鉄の Crその他の元素の挙励を研究した．

14-スレン（詳しくはインダスレン）プリウ RSの熔融合成装置の研究

教授永井芳男

助手後藤信行

研究員 佐膝久男

助手田辺正士

優秀な青色堅牢染料スレン・プリウ RSをカリ熔融により 2ーアミノアン

トラキノンより合成する装骰は従来はバッチ式である．われわれは次の 3点

すなわち小型連統式による，搬拌回転を速める，温度の調節を厳密化する，

に注目して次の如き装置を考案した．

4mに及ぶ＝ッケル製の長樋型反応器中に縦走密接して有多奨拠拌軸を設

け，その各拠は必要に応じた角度に固定しうる如くした．熔融剤並rこ極精製

の 2ーアミノアントラキノンは一方より仕込まれると共に一定時間後に他方

より流出する如く奨の角度と回転速度を按配しうる．熔融物ならび1こ装慨の

総批は大きくない故， 温度の調節は厳密こ行うことができる． 温度は最高

300°c, 拠拌回転は最高 1,OOOrpmの性能があふ目下研究中である．

15. 鉄骨鉄筋コンクリートに関する実？的研究

教授坪井善勝

助 手 林 実

数年来実験的研究を行ってきた鉄骨鉄筋コンクリート構造に関する研究の

うち (A)曲げモーメントを受ける梁， (B)偏心圧縮柱， (C)剪断力を伴う

柱に引続き (D) 剪断力を受ける梁 (E) 仕口の研究を行つた．上記(A)~

(E)は鉄骨鉄筋コンクリートに関する大部分の問題を網羅するものであつ

て， これらを綜合して得られた結論は鉄骨鉄筋コンクリート構造設計上の諸

問題に対する指針を与えるものである．
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B. 総合研究

1 高性能電子顕微鏡総合研究

班長 教授谷 安正

この研究班は昭和 14年瀬藤前所長を主班とする学術振興会 37小委員会

電子顕徴鏡研究委員会の後身ともいうべきものであつて，全国各大学及び電

子顕微鏡製作会社所属研究者 14名をもつて形成し，電子顕微鏡の性能の向

上を目指して総合的に研究を進めている．すなわち研究は電子顕微鏡による

結像理論の解明と器械自体の改善との二つの方向から進めら九理論から尊か

れた結論とインストルメンテーションとを結びつけながら進展している． こ

の研究班によつて現在進められている研究は厚い試料をも透過撮影できるよ

うにするため，電子顕微鏡の加速電圧を数十万 Voltに高めるための資料を

求めることと，表面放出型の分解能を向J::せしめ高分解能金属顕徴鏡に対応

する高性能電子顕微鏡をつくること:, 並びに twostage型の可能竹：とプロト

ン顕微鏡の可能性について検討されている．（科研費）

2. 応力測定技術の研究

班長 元教授 竹中二郎

幹事 教授 池田 健

班員 II 岡本舜三

助教授 大 井 光 四 郎

” 山 日 昭

” 森 大吉郎

所外 20名

応力測定技術を急速に向上させ，優秀な応力測定概器を試作実用化させる

目的で，広い分野にわたる多数の研究者が協力して研究を行っている．研究

内容は抵抗線歪計，容批型歪計その他各種歪計，光弾性，応力塗料，振動測

定，相似法，各種の電気計罫機節の多種多様であつて，その成果はこれまで

逐次まとめて発表されている．

も レスピレータ（人工呼吸器）の研究

レスピレータ研究会

班長 教授

班員 技官

夫

巖

英I
I
h
T
 

J
ー

糸

吉
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班員 山口文二

所 外 20名

研究の目的方法―-―米国より占領中借用中の「鉄の肺」返却問題に端を発

し，鉄の肺国産化が問題となり，糸川教授を中心として， レスピレーター研

究会が，工学者医学者を集めて組織された．昭和 26年より 28年にわたつ

ては新らしい原理に基づいた「デュラルミンの肺」の研究および試作にかか

り，文部省よりの特別研究費によつて「デュラルミンの肺」を完成一年間

にわたる国立東京第一病院に於ける臨床試験をへて， 29年度 3月研究を完

成，東大病院に設置されるに到つた．

29年度では引き続き「蘇生槻（レサジテーター）」の研究に移り，呼吸の止

つた息者の蘇生および呼吸器手術中の人工呼吸，麻酔中の人工呼吸に広く応

用される「葱生機」を完成し，東大麻酔学教室および国立東京第一病院にお

いて臨床試試験を行い成功を収めた．（特別研究費，厚生省応用化研費）

4- 加圧式蒸発装置の自動制御に関する研究

班長 教授

班員 II 

助教授

兼重寛九郎

高橋安人

大島康次郎

近時わが国において主として海水よりの直接製塩に応用され始めた加圧式

蒸発装闘の蒸発圧力と液面とを同時）こ制御ずることによつて，プラントの自

動化に資することを目的とし，理愉的解析と 2部兼重研究室に設置されてい

るモデル装置について前年度に引続いて動特性実験を行い，適当な制御方式

を求めるための研究を行つた．（一部日本塩学会委託）

5. 液圧式倣い削リ装置の性能向上に関する研究

班長 教授 高梱安人

班員 “ 
竹 中 規 雄

助教授 江理 厚

” 大島康次郎

所外 3名

液圧式倣い削り装謹の油圧，送り速度の1放い精度；、こおよぼす影曹を不感帯，

最大誤羞突当精度の測定より調べ， さらに周波数応答試険によりその効特

性を明かにした．また液圧式に空気式前段増幅を付加する方式および電子電

気式手段を組合わせる方式の試作を行い，その実験的研究を実施した．
（科学試験研究）
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6- 流体変速機付小型自動車の試作研究

班長 教授 宮津

班員 ” 高橋

助教授 平尾

” :n理

” 石原

純

安人

収

厚

智男

（所外工学部， トヨタ及いすゞ自動車の協力あり）

27年度までに研究してきた流体変速機の研究を更らに進めて， 20庄祖度の

小型のものを設計試作し， これを小型乗用車に取り付け，走行実験を行って

現在までの解析結果を哀づけるデータを得ようとするもので， トルクコンバ

ータは生研で設計して，いすゞ自動車KKで試作，これを 1、ヨペットについ

て試験中である．また本研究による第 1号車は柚充実験mとして生研で使用

してしヽ る． （科学試浚研究費）

7. 工作機械の振動防止に関する研究

班長 教 授竹中規雄

班員 助教授且耶 駆

所外 6名

工作楓械の加工鞘炭向上のため，工作機械に発生する振動の防止を目的と

するもので，工作様械の振動診断，発生する振励の振動源および振動特性の

解析，防振法の研究などを行う一方，加工物およびエ具の切削条件とびびり

振動との関係，びびり易さを示す加工物材料の性質などについて解析を進め

ている．（文部省科学試験研究費）

a. 木材，繊維，紙，粉体等の吸湿性の本質並びにその含有水分量の電気

的測定法の総合研究

班長 教授星合正治

助教授 斎籐成文

II 野村民也

所外 16名

各柾吸湿性村料の品質向上には，含有水分址の測定，規正が必要である．

電気的測定法には，従来の絶乾直批法などに比し幾多の利点があり，実用化

も進められているが，その基礎となる吸湿性の本質は学問的にも未開拓に近

く，また各種の試料に適応する方式の開発についても検討すべき点が多い．

本委員会では電気，農学の研究者，利用者，製造者がそれぞれの立場で研究
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を進めており，成果の一部は実用に反映されている．（文部省総合研究費の補

助）

9. 自動電圧調整， 自動速度調整等の電気的自動制御装置並びに制御用機器

に対するアナログ・コンピュータの応用

班長 教授沢井善三郎

助教授 野村民也

所外 5名

冨子管式アナログ・コンピュータが電気的自動制御装置の解析，合成に有

力な手段であることが認められている．その機能を十分に発揮するためには，

対象となる機器の制御用としての特性が明らかになっている必要がある．従

来， この方面の資料は確実な基礎に立つものが乏しく，また，その特性をコ

ンピュータによつて表わす場合，その妥当性は尚検討すべき点が少くない．

本研究はこれらの点の拡充を目的とするもので，従来不明確であつた多くの

事項が明かにされつつある．（文部省試験研究骰）

10. 自動滴定装置の試作研究

主任 教授

助教授

抜官

高橋武雄

仁木栄次

藤森栄―

他 7名

化学工業分析において広く用いられる滴定法を迅速，正確且つ連読的に行

うため，電子管計測技術を応用し自勁的に操作する滴定装置装置の試作を行

つている．本年度は，溶液中の濃度を辿続的に分析する装置として，電批滴

定法を応用する自動電批連続装置の試作を行いつつある．即ち一定流速の被

験液中の指示電極の電位を交流変換を経た後，交流増幅し，発生せる交流を

もつて，別に一定流速の電解液を電解して被験液に加えるもので，被験液の

成分濃度はその電解電流値をもつて指示される．（科学試験研究費）

11-放射性同位元素の工業への応用

班長 教授谷安正

班員 教授星合正治 教授藤高周平

” 高木昇 ” 福田義民

” 菊池真一 ” 永井芳男
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教訂 一色貞文

加藤正夫 助教授 松下幸雄

仁木栄次 II 安逹芳夫

研’‘↓ 武谷清昭

霞気工学への応用としては避雷器・レーグー用特殊放電管に応用して成功

し，通信用鉛被電鸞のピンホール検知の研究をも行っていな冶金学への応

用としては拡散の研究・オートラジオグラフィー；こよる合金組織の研究・電

解精錬の際の徴批不純物の追跡実験などを行って成果を収めた．化学工業へ

の応用としてはトレーサーとしての応用以外に放射線iこよる高分子化合物の

性質改泊・・・殺菌防腐の研究も行っている．土木工学への応用としては海底源

砂の動態観測に使用して成果を収めつつある．このほか r線ラジオグラフィ

ーおよびオートラジオグラフィーの払礎的研究も進めている．測定器の研究

としては振動容紐型電位計の試作を完成し， r線用狡光体の研究も行ってい

る．

12. 自動定電i立電解装置の改良と応用

主任 教授岡 宗次郎

分担 助教授武薦義一

さきに試作した各種自砂定霞位霞解装置についてさらに若干の改良を行

ぃ，そ九によつて水銀陰頼法：こよる NaとKの定祉，銅合金の分析，鉄鋼中

のCuと Snの定紐， Cdと Znの定虻その他の応)Elを試みた．（科学試験研

究骰）

花．オートラジオグラフ用写真材料の試作ならびに応用に関する研究

オートラジオグラフ用写真材料の試作ならびに応用：こ関する研究委員辛

委員長 教授菊池真

委員 助敦授加藤正夫

所外 11名

この委員会は主として東大内；こおいて医学・ 理学・ 工学・農学にわたりオ

ートラジオグラフを利用する研究を協同に行うのを目的とし，今年はイルフ

オード G-5乳剤および国産乳剤によつて合同で各腫実験を行つに生章技

術研究所では菊池研究室；こおいて s3s および p32 を用いてこの稲材料の感

度測定を行い，加膝研究室においては解像力測定の実験に協力した．

R. I. (ラジオアイソトープ）の工業的利用委員会，オートラジオグラフ

分科会
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R.I. の工業的利用委員会に 4つの分科会ができ，オートラジオグラフ分科

会は菊池真ー教授が主査となり，加藤助教授と共に文献の薦集，紹介などに

協力している．

14-橋梁の軽量化に関する研究

研究代表者 教 授 福田武雄

班員 助教授 久保慶三郎

外 5名

橋梁特に鋼道路橋の自重軽減に関し各観点からの総合的研究を行う・ 昭和

29年度に福田の指導により架設された神奈川限相模大橋（本邦最初の高張力

銅使用の橋）につき，架設中のタワミ，応力，振動の測定を行なつた． こか

は久保助教授が主として実施した．次に，神奈川屎某橋の荷重増大に対する

補修の一方法として，鋼グリッド床版を設計し，実施されんとしつつある．

また，上路トラス橋において，鉄筋コンクリート床版を上弦材として合成使

用することについて研究し，実際に新潟県中宿橋の設計に応用した．その結

果，この方法によつて鋼重を少なくとも 20鈴軽減し得ることがわかつた．

来年度にも研究を読ける．（科研費）

15-気候特性が建築設計に及ぼす影菩とその対策

主任研究者 教授 渡辺 要

外 5名

わが国は面精の割りに絆度は広範囲にわたつており地勢，気候風土の相遠

も大且つ複雑であるから没膠径設計にあたり』也域性の考慮は特に重要である．

本年度は北陸・東海・近畿• 山陰地方の建築気候区分の研究を行い（北海道

•東北地方については飾年度までに一応完了），更に気條特性の表示方法並び

にその分類，室温変動率，熱買流率の分類，暖冷房用戸外設計温度の合理的

研究を行う．渡辺はその主任研究者であり，京都大学，東京工業大学，名古

屋工業大学，明治大学などの各専門研究者が研究を分担している．（科研費）

1s. 寒地住宅の防寒構造に関する研究

主任研究者 教授 渡辺 要

外7名

北海道およびそれ以外の寒地における住宅の防寒構造の設計上の最大課題

は，現在ては結露防止，開口部の改善，構遮に対応した暖房施設の改善，低

JS 



廉な保温材の確保などの諸点である．本研究はこれらの要請；ここたえるべく

寒地の気候および地方産材料に適応した防寒住宅の設計基準を作成すること

を目途として行う研究である．渡辺はその主任研究者であり，北海道大学，

北海道工業試験所，東京大学綜合試験所，東京工業大学の各専門研究者が研：

究を分担している．（建設技術研究補助金および北海道住宅改善研究委託費）

17-土の三軸試験法に関する研究

任 教授星墜

外 7名

和

三軸試験法による土の力学的性質について基本となる塑性理論を培き，多

くの実談結果と比較してその妥当性を立証し，さらに荷重の繰返しによる変

形と沈下，間隙圧の影靱などについて基本実験を行ない，土の力学的性質の

本質について研究を巡めた．（文部省科学試験研究費）

18. 土の混合方式の研究

任 教授星披和

助教授 三木五三郎

外 15名

錦装の路盤，砂利道路面などを安定化するため土質材料あるいは各種結合

材を加えたものを混合する場合の方式について特性や能率を実験的に研究

し，我が国の実l胄によく適合した混合槻械の試作設計を行なつた．

（建設技術研究柚助金）

19-北九州などの洪水に関する研究

主任研究者 教授 安芸絞一

1953年6月および 7月に起つた北九州および紀伊半島の洪水の実態および

原因を主として水文学的な立場から明らかにすることを目的とする研究流

域の水及び土地の利用状態河川の流れの要素，洪水のハイドログラフ，降雨

の形態と批などを数十年間にわたる記録によつて調べ，最近の状態を長期間

にわたる各種要因による変化の過程としてとらえる．（科学研究費）

19 



C. 各個研究

第 1 部

1・1 徴分解析槻の試作と応用

教授 山 内恭彦

技官 渡辺 勝

助手 三井田純

本研究は高梢度，高性能の徴分解析機の完成および実際計冥への応用を目

的としている． これに関迎して積分機用の性能のよい自勁追従装置，任意固

数の自勁尊入装置，速度の自動制御装償，防振および緩衝装置婚，機械の改

良研究や性能試験が行われている．応用としては，所内および委託による計

罫が数年実施され波動方程式の固有値問題，槻械系の非線型の振動などに有

効かつ強力な解答手段となることを示した． とくに機械的；こ解く場合誤差の

少い解を得るための数学的変換や概械要素の組合せ方法の研究も計冥の実施

にあたり考慮された．

1・2 原子核の構造研究

助教授 末岡清市

助手 佐膝正千代

末岡はカナグ国立科学研究所で袖年に引読き，原子核の殻構造模型に基づ

き，特に中間結合によつて原子核のエネルギー準位，核の電磁的性質の説明

を意図し， d3及び d"配位のスピン軌道交互作用のエネルギーを求めた．前

者は Phys.Rev. に発表， 後者はカナグ学士院で発表．特に F'gを が 配 位

で説明しうるか否かを見るため， トロント大学の電気計算機に依頼して数値

計算を試みた，d汀こついては特別の原子核への応用を数値計算と共に統行中．

佐藤は同じ殻構造模型を用いて軽い核のクーロン・エネルギーを計算し鏡

映核の /3遷移エネルギーの実験値から核半径を求めた．又 LFのエネルギ

ー準位を説明するため，通常の p'ー配位に加えて pd2-,pf2—配位を考え中心

力とテンソルカ相互作用を入れた計罪を行つた．更に同位元素核からの中性

子分離エネルギーの実験値を分析して著るしい規則性を見出し，核子間のス

ピン対エネルギーと対称エネルギーを基として定性的な説明を与えた．
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1・3 r線による原子核の崩壊過程の研究

助教授 末岡清市

近時ベータトロン， シンクロントロンの出現によつて高エネルギー (20-

30Mev)のy線の発生が可能となり，この r線照射によつて原子核の崩壊過

程（陽子または中性子の放出）の研究が特に実験的に広く行われるようにな

つた．しかしながら理論的には現在はなはだ質弱な考察しか行われておらず，

もつと根本的探求を必要とする．第一歩として IndependentParticle Model 

によつてどこまで説明しうるかの限界を見るため，理論を可及的に近似なし

で進めたい．そのため全多重柩を含んだ形式で遷移確率の計算を行う一般的

方法を提出した，特定の原子核にこの方法を応用すること，スピンの芍入，

原子核模型の変形絢読行及び考應中．

1・4 不安定直粒子についての研究

助教授 末岡情市

写真乾板に依る宇宙線の研究の発展に伴なつて，種ノ'1.0)氾拉子 (V翠立子及

杭なの中間子）の発見が相次いでいる力｀，迎論的にはもちろん実験的にも不

確定の点が多い．況在までの範囲で特にハイペロン（質址が重陽子と陽子と

の間のもの）と l(-―叫附子（質証が陽子とぇ―中間子との間のもの）との二

群につき信頼しうる実験結果の墜耶を行い，次に理論の特殊な形式によらな

い基本的な要求としての選択則を用いて得られる一つの解釈を提出した. [¥' 

ー中間子の生産過租および原子核との交互作用を穴一中間子のそれと比絞し

つつ，その異同を明かにしたい

1・5 干渉多屈苅膜の実）I]化に関する研究

教授

助 手

久侃田 広

斎藤弘義

非金属多肘干渉フィルターは光の吸収がない上にフィルター効果が顕著で

あり各屈の膜の屈析率，及び厚さを変えることにより自由な分光特性が得ら

れるので， この特色を生かして三色分解フィルターその他の試作改良を行つ•

ている．

1・G 干渉色の色彩論的研究

教授 久 保 田 広

技官小瀬輝次
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菊膜の干渉色及結晶の現色偏光について研究しているが，特に鋭敏色は膜

厚のコントロールに利用できるので主としてこれについて研究している．

1. 7 光学系の物理光学的研究

教授久保田 広

技官小瀬輝次

光学系の結像は従来主として幾何光学的にのみ取扱われているが，徴細な

点は物理光学的な回折を考慮しなければならない．像の明るさの強度分布が

レンズ系の収差によりどの様に変るかをしらべ収差と分解能最良焦点位置等

の関係を明かにしようとするものである．

1. 8 記録及び再生とこの応用に関する研究

教授

技官

糸川英夫

吉山 巖

外 2名

生研式インクライターについては着磁装岡を新設しこれによつて磁場強度

が増し，綜合特性に著しい改善が加えられた．また更に高周波用の直記式記

録僻としてジエットライクーの考案および研究を，および 200cpsまでのイ

ンク直記に成功した．磁気テープ記録および再生について1ま超低周波帯記録

のためにペルス幅変調記録法および再生法を研究試作し． これを用いた相関

係数自動計罪器の試作を行い脳波診断に応用した．インクライター記録の

再生については，光点走査による光電管ョミトリ方式を考案し， これについ

ての基礎的試験を行いつつある．

1・9 医学機器脳波用光刺戟装置その他

教授糸川英夫

技官吉山 巌

外 1名

異常脳波の誘発用に米国その他で広く光刺戟法が用いられているが，セッ

トが高価で輸入を要し， また電気磁気障害となるおそれがあるので，安価で

国産ができ，かつ，絶対に電気的雑音障害を発生しない方式を考案，研究し

た． この結果，東大清水外科，島取大学内科で臨床試験された．他の医学機

器としては皮府科用，電気式皮膚焼熱治療器を試作し，鳥取大学医学部で使

用中．
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1・10 強力超音波に関する研究

助教授 島飼安生

助手薦森聰雄

強力超音波発生装證 (X-cut水晶振動子使用，周波数： 0. 45-lMc, 出力

: 200W) が設罹されたので，超音波の洗i條作用懸濁作用，発泡作用婚の研

究を行つにまた水晶振勁子をチタン酸バリウム振勁子に変えた時のチタン

酸バリウム振勁子の諸性質についても研究を進めている・

1・11 振動型粘度計の研究

助教授 島飼安生

助手藤森聰雄

捩り振動型水晶振動子を用いる超音波粘度計及び振動鉄片型の電磁型粘度

計についての研究を進めている． これは振動子のインピーグンスに対する液

休の粘性の影害を測定して，粘性係数を求めようとするものである．（科研殻）

1・12 格子欠陥の材料の物狸学的性質

教授谷 安正

助手神前 煕

各種材料主として金属単結晶及びイオン結晶の物理学的性質に及ぼす影懇

を研究している．前年度に行い叉現在も引統いて行つている研究は次の通り

である．

(1) 銅単結晶のマイクロクリープとクリープ速度の回復

(2) 結晶粒界と不純物の相互作用

(3) イオン結晶の誘電分散に及ぼす転位の影癌

(4=) イオン結晶の比熱曲線測定による転位と格子空位の相互作用

($) 塩化銀の感光作用に与える転位の影管．（一部科研費）

1・13 遷音速気流の研究

協力者

授

官

教

技
夫

成

章

逹
木

井

玉

永

誘導式高速風洞に可撓壁を設け， マッハ数 1の附近の風洞実験法を研究し

ている．また，御撃波管の瞬間的気流を用いて，奨型の遷音速における特性

を研究している．
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1・14 簡撃波管による超音速気流の研究

教授玉木章夫

拡散型衝撃波管を試作し，干渉計による密度測定を用いて，マッ入数6ま

での翼型特性の測定を可能にした．ついで，二重膜式衝撃波管の試作を完了

し，現在マッ入数 8の流れを作ることを研究中である．（科研費）

1・15 計数管X線分光計による結晶分析

教授一色貞文

助手山沢富雄

前年度にGM計数管を用いたX線分光計を試作したが，電圧安定装置を附

加し，更に分解能を高めるため現在改作を行っている． この装置を利用する

直接の研究は 2種以上の結晶から構成された物質の定批分析を行うことで，

鉄鉱石の遥元過程に生ずる生成物の分析に利用している．

1・16 ガンマ線による透過検査

教授一色貞文

外 1名

放射性同位元素 coooが放射するガンマ線を工業透過検査に応用するため

の甚礎研究を行っている．現在実施しているのは，各稲フイルムの r線に対

する性能を調べること，適当な透過度計を定めること，欠陥識別能力の限界

を見出すことなどである．

1・17 差勁ピラ＝ゲージ型真空洩り探し器の試作

助教授 富永五郎

高真空工業装置の真空洩り探しは， 10-2Zp/secか確実に検出できれば充分

な場合が多い． この orderの洩りを簡単に検出する装骰を試作し，所期の成

果を得た．片側に活性炭トラップをつけた差動型ピラ＝ゲージを交流で動作

させ，プローペガスとしてアセトンを用いて，感度は 1Q-3Zp/secであつた．

（所外受託）

1・18 Vacuum Analysis用オメガ l、ロン

助教授 富永五郎

質韮分析計を用いて真空装置内の残留ガス及び気体吸着現象を研究するた

めに， 1Q-6mmHg以下の高真空において充分な感度を有する質批分析計とし
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てオメガ l、ロンを製作中である．要求される分解能は 40以上であり， これ

を逹成するために，直流電場を重ねるときの分解能につき理論的解析を行い，

小型の装隠でも分解能を 2倍位に向上できることがわかつた．イオンの最大

回転数半径は 1cm, 磁場は最大 3,000ガウスを使用する．直流増幅器につ

いては，初段に 1R5を使用してグリッド電流は 10-13A 以下になし得た・

（一部科研貨助成金）

1・19 真空洩り探し法；こおけるプロープ法の理倫的および実験的研究

教授熊谷寛夫

助教授 富永五郎

前年度に試作した質祉分析計座浪り探し器を使）廿し，各利真空装置の浪り

探しを行つに大阪ザイクロ l、ロンの洩り探しを行った際大型装四における

質祉分析計型洩り探し器のプロープ法の理論と実験の一致が明かにされこ

小型金属製封じこみ真空装置の淡り探しを行い，金属其空熔接法が研究され

た洩りを通過する流れの状態を明かにするために，微少毛細管のコンダクク

ンスの測定を行い， Slip-Flowの研究を行った. Slip-Flowの理論式と実澗

との不一致は現在検討中．

1・20 小型ベータトロンの磁極の形状について

助教授

助手

小川岩

鈴 木 克 文

小型ベータトロンの霞子のエネルギを落すことなく，雷子流を大きくする

ことを目的として，磁極の形の解祈およびその模型による電解閏実験な行つ

た．その結果工作にぶ使利であり，雷子加速の有効断両粕の大きな砧極

定することができた．

1・21 ザンドウィッチ構造の研究

教授池田 健

助手古田敏康

最近，構遮物の軽証化の目的に軽い材料の両面に比較的菊く強い材料を接

着させた所謂サンドウイッチ板が用いられるようになり，特に航空様におけ

るその応用は広いわれわれはこのような構造の基礎理諭を確立さ辻従来の

理論の不充分な点を補うと共に，実際梢造の製法とその特性を調べようとし

ている．

25 



1・22 後退拠の強度の研究

教授池田 健

助手富田文治

航空機の高速化に伴い後退腐の強度解析はますます重要な問題となってい

るが，理論的には未解決の点が多い． この問題の処理にぱ従来の単純曲げ，

または単純捩り理論では不充分で奨断両の変形と反歪を考慮に入れた理論の

展開が並要であるとの見地に基づいて，筆者が過去において研究した捩り理

論を更に発展せしめることにより， この問題の理面的解析をなすとともに模

型実験によりその理論を確めようとしている．

1・23 構造吻の振動に関する研究

助教授 森 大吉郎

軽構造物の固有振動特性，構造減衰の性質およびその影欝等について理論

と実験の両方面より研究を行っており，また振動問題の解析に適した電子管

式微分解析機の利用，起振器および各種禎lj定器の試作研究をしておる．

1・24 棒および板の種i撃に関する研究

助教授 森 大吉郎

棒および板に柚衝撃を加えたときに発生する曲げ波の伝揺特性を理論と実

験で解明し，特に軸方向または面内応力が伝播速度におよぼす影縛を解析

し，実在応力測定法としての可能性を検討している．

1・25 堕性理論とその応力（特に板材の成形性）

助教授

技官

山田嘉昭

輪竹千三郎

金属の崖性的性質を力学的に研究し，その結果を主として板材の成形加工

に応用する開題を取扱つている．特に，材料の加工硬化特性と各稲の成形性

試験との関係について理論研究を進めるとともに，材料の多軸応力下での破

断特性についても実験を準備している．なお従来の研究結果に基づいて液圧

駆動式薄板試験機の設計を終り，来年度1こ試作完了の予定である．

（一部科研費）

1・26 塑性歪および飽性加工における応力測定

助教授 山田 嘉 昭
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技官 輪竹千三郎

大きな塑性歪と塑性加工におげる応力の測定法について研究している．ず

でに抵抗線歪計によつて鋼管圧延の際のトルク，圧下力などの測定を実施し

た．塑性歪測定法としての格子焼付法に関しては，正確な格子原版を作製し，

従来よりもtmい網目を得べく準備している．（一部科研費）

1・27 耐震工学の研究

教授岡本舜三

助手北川英夫

当研究室ては前年度にひさつづき振勁工学特に耐震を目的とせる振励工学

を研究している．昭和 30年度においては振動及び衝撃による構造破壊の実

験的研究のための設備を整えた． また地震によつて自動的に起助し地震終息

とともに停止する地震計を製作した． この設備は将来培設に努力し地震時の

各種の現象を把掘するための資料を充実する考えであるが，その第1茄手と

してわが国唯一のアーチ式靡堰羹たる上椎莱グムに右計諾を設骰し観測中で

ある，その他委託研究補助金研究節により伊の浦橋架設応力測定装置の考案

試作，鉄道橋破損の原因探究，エラスチックファス＝ングの研究，応力遠隔

測定方法の研究，須田只仮締切棋堰坑地盤傾斜測定節に従事した．

1・28 抵抗線歪計による糊撃応力の測定法

助教授 大 井 光 四 郎

技官浅野六郎

抵抗線歪計はゲージの質祉が小さく，物体に密焙して貼られるので翫撃応

カの測定に極めて道している． この技術が確立されることは多方面か

されている．すなわち急速な変形をする材料の力学的性質，内燃様関の圧力

の測定，工場の保安上の目的のガス爆発圧力の測定僻がその例である．

研究方法としては，抵抗線歪計からの出力を増幅してプラウン管によつて

撮影する．このとき問題になるのは検定方法， 歪計の追随能力の上限靡で

ある．（一部所外受託）

1・29 抵抗線歪計による前的応力の測定法

助教授 大井光匹郎

外 1名

抵抗線歪計によつて静的応力を測定するのに普通には交流ブリッジの方法

が行われているが，装閥が高価であるために普及がはばまれている傾向があ
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る． これを簡単に測定しうるようにするのが本研究の目的である．そのため

に簡単な直流プリッジの装置を試作し，性能を植々検討した結果，実用上充

分な性能を持つことが判つた．（一部科研費）

1・30 』nエステル積層板の疲れに関する研究

助教授 大井光四郎

ポリエステル籾屈板は重鼠の割合に強さが著しく大きく，非常iこ広い用途

が期待されている．その静的の強さはよく知ら礼ているが，燥返しり魚さに関

するデータがほとんど無いのでそれを使う場合設計者が困ることが多い．本

研究はこれに翡礎的な資料を与えると共に，;]ミリエステ｝しの積層板の性能の

向上を目的としている．

本年度は 7種類の資料につき系統的な実験を行い，その結果を比較検討し

た．そのなかにはジュラルミンより優れた性能を持つものも見出された．

（一部受託）

1・3・1 撚線の様械的性質に関する研究

助教授 大和田 信

側線と心線の間に作用する接触圧力を培入した新しい解折法iこ依り，撚線

の接触圧力，剛性，強度，ほぐれない条件，初期応力等の関係式を尊き，実

険と対比した．又素線の捩り曲げ特性の測定に，池田教授の弾性復元法を応

用し，その結果と上記の解祈；こより，撚線加工：こおける予備加工と完成撚線

の弾性特性との関係を明かにした．但し，｛り託月の曲げの間四こぱふ、:fしていな

し、．（一部科研闘）

第 2 部

2・1 自虹制御に関する研究

教授凸橋安人

現在， FulbrightResearch Scholarとしてアメリカ MITに招聘され，自

動制御に関する研究に従事している．

2・2 非線型振動の研究

助教授 且理

様械振動系において非線型復原力および非線型減衰力の作用する場合の理
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論および実験的解析を行っており，主として乾l生摩擦の作用する系の振勤特

性工作機械のびびり振動，回転軸系の自励的ふれ回り連動などの解析を行い，

これに関してばね定数の時間的に変化する振勁系の研究をも行つている．

（一部科研費および科試費）

2・3 吸振ならびに防振の研究

助教授冗坦 厚

工場に発生する振動問娼の対策として，吸振ならびに防振の王見論ならびに

実験的解析を行っている．このため現場におこる振動問題の調査診断のほか，

対策としての機械の防振支持あるいは吸振器，緩衝器などの特性の解析なら

びに設計を行っており，とくに自動車の乗心地の向上，紡絞槻械の振動防止

などの研究を行っている．

2・4 ばねの設計および理論の研究

助教授冗瑾 厚

重ね板ばねやコイルばねの静的特性のほか，板間磨擦，大きな変形，つる

き角および有効巻数などの影籾を検討し，とくにこれらを自勁車用サスペ

ンションばねに用いたときの動的特l生を解析して設計資料を求めている． こ

れに関迎して自動車の乗心地向上の研究を行い，乗心旭によい影籾を与える

ばねの設計法を調べている．また遠心式調速槻に用いられる板ばねの特性を

解析するとともにばね式調速機を用いた制御回路の特性をも研究している．

2・5 時計の性能に関する研究

助教授大島康次郎

平ひげの非直線性に関して，ひげ外端がスタッドのみで固定された場合に

つき，耶諭的解折を行い，外端における取付歪の影懇が，偏心の方向によつ

て逆転することを迎論的に端き，時計の実際の調整条件下で実施した実験桔

果の説明付けを行つになおこの解析条件下における実験を追加し，四論的

した上記逆転する偏心の方向が実験結果0)それと一致することを確か

めた．また脱進機誤差についての精密な実験を行いひげの非直線性によつて

脱進機誤差を杜殺するような調整条件を求めた．（科研費）

2・6 自動制御に関する研究

助教授 大 島 康 次 郎
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助手富成 襄

電気，油圧組合わせ方式による 2型サーボ機構を試作し，その安定化に関

する実験的研究を行うとともに，むだ時間のある制御系の周波数応答と過渡

応答との関係を試作したアナログコンピュータを利用して求め， これより制

御系の最適調整条件の検討を行うべく，研究を実施している．

2・7 超高速度写真に関する研究

助教授 植村恒義

超高速度現象の解析研究のため，毎秒10万駒程度の撮影速度を有するドラ

ム式超高速度カメラの設計製作を行い，すでに毎秒7万駒のカメラを完成し

たが，光学系ならびに駆勁方式を改良し，毎秒 30万駒程度の性能のものを

設計試作中である． また格子式超高速度撮影装置（毎秒数十万駒ないし 1億

駒の撮影可能）を試作し， これらを併用して火薬の爆発機構，衝撃破壊の研

究を行つている． このほか各種閃光管式瞬間写冥装置ならびに高述度写輿用

各胚附属装骰の研究も行つている．

2-8 高速度写真技術の工業界への応用に関する研究

助教授 植村恒義

各稲高速度写真装骰を単独または数稲併用して工業界における種々の高速

度現象を撮影解析し，の改良研究を行っている．例えば繊維機械の糸の高速

迎動，火薬の爆発機梢，捕鯨砲の弾道解折， ロケットの弾道解析，電話機用

電気機器の作動機構解析，時計の脱進機構節．

2.9 写真用シヤッターの性能に関する研究

助教授 植村恒義

シヤッターの性能を解析研究するため，音警的試験装闘を製作し， また高

迎度カメラ，閃光管式瞬間写真装置を併用して研究を行い，各稲カメラにつ

いてその作励特性を比較し，改良すべき要点を見出し性能向上を計つている．

2・10 加圧式蒸発装置の静特性に関する研究

教授 兼重寛九郎

加圧式蒸発装置の静特性について熱釣合を考慮し，放伝熱特性数kを定義

する簿新しい考え方によつてなるべく無次元の値を用いて特性を表わすこと

を試みたものである．計算の結果は線図にまとめて諸要素の及ぼす影響を明
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らかにした．設計に際してはもちろん，連転時に当つてもこれを利用するこ

とによつて全体的な特性の把握に立脚して有効な計画を立てることができる

と息う，またこの結果を確かめるための実験を行って完結したので，以上の

結果を研究報告にまとめる段階にある．

2・11 テンション・デバイスの研究

教授 兼直寛九郎

助手荒弁 宏

就織機にJ廿いられるテンションデバイスの特性をしらべるには入口側張力

と出口側張力とを瞬間値まで測定する必要がある． この研究ではこのような

張力を測定するための冨気容批型テンションメークをつくり， これを用いて

従来測定困難であったこれらの狙力を測定し，入口側張力に影曹をおよぼす

諸条件および数種のデバイスの入口側張力と出口側張力との関係を明らかに

した．次に特性のよいデバイスを得るよう研究を読けている．

2・12 焼入れの際の熱伝逹

教授橘 藤雄

技官内肱正志

焼入れの際の熱伝逹の機構を明らかにし，焼入液の性質温度絢の影曹を知

り，最も目的にかなつた焼入法の遠定を可能にすることを目的とする一辿の9

プログラムの中で 1954年度は表酉膜彿膜の研究を行った．

2・13 偏じ放熱鰭の研究

を父 i受 柑裔 崩尽閾k

技官内薦正志

鰭の中心からはずれて放熱管をとりつけた場合には熱伝逹率の若干の向上

が見られる． これに関して基礎的研究を行っている．

2・14 附流を受ける面の熱伝逹

教授橘 藤雄

技 官内藤正志

気休または液休のl虹流を受ける面と瑣流の間の熱伝逹は実用上極めて多く

現われる．目下平面に直角に当る咬流に関して理論と実験により研究を行つ

ているが斜めに当る場合，および曲面の場合も研究する予定である．
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2・15 自動車の動力性能の研究

平尾 収

四山新一郎

外 1名

自動車試験台を使用して自動車の性能解析に必要な基礎データを実験的に

求める方法を研究し一部の成果を得つつある．叉流体変速機を装備した試験

車の試作にも成功したので， これを使用して稲女の走行状態における走行抵

抗の測定， シャシーグイナモの検定飾を行い，流体変速機付自動車や，その

他特殊な変速装置を使用した場合や，特殊な制御方法をとつたときの動力性

能の解析の基礎資料を得，それ節の場合の自動車の全体計画を合理的に行う

授

官

教

技

ための基礎を明らかにしたいと計画している．

2・16 高速2サイクル機関の研究

教授平尾 収

技官 四山新一郎

高速2サイクル機関の吸排気行程の状況は，精密な低圧指圧線図を得るこ

とが困難であつたため，あまり明らかになつておらず 2サイクル機関の吸排

気孔の設計資料の基礎が確立していないが，従来の圧力平衡型指圧計に特別

の改造をほどこし，精密な低圧指圧線図が得られるようになつたので， これ

を解析して設計の基礎を明らかにする目的で研究を行っている．

2・17 ディーゼル機関の出力に及ぼす空気状態の影聰

教授平尾 収

外 1名

27, 28年度の研究に引き続き，特別の改造をほどこした高性能の圧力平衡

型指圧計を用いて渦流室または予燃焼室および主燃焼室内の圧力経過を測定

し，燃焼状況の解析を行い， シリング内で起る現象を明かにしたいと考えて

いる．（一部科研総合研究費）

2・18 ジェット・エンジンの燃焼の研究

助教授 水町長生

ジェットエンジン内で行われる燃焼の基礎的研究であって，気流中の燃料

の燃焼速度が気流の乱れによつて如何なる影響を受けるかを明かにするため

に，主として実験的に研究を進めつつある．（科学研究費）
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2・19 ラジアル・ガスタービンの研究

助教授 水町長生

技官内田正次

ラジアルガスタービン内のガスの流勁状況について理論的な研究を行い，

流動状況を明らか：こし，合理的な設計方法を確立するまたラジアルガスター

ビンの部分負荷特性を明らかにしつつある．更に従来の軸流タービンに比べ

てラジアルタービンが優れている使用範囲を明かにした，（一部科学研究費）

2-2,J ガスタービンの連転の安定性

助教授 水町長生

最も簡単なサイクルを行う開放型ガスタービンの連転の安定性について

は，すでに研究を行い公表した．本年はさらに直列ガスタービン，並列ガス

タービンおよびジェットエンジンの安定性を解析し，さらに迎研 1号ガスタ

ービンについてその安定性および始動性を研究した．

2・21 紡糸用歯車ポンプの異常特性に関する研究

教授宮津 純

歯車ポンプの正常特l生としては，吐出し圧力と吸込み圧力との差が大きく

なれば，吐出紐ぱ減少し， しかも，その圧力差と吐出址との関係は，直線的

になるものと認められている．しかるに同じよ）に製作された歯車ポンプに，

この正常特性を示さないものの現れることがあり．それは紡糸用歯車ポンプ

で，とくに注目され問題となつている． 本研究は， その原因を明らか：こし

て，製作上の指針を得ることを目的とするものである．

2・22 歯車ポンプの閉じ込み流れと逃げ溝の効果に関する研究

教授宮津 純

歯車示ンプの迎転勁力のうち，歯車の閉じ込みと逃げ溝とにどの程度の損

失があるかは，性能推算に必要であるが，それを分離して実測することはむ

ずかしく，算定するとしても，その罪式は知られていない．閉じ込みにどの

程度の圧力を生ずるかもわかつていない．本研究は，前年に引続いて， これ

らの点を理論的に解明し，実験結果を解釈するための資料を求め，逃げ溝の

，設け方に指針を得ようとするものである．
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2・23 歯車ボンプのキャビテーションに関する研究

教授 宮津 純

流体機械にキャビテーションか発生すれば，性能の低下を来すばかりでな

く，その寿命も縮まる．歯車永ンプの場合には，吐出証が飽和し，回転をあ

げてもそれに比例した吐出址は得られなくなる． このことは，ポンプの高空

性能に関連してとくに重要である．本研究は，キャビテーションの発生：こと

もなう特l生変化，• 発生の条件，その防止方法を明かにしょうとするらので，

現在は，逃げ溝の影縛につき検討中である．

2・24 流体トルクコンバータの研究

助教授 石原智男

助手 井田富夫

トルクコンバータの性能に関しては数多くの究明すべき問題が残されてい

る．その中で正規連転範囲以外においてどのような性能；こなるかという問起

と，作動流体に含有された空気の証が性能iこどのような影腎をあたえるかと

いう問題とを主として実験的に研究し，実用的な資料を求めたが，現在この

理論的な検討をおこなつている．性能の理論解析をよりー刑正確にナるため

には各羽根車内の流れの模様を知らねばならないので，連転状態：こおげる流

速分布の測定を計画している．

2・25 高性能流体 l、Jレクコンバータの試作研究

助教授 石原智男

助手井田富夫

高速回転低葛力の原動機関に要求される小型 l、ルクコンバータの試作研究

を進めてきたが，従来の型式のものでは小型化にともなう性能の低下が避け

られないことが判明したので，新たな型式のものを理諭的に検討している．

すなわち継手範囲の性能を多少艤牲にして失速トルク比の増加をはかるた

め，羽根車の配置を純半径流式にしたもので，現在理諭的な資料に基づいて

設計中である．（一部部外受託費）

2・28 軸流水車の性能向上に関する研究

助教授 石原智男

助手井田宮夫

軸流水車の性能を向上させるためには，室内羽根，羽根車，吸出管内の流
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れの状態を十分に調査し，その資料をもとにして合理的な設計をおこなわね

ばならない．模型水車について円筒型ピ l、一管による流速分布の測定結果か

ら，いくつかの有効な資料を得たが，更にその結果を一般化するための補充

実験を計画中である．

2・訂研削作凰こ関する研究

教授竹中規雄

助手征谷重康

研削砥石；こよる研削作用を， まず研削抵抗力の立場から研究をするため

に， ピエゾ這気を利用した研削力の二分力測定装置を設計製作し砥石表面の

目立て効果および各種の砥石と加工物材料の組合せの場合における研削条件

と研削抵抗力の測定を行つてきた．

さら；こ鵡礎的な研究を行うために，単一の砥拉およびグイヤモンド粒子に

よる研削抵抗力の測定を行い．その実験結果の解析を進めている．

2・2.8 切削理論に関する研究

教投竹中蜆雄

金属材料の切削畏構を解明する一つの方法として，二次元切削の場合の切

削抵抗と切削温度を測定し， これを関係づけるために，金属材料の塑性変形

曲線，切屑比，切屑と匁物の接触面放祢の測定を行い検討した．

2・29 磨掠切削の様構：こ関する研究

教授小川正義

摩擦切削の様構は，工具である円板と，被削材との間に発生する熱並を知

り，かつその行方を探究して初めて明かにされる．今迄に円板と被削材との

間の摩捺係数を消費動力と円板の回転速度の測定から計罪で求め，又工具ー

被削材熱電堆法により接触部の温度を測定した．又切削中円板の外周が赤熟

されるので， これを光高温計を用いて測定している．その外，被削材に生ず

る温度分布は，示温塗料を用いて求めている．

2-30 液休ホー＝ングに関する研究

教授小川正義

液体ホーニング用のノズルは，使用する圧搾空気の静的圧力を，できるだ

叶速度に変換しうるような形状に作つた方が能率が高い．又ノズlレ自身の磨
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耗をなるべく少くしなければならない． このような条件に適するノズルの構

造を実験により求めている．叉用いる砥粒の工作物材料に対する買徹性の大

小が，仕上面の粗さに関係するので，天然産の珪砂と，人工製成物のアラン

グムとの仕上効果の差を実験的に調べている．

2-31 プルドン管圧力計に関する研究

教授 小川正義

外 1名

プルドン管の加工は今日でも単に経験的技術に頼つて行われており，素材

バイプの引抜きや熱処理，又はローリング僻が， プルドン管の性能に如何tこ

影懇するかは何も知られていないこれらを明かにすることにより．最後に

は印刷した等間隔目盛板を使用できるようにし，叉疲労に対して強いプルド

ン管の製法を見出すことを目的にしている．すでにプルドン管の変形に関す

る測定を行い，なお歪や応力を測定する準備を進めている．

2-32 金属材料の塑性変形能に関する研究

教授鈴木 弘

抜官橋 JI¥ 仲

金属材料の塑性変形抵抗及び変形限度は，加工温度と変形速度の両者の函

数である． この現象は定性的には知られているが， この函数関係の拡的内容

がまだ明かでないため，圧延• 押出・引抜• 鋳造僻の崖性加工作業の基準を

決定する合理的根拠が欠けている．温度・変形速度• 加工エネルギーの 3要

素を調節し得る特殊試験槻を試作し，一般に広く用いられる実用金属材料の

変形能について実験的研究を進めている．（科研費）

2.33 逆張力仲線加工の研究

教授鈴木 弘

技官橋爪 仲

試作した生研式逆張力仲線槻を使用して，仲線作業条件を広く変化して辿

続伸線の実験を行い，各グイスの引抜抵抗・全伸線動カ・仕上り線の様械的

性質僻を検討して，逆張力仲線作業方式確立のための基礎的研究を行ってい

る．銅・黄銅・燐青銅・硬鋼・ピアノ線等に関しては，引抜抵抗が大巾に減

少してグイスの寿命・線の槻械的性質等は著じるしく改善されることが明か

になり，目下不銹鋼線に関する実験中である．
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2-34 金属管の試験方法の検討

教授鈴木 弘

外 1名

管材の規格材料試験中には，管材のどのような物理的性質を試験するかが

明瞭でない恨用の実用試験がある． これらの実用試験法の物理的意義を明か

にして，試験規格の修正・管の製造技術の向上のための基礎資料を求める．

第一殖手として，ツバ出し，押拡げ試験を検討中である．

2-35 鋳遥しこ捻ける湯の流れに関する研究

助教授 千々岩健児

鋳造理論を確立するためには，鋳造の際の湯の運動とその性質を知ること

が必要である，本研究では ①湯口，湯追，鰐曲部の抵抗 ②金属の粘性係

数特に凝固点近くの値 ③鋳型内の湯流れ状況 ④湯と型との衝突並びに湯

流れによる型面の砂の破損 ⑤代表的な鋳物に対する湯口と巣との関係 に

ついて研究している．なおこれと関辿して金属の流勁性，潔固についても実

験を行い，諸因子を考庶にいれた実験式を与えた．（一部科研費）

2・36 サンドスリンガーの研究

助教授 千人岩健児

造型槻として最近我国でも広く用いられ初めたサンドスリンガーの性能向

上に関する研究である．造型機内の砂の迎動並びに鵜固め槻構を詳細にしら

ベ有効に利用される勁力を測定し狸論的な裏付けを行い設計に必要な甚礎を

与えてきた．同時にこの槻械に適する鋳物砂の性質について研究を進めた．

この結果を応用しサンドスリンガーを試作し工場において実用試験をおこな

いつつある．

2・37 鋳造応力の研究

助教授 千々岩健児

鋳造応力，歪，亀裂は鋳物の大きな欠陥の一つであるにも拘らず簡単な形

状の場合においてもその対策は確立されていないこの研究には材質的な面

と設計上の間娼とをうまく適合させてその解決を計らねばならない． ここで

取上げて研究したのは歯車，車輪， フライホイール等のアーム，ボス， 1Jム

幻関係であつてこれ等の適当な寸法比と鋳造条件の適正化によつて歪，亀裂

御を無くすことを目的としたが， この結果は一般鋳物にも応用できるし， ま

た応力発生の過程をも知り得たのでこの方面の研究を進める上に多大の利益
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があつたと考えている．

2・38 糖密仕上回の変質層に関する研究

助教授 松 永 正 久

梢密仕上而（ラッピング面・電解研磨面・放電加工面婚）に生ずる物四的

• 化学的変質層を徴小硬度・電子廻折．接触電気抵抗節の面より実験的；こ研

究し，仕上殴構• 加工面の半常体性等を探求している．鉄鋼・クローム鍍金

而等の乾式ラッピング面， アルミニウムの電解研磨百等は被膜＆う破かいと

Coherer effectとを避けて表屈の電気抵抗を測定すれば， lkf2以上の抵抗が

得られ顕著な酸化被膜の生成が認められる． この表屈抵抗と雷子廻折反射像

との間には密接な関係があり， この方面の研究も併行して進めている．

2・39 ラッピング様関に関する研究

助教授 松 永 正 久

前年度に引き統きラッピング条件とラップ拡および表面祖さとの闊係を理

諭および実験の両面より解析しラッピング様構の研究を行っているまた徴

細な砥拉による湿式ラッピングまたぱ乾式ラッピングの際；こラッピング作業

中の接触遣気抵抗を測定し， ラッピング作業条件を点検する方法を検討して

しヽる．

2・40 平而ラッピング俊械設計の基礎

助教授 松永正久

往復型・廻転円盤型の平面ラッピング槻械について，菰々の型式の場合に

おけるラッピング速度，単位時間当りラップ批，表面粗さ， ラップまたはエ

作物の磨耗及び変形等を検討し，平而ラッピング槻械として最適の型式を定

め，それに基づいて試作を行う予定である．

2・41 熔接構造の応力集中緩和，腐食，高張力鋼の熔接；こ関する研究

助教授 安 藤 良 夫

熔接構造には応力集中が局部的におこる個所がよくでてくるが， ここを補

強する代りに剛性を小さくする softtoeによつて応力集中緩和を行う方法

について系統的試験を行った．熔接船底凹損の腐食の間題，鋼材の腐食が授

械的性質特に切欠靱性に及ぼす影曹について研究中である．熔接可能な高張

カ鋼についての熔接試験のうち， HT52ついては実験を終り， HT60 につ
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いて試験を読行している．（一部綜合研究費一部試験研究費，一部日本遣船

研究協会研究費）

2-42 鋼材の切欠脆性に関する研究

助教授 安藤良夫

切欠をつけた銅材が低温において脆化することは一般に知られているが，

両側切欠引張り試験 (TipperTest)により各種鋼材について，切欠半径を変

化して試験を行った．また切欠曲げ試験 (Vander Veen Test)についても

実験iこ滸手した．（日本浩船研究協会研究費）

2-43 アルミ＝ウム合金のイナートアーク熔接の研究

助教授 安藤良夫

船用アルミ＝ウム合金は強度，耐食性のほかに熔接性の良いことが舷要で

ある．最近この目的の Al—-Mg-Mn 合金が使用されるようになり， この材

料についてイナートガスシールド・メタルアーク熔接の研究を行った．

(ll呈金属協会研究費）

2.44 熔接梁肘板の固殆度の研究

助教授 靡橋幸伯

現在まで確たる設計韮準もなく鋲構造時代の基準をそのまま踏恨している

熔接梁肘板について，その寸法，形状および固殖方法と構進頻度，材料軽減

およびエ数などの関係を明らかにして設計基準となる資料を得るために，数

稲の肘板について実験的にその固滸度を研究している．

2・45 71<位計の試作研究

助教授 詞橋幸伯

船体舷側における水位を＇這気的に記録し，数ヶ所の水位を同時に求めて舷

側における刻々の波形を記録せんとするものである． 日本造鉛研究協会第10

研究部会で咋年度行つた実船航走時の強度試験において試験的に使用した水

位計に改良を加え，各稲の合成樹脂を使用して接点の成形や端線の船休外板

への貼布などを試み，航悔訓練所練習船北斗丸によつて北方および南方の定

点観測航路において実験を行つた．（日本造船研究協会費）
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2・46 船型学における統計的方法の応用

助教授 田 宮 真

海洋波の統計的な性質が漸次明らかにされてきた一方，実船の海上におけ

るbehaviourも正確に記録しうる現状において，従来の模型的規則波より一

歩進んで，現実の不規則な波浪の影響を船型学上の要素としてとり入れる方

法を考究する． また長年月にわたる航海成績の解析についても従来の方法に

再検討を加えている．（科研費）

なお，海上における復原性能に関する研究にも不規則な波の影響を考究す

る意味から参加している．（造船研究協会第 17部会，委員長 加藤弘）

2・47 動的船型試験法の研究

助教授田宮 真

造般協会試験水陣委員会の同名の研究（青山貞一郎主任）に参加し，静水

中および波浪中における般の縦揺，上下励に関する見掛質批，減衰係数の，

般形による変化を実験している． これは現在なお区々である波浪中における

水搾試験の方法を確立するための研究の一部である．（科学試験研究費）

第 3 部

3・1 論理数学とその応用の研究

教授 後藤以紀

自動制御方式や計数型自動演罪楓を設計する場合には，与えられた条件iこ

適する脱作をするような継電器回路網を構成する必要があり， これを論理函

数方粗式の解を用いて論理計算によつて求める方式の研究を行っており，

磁継電器回路網に関しては，ー通り完成したので，整流器，真空管等を含む

場合に適合するようにしてこれを変更することを研究している．

3. 2非線型回路理論の研究

教授後藤以紀

送電回路の異常現象の防止，周波数変換装置的には，非線型徴分方程式の

解で表わされるいわゆる非線型振動を取扱わねばならぬ場合が甚だ多い． し

かるに非線型振助については厳密な解法がないために不明な点が甚だ多い．

例えば L-C-R直列交流回路の非線型振動でさえも一部分より知られていな

ぃ． これに対して非線型特性の折線型とした場合の厳密解を求める方法を研-
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究し， L-C-R直列回路において， Lの磁束が飽和値以下ではLはco, 飽和I

状態では 0となる場合につき，発生し得る非線型振勁の種類を求めることが

できた．

3・3 送電線の雷電圧

教授藤翡周平

霊気回路の絶緑協調問題に関述し，雷その他の暴常電圧の実測と検討を組迷

続している．本年度においては超高圧送電線を主対称とし下記の実測と，そ

れに関連した異常電圧測定法の研究を行つた．

(1) 雷実測：昭和 29年 7月， 8月2ヶ月，富山県新愛本変電所で， 27万

ボルト系での実測を行つに送這線落雷の 2記録を得たが，そのーは 3粗o:;

完全記録を得た点， l刈絡時の低辿度昴引記録も得られた点で特筆，＇こ値する．

その波高値は的 70万ポルトであつた．

(2) シリコン・クリドノグラフの研究:簡易測定装四として創案したもの

（生産研究昭 28・6参照）で．その残像特性その他について研究を進めた・

(3) 多間條簡易電圧測定装置：本年度始めて試作したものを上記現場実測

に使用した．

3・4 F型閃絡点椋定器

教授店邸同

創案したF型閃絡点椀定器について，自動操作 1Jレーその他に改良を加え

た．本年度に実施した実用化試験は次の通りである．

(1) 新愛本変霞所における黒部腑線の監視迎転（昭和 29年 7月， 8月）．

(2) 見座発電所における北陸電力辿絡送電線の人工故箇試験（昭和 29年

11月）．

(3) 同上発電所に注ける設置実用化試験（昭和 29年 11月以降継読中）．

3.5 模型送霞線による衝撃電圧進行波の研究

教授膝邸周平

咋年記こ引続き模型送電綜によつて 3綜架線状態および 6線完全架線状態

（その外架空地線2本）につき各稲の衝撃電圧即ち低霞圧の単位糊撃， F製

閃絡点椋定器に用いるような短いバルス並びにコロナを発生する椋度の高電

圧衝撃波の線路伝揺特性を検討した．

その結果判明したものの重な事項は， (1) 高電圧進行波のコロナ変歪は線
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路不整点で特異な現象を示し，不整点の種類；こよつて変歪が促進もしくは抑

制されること，および (2)他相誘尊電圧はコロナにより異常な分波波形を呈

することであるが，更に (3)架空鉄線はその /1.が著しく高いために，低電圧

矩形波印加の場合サージ・インピーグンス及び他線への結合率；こ顕著な時間

特性があり，特に極く初期において前者は時間と共に増大し，後者は減少ナ

ることを確認した．

3・6 衝撃電圧特性の周波数解析

助手麻 生忠雄

送電系統の雷および異常電圧保誂iこあたつて，系統の筒撃特性と周波数特

性の関連を明かにし，高周波特性からその罰撃波応動を尊入することが有効

な場合がある．超高圧新愛本変電所において 3相主変圧器並び［こ母線電位振

勁に関ずる衝撃試験を実施し，貴直な現地資料を得た．模型送電線の架は矩

形波印加の場合，波動抵抗および他線への結合率に顕著な時間特性のある空

鉄線でことを確認し，その近似式を尊入して周波数特性との関述を求めた．

また送電線の架空地線雷撃時の経間逆閃絡について，インピーグンス周波数

特性の観点からその可能性を諭じ，現在L, C分布定数回路によつてアナロ

グ実験を施行しつつある．

3.7 慎型送電線による搬送波伝揺特性の研究

教授

助教授

昇

文成

木

加

高

斎

当所に施設された模型送電係（西東京幹線の ;'ioスケール，全長 2.1km)を

用いて，電力線搬送波帯 (50-450kc) の伝括特l生， 特に多線条の場合の対

池帰路，硲体屈路成分の研究を行つている．また著者箸の開発したアンテナ

結合方式に対する上述の各成分電線の相互作用をインピーグンスおよび電流

分布の実測により検討を行っている．

なお送電線より発生する雑音のラジオヘの妨害に関する研究の一環とし

て，電気学会研究委員会と協合のもとに 0.5-30Mc帯の伝指特性ならびに

阻止装置の研究も合せ行つている．

3-8 電気溶接に関する研究

教授 沢井善三郎

抵抗溶接では電気機器，車輌節の製造会社と連絡して，スロープ・コント
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ロール点溶接装盟の試作並びiこその実用に関して研究および指尊を行つたほ

か， 3相周波数遥減式点溶接装置の試作研究を読行し，単相低周波数の溶接

電流を通じうる状態に逹した． またアーク溶接についてはユニオンメルト法

による基礎的研究を継読する一方 -1 /シューマフル・アルゴンアーク溶接

械の試作を依頼し，その完成をみた．（一部科学試験研究費）

3・9 制御要素としての電気榎器；こ関する研究

教授 沢 井 善 三 郎

自動制御に用いられる各種の霞気機器の静的並びに動的特性をしらべ，そ

の制御特性に関辿する様器の構造上の問題を検討している．本年度において

は主としてアンプリグイン， H Tグイナモおよびロートトロー lレにつき実験

的研究を行つた．（科学研究穀）

3・10 共振型材料疲労試験榎の研究

教授沢井

試作した共振型高速度曲げ疲労試験機により，高抗張力鋼，バネ鋼等の実

際的試験を行った．またその間に機械各部の定数につきさらに検討，改良を

加えると共に，振幅測定法についても種友試みた．なお実際的試験を重ねる

につれて， この種の疲労試験様が従来にない特徴を有していることが認めら

れてきた．

3・11 雷子管式アナログ・コンピュータの研究

助教授 野村民也

電子管回路の組合せにより，任意の常徴分方程式の解を，筒易，迅速にプ

ラウン管上に拙畠する装慨で，自動制御系の解析，合成をはじめ，工学的分

野の諸問題に広い利用価値をもつ実用的規模の装置を試作し，設計基準，精

度向上の方策などの研究を行うほか，稲々の実際問題を扱つて， これから実

用上の諸問題について検討を行つている．装憫の内容は，二，三の製造者に

伝えられ，実用に供されつつある．（一部部外委託研究狡）

3・12 イグナイトロンの点弧確率測定装置

教授 星合正治

研究員 月 仁

助手 高中菰澄
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助手島村道彦

電子管計算毀を用いたイグナイトロン点弧確率測定装讃を製作した．イダ~

ナイトロンの点弧確率測定には従来，オッシログラフによる方法，陽柩電流

値変化を利用する方法，サイクルカウンターによるものなどがあるが， これ

らの方法でぱ電流型，軍圧型イグナイターのいずれか一方だけにしか使えな

いとか，信頼すべき測定結果をうるためには非常な手数と時間を要する欠点

があつた．電子管式点弧確率測定装置ではこれらの欠点をまぬかれ，さらに

単一点弧のみならず連続点弧時にも測定でき，長時間の記録ができ，高周波

点弧電圧印加の場合にも用いられる．

3・13 電圧型点弧子の点弧特性に関する研究

教授

研究員

助手

星合正治

望月 仁

島村道彦

電圧型イグナイトロンについては単一電圧印加した場合の点弧榎構を調べ

た研究は多いのだが，放電管動作時の点弧子性能の定批的資料ぱ従来少い．

そこで別記イグナイトロン点弧確率測定装懺を用いて各種の試f乍イグナイタ

ーについて実際勁作時の点弧確率特性を調べた． タングステン線上に硬質ガ

ラスを被覆したイグナイターについては，そのガラス厚み，水銀つかり際の

接触長，表面状態等々の点弧確率に及ぼす影曹が定址的に把握された．また

このガラスイグナイクーの点弧電圧とガラス厚みの関係を示す曲線は，今後

各稲のイグナイターを製作した場合その性能を評価する棚準にずることがで

きる．ガラス以外の絶緑物を用いたイグナイターについては，その誘電率と

点弧特性との関係を調べている．

3・14 真空管発逹史

教授星合正治

前年度より継続中のもの．本年度は発振回路の一部を調査しただげで，殆

んど進まなかつた．

3・15 水晶炉波器の研究・

教授高木 昇

助手尾上守夫

前年度に引き続き水晶炉波器の実用化研究を行つてきた．炉波器に使用さ
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れる水晶共振子には分割電極を附して共振子の数を節約するが， この種共オ辰

子の崎価回路が不分明であつたので， これを解析して厳密な等価回路を求め

て設計資料とした．また lOOkc 以下の共振子として縦振動を使用するより

屈曲振砒を用いた方が寸法が小で済み，経済的なので， この種共振子の絢価

回路も始めて求めておいた．次に水晶炉波器において容拡比は重要な役割を

なすが， これについての炉波器理論を樹立し，また円板状水晶振動子の輪郭

振動についての近似解を求めることができた．（科研投）

3・16 水晶振動子の輪郭振動

助手尾上守夫

厚味が十分薄い振動子において，輪郭寸法のみで共振周波数が定る振動の

解明を目的とする．特殊の近似法によつて弾性学的な近似解を求め，近似度：

の判定は実測値と比較し，また縮方性の場合にすでに完全解の得られている

ものについては，その近似解を縮方性の場合にひき直して比較する．現在の

ところ板而が電気軸に平行で，輪郭が円形または正方形の場合に主眼をおい

ている．

3・17 電力用テレメーター並びに保戦装買の研究

教授

助手

昇

夫守

木

上

高

尾

前年度に引き読き新しいテレメータ一方式の装置が完成して，東京電力に

おいて試験中である．将来発電所の出力を遠方制御する必要があり，そのた

めに商用周波数を鞘密に測定する方法をまず完成した．現在，搬送保護継電

方式に新しい方法を考案し日本電気で試作中，近日現場実験が行われる予定

である．

3・18 自動交換回路の高速度試験装置の研究

教授森脇義雄

熱じよう乱雑音を増幅，クリップして永アソン分布をなすペルスを作り，

これを即時式自動交換に広く使用される定位型交換線群の電子管による模捩；

回路に加えて，不完全線群の接続方式と能率との関係を実際の回路を使用す

るときの数千分の一の時間で測定することができるようにして，能率の良い

交換回路の設計に役立たせようとするものである．更に待合せ時間のある場

合にも応用し得るように研究を進めつつある．（一部特別研究費，一部科試費
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および部外受託費）

3・19 非破壊検査法の研究

教 投

助教授

高木

丹羽

昇

登

工業製品特にその材料の検査において，非破壊的に行う方法として従来X

線検査法，磁気検査法婚が使われてきた．われわれは新しい非破壊検査法の

一つとして超音波検査法の実用化研究を本邦での初期から読け，更に他の方

法との関述，優劣等の比較研究を行つた．

学術振興会製鋼委，超音波探偽法協議会の仕事として超音波探偽器用糠準

試験片制定についての研究を行つた．

3・20 超音波共振法による材料検査法

助教授丹羽 登

超音波共振法による板厚測定法は従来も行われていたが，われわれの研究

により，新しい方式の邸感度のものができ，細いペイプや，従来測れなかつ

たケープル鉛皮の偏肉測定も行えるようになつに特に広範囲に板厚を直読

できる目盛方式を考案して測定を筒易化し得た．

また共振状況をブラウン管上に直視する方式なので，超音波インバルス法

では測れぬような浅い個所の探偽も行い得た．更に板の腐蝕的による凹凸面

やバイプ等の曲面検査に対する周波数，探触子等の選定方法を示した．更：こ

厚み計用感度概準試験片の設計，試作を行った．

3・21 マイクロ波回路および伝送線路の研究

教授森脇義雄

マイクロ波の送受信様に使用する立体回路共振器，炉波器等の特性を研究

して設計資料を求め， またマイクロ波の給電線として使用するため；、こ表面波

線路の特性を研究し，損失の少い設計法を求めてその実用化をはかる．

（科研費）

3・22 マイクロ波測定装置に関する研究

助教授 斎旅成文

著者の従来から行っている共振法による固体誘電体特性測定装置を24,000

Mc (波長 1.25糎）帯について研究を行い， 4,000Mc楷， 9,OOOMc帯に劣
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らない糖度をもつて測定し得ることを確めた．

気休特に含湿空気の誘電率測定については 9,OOOMc帯に茨しては工業計

器として使月Jし得るよう，長時間安定度の高い自記々録方式を閲発した．

現在 60,000Mc術（波長5粍）のいわゆるミリ波帯の研究を行つている．

第 4 部

4・1 イオン交換の研究

助教授 山辺武郎

イオン交換平衡の研究としてイオン交換平衡が化学反応の平衡（質址作用

法則に従う）か膜平衡（ドンナン平衡に従う）かについて検討しようとする

ものである．

イオン交換の応用の研究としては海水の利用研究を行い， HC03形の強塩

基性陰イオン交換樹脂を用い， S04一の除去を行わんとするものである．

4・2 天ラスの研究

助教授今岡 稔

珪酸塩，硼酸塩，燐酸塩，弗化物その他のガラスについて，総合的に方ラ

ス形成の条件とガラスの諸性質との関係を調べ，光学用その他のガラスの改

良，新領域開拓の基礎とするものである．

4.3 薬液注入法の薬液の研究

助教授今岡 稔

水ガラスーアルミン酸ソーグ系薬液の急硬性を生かし，その強度，安定性

の改善をはかるものである．

4・4 蜆像液の銀霞位的研究

教授菊池真一

銀電極を用いて電位滴定を行う際に，その表面の汚染を防ぐために円筒形

の銀極を回転し，上方でプラシにより掃除するよう工夫し，電位はバルボル

により迅速測定することに成功した．なお消粍した現像液の消耗度は未消耗

の現像液と組合せて回路をつくり電位の変動より捕えることに成功した．
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4.5 白金回転極ポーラログラフの研究

教授菊池裏一

前年度にひきつづきメトール，グリシンの如き現像薬のポーラログラムを

得た． この中でグリシンは今迄測定した諸種現像薬とやや異なり，濃度大な

る場合電流が直線的に増さずして飽和に逹することを知つた．

4・6 マグネシウム源白扮並びに塩素酸塩電解に関する研究

助 教 授野崎 弘

マグネシウム源白粉は，苦汁などの塩化マグネシウムを含む水溶液の電解
OH 

処理で得られる．化学組成は Mg ・Mg(OH)が止0 であることがわかつClO 

た．吸湿性なく，安定性大で通常の漂白粉（カルシウム塩）に比し種々なる

特性がある．農漁村の飲料水の消毒剤としての用途が特に期待される． この

マグネシウム渫白粉の電解生成は塩素酸塩の電解生成に対比して興味があ

り，両者相侯つてそれぞれにおける未解決問題の究明に役立たせようとして

いる．本研究には藤代光雄の実験協力を得ている．

4.7 難還元性金属の製錬

助 教 授野崎 弘

前にアルミナ電解を研究した．アルミ＝ウムは難迎元性の金属で溶融塩電

解で得られる． これに関連性をもつ金属としてチク＝ウムの霞解製錬をとり

あげた．酸化物の電解で，ある程度の結果を得たが工業的にはまだ幾多問題

がある．現在は四塩化チタンの製造研究を行つている．主として触媒の研究

である．次にチタンによく似た金属としてウラ＝ウムがある． これは金属と

しての用途は徴々たるものであるが世界の状勢からして，まずその抽出に関

する調査を行っている． この方面iこは長島清治の実験協力を得ている．

4-8 電極界面現象とその工学的応用

助教授野崎 弘

水電解における水素過電圧，酸素過電圧の究明並びにその工業的意味は重

要である．金属の腐蝕対策研磨，電鍍なども実際には未だ経験的範囲を出な

い．ボーラログラフィーは分析学上重要さを加えつつあるが，根本的知識に

欠けている．高度の酸化反応を行わせる電極材質 Fe30<,Pb02 なども問題

である． これらの諸問題はいずれも電極界面現象の一般論から解決されるべ

きものである． 目下大学院浜野裕司と共に水電解用電極の研究中である．
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4-9 固体表而上における有槻物質の接触角

助教授 浅原照三

ゴニオメータ型の接触角測定装買を試作し． これを用いて，各穂の研磨沙ミ

によつて得た金属表面上における有様物質の接触角を測定し，金属面の性吠

の変化を検討した．またベラフィン面に対する界面活性剤水溶液の接触角を

測定し，濃度と接触角との関係を求め， これが C.M.C. と密接な関係のある

ことを認めた．

4・10 不飽和脂肪酸のスペクトルに関する研究

助教授 浅原照三

各種不飽和脂肪酸の赤外および紫外線吸収スペクトル， ラマンスペクトル

を撮り，これにより該脂肪酸の定性および定祉分析を行った．別に蒸沼＝ッ

ケルを触媒とする油脂の水素添加反応に関して研究し，スペクトルによつて

生成物の組成を求め，蒸焙＝ッケルの触媒としての優秀性を確認した．

4・11 界面活性剤

（一部科研費）

助教授 浅原照三

助手高木行雄

界面活性剤の合成およびその応用について研究した．合成面ではペラ・ア

ルキル・ア＝リンより出発した陽イオン活性済，アルキル・フェノールを原

料とずる非イオン，陰イオン活性剤を合成し，その性状を検討した．応用両

では，金属面の脱脂，メッキの際のピット防止，ペイント，インク中の顔料

の分散について研究した．

4・12 =トロペラフィンオ5よびその誘導体

助教授 浅原照三

昨年に引続きパラフィンおよびオレフィンの＝トロ化の研究を行つた．オ

クテン-1 の気相＝トロ化により対応する＝トロ・オクテンが好収率で得ら

れた．その重合反応を研究したが，高分子証のものは得られなかつた．また

爆薬として有望な示 lJ=トロ化物一ー特にテトラ＝トロメタンの合成研究を

イ行つた．
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4・13 Pーアルキルア=1)ンより非イオン系界面活性剤の合成研究

助手高木行雄

現在重要視されている非イオン系界面活性剤の一つとして P—アルキルア

= 1)ン誘尊体を合成した．

P—アルキルア= 1)ンはア=1)ンのアルキル化によつて合成し， このものに

系統的にエチレンオキシドを附加重合させて得た非イオン界面活l生剤：こつい

てその界面活性能を研究した．

4・14 アルキlレフェノール誘尊体の合成

助手高 木行雄

アルキルフェノールを原料とし，これにエチレンオキシドを附加重合させ，

さらに芳香族核にスルホン酸塩を尊入して，分子中にこれらの両性を有する

界面活性剤を合成してその界面活性能を調査している．

4・15 イングンスレン染料の合成に関する研究

教授

助手

助手

男

行

士

芳

信

正

井

藤

辺

永

後

田

イングンスレン染料は最堅牢な染将として将来ますます重要なものとなる

が，価格の比較的高いことが唯一の欠点である．それは第 1に反応工粗の選

択，第2に合成技術の水準，第 3に原料の価格に懸つている．そこで，近代

的新反応の採用，有機電子論的考察，副反応の探究， 日本的立場よりする再

吟味によつて反応工租のより合理化を図り，収率並に品質の向上に努めてい

る． 目下取扱つているものとしては，プリウRS, プリリアント・グリーンB

僻がある．プリウ RS溶融装置の如きは興味深きものである．（一部科研費）

4・16 未利用タール成分の利用研究

教授永井芳男

助手後薦信行

助手田辺正士

未利用資源の利用研究は現下のわが国にとり柩めて緊要であり， BCAFE 

の 3大要請の一つであるが， このことはコールタールの分野において特に感

深いものがある．実iこコールタールの 90姦以上が何等高度の利用なく研究

的に放置され， 28年度においてその祉は 38万トンに逹している． これは文
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部省の総合研究（代表者 牧鋭夫教授）の一部であり，筆者はピリジン高級

同族体，アセナフテン，ピレンを分担し基礎研究を行っている．総合研究と

は別；こアントラセンの化学を行っている．アントラセンは堅牢なアントラキ

ノン系染料の直要な原料であり，概して酸化によりアントラキノンとしての

立場より合成原料に用いられている．しかし有槻電子論的な観点よりアント・

ラキノンには多くの弱点のあることが考えられるので， これをできるだけ避

けるためにアントラセンのクロル化を基礎的，｛散底的に行いつつある．現在

までに八つの化合物につきその合成法，性質の詳細な知見を得ている．

（一部科研闘学振費）

4・17 徴祉有機合成に関する研究

教 授永井芳男

助手後藤信行

助手田辺正士

有桟合成研究における使用原料は慨ね 10-lOOgのオーグーであるが，筆

者はその 1/100-1/1000 たる 0.lgの程度で合成反応操作の研究を進めつつ

あり，従来までは成功的であつた．微拡分析法，クロマトグ令ラフ法，赤外吸

線収スペクトル等を併用することにより， このアイディアは慾実に体系化さ

れつつある．

4・18 アントラセンを利用する高級樹脂合成の研究

教授

研究員

（研究者の都合により内容は省略）

4・18 濃厚もろみによる殴酵

男

男
芳

久

井

藤
永

佐

教授友田宜季

助教授 中村亦夫

澱粉質原料よりアルコールを製造するとき，濃厚な状態で収率を下げず殴

酵することは望ましいことである．

われわれは酸糖化を折衷した方法で行つてきたが，蒸煮は述続蒸煮槻を考

案して，その機構を研究中である．
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4・20 メラノイジンの研究

教授 友 田宜孝

助教授 中村亦夫

助手 吉弘芳郎

．食品の色，特に普油，水飴等の色は糖とアミノ酸からなるメラノイジン系

の色素からできている．われわれはこのメラノイジン生成機構について，比

色法．アゾトメトリー法，クロマトグラフ法節を使用して研究を行つている・

4・21 吸着操作に関する研究

教授福田義民

固定層による溶剤回収の基礎研究として，加荒操作における層内濃度分布，

水蒸気脱着における脱着速度簿について解析的，実験的に研究を行つている・

また流動層において各種吸着剤vこよる脱色， ヨードの回収の実験を行い，装

置，操作条件に関して検討を加えている．

4・22 硫黄製錬法に関する研究

教授福田義民

50kg/hrの連続製錬中間試験装置について試験を行い，その結果縦縮器に

関する細部の問題を除き工業化の見とおしを得た．本装閥は不活性天ス1こよ

つて連続製錬を行うものである．（受託研究費）

4・26 イオン交換操作の研究

教授山 本 寛

固定床式イオン交換樹脂充摂屈において多稲イオン間の交換が行われる際

の漏出特性について化学工学的基礎研究を行っている．

4・24 気液平衡に及ぼす無檬塩の影曹

教授山本 寛

助手丸山 隆

2成分系の溶液に各種の無機塩を種々の濃度に添加して，気液平衡に及ほ

すその影曹を平衡蒸溜器によつて測定し，結果の理論的な解析を行うことに

ょって一般的な結論を得ようと試みている．

4・25 塩類精製に関する研究

教 授岡 宗次郎
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助手栗原鎮夫

特殊イオン添加法による高純度塩類の製造について研究を統行し，有機試

薬とカリ塩類の反応に応用してその機梢を解明し，また結晶形の変化を研究

した．

2・26 カリウムの迅速分析法の研究

教授岡 宗次郎

助手和田芳肪

テ l、ラフェ＝ル硼素その他の新しいカリウム定址用有楓試薬を用いた分析；

法を詳細に研究し，製塩工業その他への迅速分析に応用した．

4-27 光度滴定法の研究

助教授 武藤義一

光度悩j定において示差的に終点を判定する装骰について改良をし各稲の揺j

定に応用した．また焙光々度計を利用し焙光の呈色によつて終点判定する方

法も研究し硫酸根の滴定を行つた．

4・28 金属の迅速分析法の研究

助教授 武膝義

助手中島 徹

EDTA滴定法，分光々霞光度計，光露比色計，自動定電位電解法，焙光及

度計などを適当に組合せることによつてカドミウム，亜鉛，アルカリ金属，

アルカリ土類金属などの迅速分析法を研究した．

4・29 硫酸七リウムによる分析法におけるクーロンメトリーの応用

教授高橋武雄

硫酸第2七リウムによる分析法は，有榎工業分析法においで注目すべき分-

析法であるが，邸価な硫酸七リウムの循環使用の能否はその工業分析法とし

て将来発展するか否やを決定する重要因子である．本年炭は，昨年度につづ｀

き，電址滴定法を応川した硫酸セリウムによる分析法を入イドロキノン， p―

aminophenol, 哨網酸， [3-naphthylamine節の定址法に応用し，セリウム塩の節

環使用法の実現し得ることを明かにした．後2者の如きその酸化に過剰の研泥

酸第2セリウムの存在を必要とするものに対しては， Fe"++イオンを加えて
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電解還元して過剰の硫酸第2セリウムを電拡滴定して分析する方法を試み，

ほぼ目的を逹することを得た．

4・30 アルギン酸誘導体の高分子電解質としての研究

教授 高橋武雄

アルギン酸のプロピレング lJコール・エステルおよび酷酸エステルの如き

誘尊休に関する研究であつて，前者に関しては，さきにその製法を研究完了

したので，本年度は，その水溶液の電気伝尊度を測定し，濃度と当拡電導度

との関係，当虻電端度とエステル化度との関係について研究した．また後者

に関しては，気相酸化法，ケテン法，繊維状酉翡化法（ベンゾール共存法）に

つき比較研究し， 80%アセトン可溶性の高錯化物の製造；こ対しては，繊維状

朋化法が最も適当であることを明かにした．その 80鯰アセトン溶液中の電

気的挙動に関し目下研究中である．

4・31 螢光体の研究

助教授 仁木栄次

発光塗屑の研究を行ってきたが，今迄用いられているものはRaまたは Ms

Thのa線エネルギを用い ZnS/Cuを光らすものであるが， ZnS/Cu簿の g
線に対する感度を試べ， Sreoの戸線を発光塗料のエネルギ源として用いられ

るかどうか検討研究中である．

またテレビジョン用プラウン管，榮光膜の研究会の一員として盗光体の表

面処理の研究，および活性金属，その他の分折化学的研究を行つてきた．

4・32 玉ーラログラフの研究

助教授 仁木栄次

交流プリッジ法ポーラログラフおよびオッシログラフぷーラログラフの研

究を行い，電槌反応速度と電柩容祉現象等の電気化学的検討を行つている．

また直流玉ーラログラフと併用して迅速分析上の応用研究も行っている．

交流示ーラログラフの装置研究としては一応完成したが， これが実用化装

として，電気的および電気化学的の問題をなお検討中である．

4.33 プテリン体の物理化学的研究

技官 膵森栄一
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最近特異な螢光を発するプテリジン化合物は，プリン・ピリミジンとフラ

ビンの中間化合物として化学・生物・農学・医学簿で注目されてきたが，そ

の物理化学性特に光化学性は殆んど研究されていない．従つて合成並びに天

然のプテリン休の螢光•分光特性並びにその明暗反応につき研究して，その

分析•特異性とその利用に資するため，還元反応を中心に研究している．

4.34 クロロフィルとその新誘導体に関する研究

披官藤森栄二

クロロフィルの光増感作用と新しい誘導体の合成とその利用を研究中であ

る．特に前年度に引きつづきクロロフィル・ヒドラジッド様物質の単離梢製

と水溶液の調製を主に行い， このものが，クロロフィル自体と異り，石油工

ーテルに難溶にて睛酸エチル可溶の性質を利用して，クロロフィルより分離

糖製が可能となり， これを用いて光増感性と抗菌性の研究が進められた．

4.35 有橡感光剤としての螢光色素蛋白複合体の研究

技 官店森栄―・

蛋白質の SH基（この他システィン，チオグリコール酸）と特媒的に反応

する新有機試薬であるフルオレッセイン系，更にローグミン系螢光色素を見

出し， SH基の分析に役立てたが，一方この色素蛋白の感光性，吸収特性を

研究して感光剤としての有機色素の利用の開拓のための基礎研究を行つた．

4-36 熔鉱炉湯溜吹緒による熔銑の脱クロームに関する研究

教授 金森九郎

助教授 松下幸雄

助手 館 フ_,_ 

助手 中根千富

恒温度吹精による熔銑の脱クロームに関する研究で求められた脱クローム

最適温度における吹精を熔鉱炉湯溜において実現し， これによつて含＝ッケ

ルクローム鉄鉱石の処理法を確立するため．容批 1トンの試験熔鉱炉および

その附帯設備の建設を行つにこの炉は吹精を行うために吹梢羽口をとりつ

け，湯溜を著しく深くしてあるが，この結果増大する熱損失を炉底炭素プロ

ックの高周波加熱によつて補うようにした．
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4.37 含クロム高炉スラッグの性状に関する研究

助教授 松下幸雄

金森教授の発案による高炉による含クロム鉄鉱石の還元作用に関し，基本

的なクロム分配（溶銑および溶滓間）平衡について，前年度に続いて研究を行

ぃ，ある程度の結論を得た． しかしながら，含クロム・スラッグ中の Crの

形状，挙動が明かでないので， l0:-2-10-3mmHgの真空中，あるいは還元な

いし酸化性啄囲気中の溶解処理後，凝固薄片の色調をベックマン型スペクト

ロフォトメーターにて定祉化し，構成の目安とすることを研究している．

4・38 s3s を用いる鋼塊の硫黄偏析に関する研究

助教授 松下幸雄

10kg程度の溶解能力を有する大型クリプトル電気炉の設置を試み，放射

性同位元素の添加も考廊して，炉体を包むドラフトチャンバーも備え，一応

完成している． これにつき充分プランク操業を行つた後， s3s を添加しオー

トラジオグラフ法によつて，硫黄のミクロ偏析を調べようとしている．

4.39 真空溶融法による銑鉄のガス分析に関する研究

助教授 松 下 幸 雄

金森教授と協同にて，炭素らせん加熱炉方式による銑鉄中ガスの分析装置

を組立てている． これによつて，当所 1t試験高炉における吹精が，溶銑の

吸蔵ガスにどのような効果を有するものかを究明することにしている．

4・40 マグネシウムの電解製錬に関する研究

教授江上一郎

金属マグネシウムを塩化物電解法によつて製造する場合，電解浴に補給す

る無水塩化マグネシウムの製造方法，電解浴の物理的および電気的性質，電解

方法の改良，電解浴の迅速分析等が重要な研究課題であり，これらの諸問題に

ついて基礎的研究および工業化試験を行つている．（一部科研聾及所外受託）

4・41 陰極防蝕用流電陽柩に関する研究

助教授 久 松 敬 弘

船舶等の鋼製構造物の陰極防蝕に用いる流電陽極として現用されているも

のは Mg合金および高純 Znであるが，学振 97小委総合研究の一部として

Alのこの用途に対する適用性を研究し，さらに造船研究会部会 20の一部と
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して陰柩防蝕のおよぶ範囲について研究を行っている．アマルガメートした

Al は海水中における流電陽稼として希望がもてる．（科学試験費造船研究

会補助金）

4-42 酸素硝費韮測定による腐蝕の研究

助教授 久松敬弘

金属の腐蝕速度を測定するのに普通行われている重証変化を求める方法に

は種々の灰点があるので，腐蝕のもつとも普通の場合である中性水溶液中の

腐蝕速度を酸素の消費祉を測定することにより迎読的に求めるものである．

消費されただけの酸素を水電解により補給しその電気拡を記録するものであ

る．

4.43 鋳物用耐蝕性アルミニウム合金の研究

助教授

技

加藤正夫

中村康治

Al-Mg 2 元合金のうち 0~15鯰Mg の範囲にわたつて不純物としての珪素

および熱処理の影曹をしらべ，新しい現象を捕捉してその理論的究明もほぼ

完了した．今日実用合金となつている 4~5姦Mg と 10厖Mg の合金につい

ても Mn, Fe, Siの影評をしらべ，かつ溶解・鋳造法の詳細な研究を行つた・

4.44 鍛錬用耐蝕性アルミニウム合金の研究

助教授 加藤正夫

Al-Mg-Si 3元系の Al合金は耐蝕性がよくかつ熱処理によつてかなり高い

強度を与えることができる．この系のうち3種類の合金について Fe,Cu,Mn, 

Cr を添加し，また熱処理の彩靱と併せて，強度と耐蝕性に及ぼす複合の影

曹をしらべて成果を得た．引読きこれらの組織について理論的研究を行つて

しヽる．

4.45 オートラジオグラフィーによる合金の研究

助教授 加藤正夫

R.I. を合金させてそのオートラジオグラフを撮ると，顕徴鐙では不明な合

金の構造を知り得る．アルミニウム合金および銅合金にこの方法を応用して

この技術を確立し，成果としてはアルミニウム板に現われる表面模様の原因

を究明し得たこと，黄銅における亜鉛の穂友の偏析を見出したことなどであ
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るが，この方法による拡散の研究や純銅中の Feの挙勁の研究も行っている．

4・46 放射性同位元素の気体を用いた漏洩検知の研究

助教授 加聯正夫

外 1 名

気体の R.I.(こ（まラドン， Xe127, Kr85, CH3Br82, C140 などがある． これ

らを被検休の内部に封入して圧力をかけると，漏洩個所を通して・出てくる．

これを外部から G.M.カウターで検知する方法であるが，各方丙への応用が

考えられ，悔外でもこの研究が進められている． 目下ラドンを用いてこの研

究を進めているが， C1・'0の合成装置も作製中で， これができれば C140ガス

による方法も研究する予定である．

4.47 鉛合金に関する研究

助教授 加豚正夫

技官西川 i脊一

Pb-Sb合金の時効硬化或は経年変化現象は表地金中の不純物くこ左右される

ことが大きい. As の影籾として室温放四の場合の研究結果は一部発表した

が現在 Ag, Cu, Te, Bi, Sn, Cd節の作用こついても同様の研究を進め興

味ある結果を得た．時効温度，不純物の稲類等の而よりこの時効現象に何簿

か一般的法則性を見出そうとしている．そのほか Pb-Sb合金の時効に及ぼ

ず加工歪の影評，鉛合金一般について grain-growthの問題，耐蝕性等につ

いても研究を行う予定である．

4・48 残心応力の測定に関する研究

技官中村康治

鋳造・熔接・焼入• 加工などによつて金属材料の中に残留する応力は局部

腐蝕の原因ともなり， またこの応力の加重のために使用中の応力に耐えず切

損などの事故をおこすこともある． この測定法としての従来のX線法，機械

加工法の他に線応力計の応用を研究し，さらにその測定によつて応力発生の

機構を研究し，前述の作業における最も応力の小い加工法の研究並びにこの

応力除去を研究する．

4.49 銅合金に関する研究

抜官西川梢—

58 



Cu-Al-Mn合金の Al14鯰まで， Mn60露でまでの成分範囲について状

態図の研究を進めている. 800°C-700°Cの簿温面における粗的な関係は明

白となったが，低温における関係には多少疑問が残つている. 13粗の恒温変

態曲線に及ぼす Mnの影薯もしらべた．

4-50 偏光による金属組織の研究

披 官 四 川 梢

異方性純金属について普通光源の場合との一般的比較については研究発表

したが，現在は主として再結晶および再結晶後の結晶の成長の閲題を研究し

ている．色の問題も興味深いのでカラーフィルムを用い得るよう暗室用露出

計も準備中である．

4・51 アルミニウム箔扮の 1Jーフ性

披 官原

助手島崎俊治

箔粉の 1Jーフ性はペイント顔料として用いたとき，塗布面の光沢を支配す

る重要な因子である． この 1Jーフ性を向上させるための処理法を検討し，特

に湿式法における活性剤添加の効果を調べた．椋準試険法による 1Jーフ値65

災以上に逹ずる処理法を見出した．（所外受託）

第 5 部

5・1 わが国に分布する土のエ浮的特性に関する研究

助教授 三木五三郎

従来から実施してきた現場土の性状調査の結果を解析・ 総括し，わが国に

分布する土を工学的特性によつて分類して，その処理• 利用の基準を与える

研究の端緒を開いた．

本年度の佃別的な現場土の性状調査としては，筑後川および遠賀川堤防土

の土質調査，霞ヶ浦高浜入りの干拓提唐予定線における軟弱基礎地盤土の調

査，江戸川下流行徳地先の橋梁架設予定地における軟弱基礎地盤土調査，姫

路城大天守周辺の基礎地盤土調査，佐枇保市内地すべり池におげる現場土質

調査節がある．（一部総合科研・部外受託費）
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5・2 土の振動締め固めに関する研究

助教授 三木圧三郎

各種の土の表面に小型振動機（自重 7~28kg, 底板面放 190cmりで小振幅

(1~2mm) 高周期 (7000回I分まで）の振動を加えて局部的な締め固めを行

うときの締め固め特性に関する研究を行つたが， この結果砂質土でも含水拡

が増して見掛けの粘着力が増すと締め固め能率は低下し，赤土では気乾試料

から僅かに含水祉が増しただけで致命的な締め固め能力の不足を示しはじめ

て，自然含水比近くでは運転不能となること等を明かにした．結局この種の

振動締め固めを能率よく行うためには，土質ないしは含水紐に楔めて厳しい

制限を必要とする．（建設省建設研究補助金）

5.3 連行車両による軌条の応力測定に関する研究

教授沼田政矩

工学部助教授八十島裟之助とともに，列車荷重の軌条に及ぼす横圧につい

て研究をつづけているが， 28年11月，総武本線の成東，松尾両駅間の曲線部

分において，柚圧の測定を行つた．また， 29年2月，両毛線の栃木駅附近に

おいて行われた． 日本国有鉄道完全委員会主催にかかる 2軸貨車の軸距の変

化による，列車運行の安全性の研究会に参加し，曲線部における軌条横圧の

測定を行った．（一部国鉄費）

なお， 日本鉄道技術協会主催にかかるカルグン車の線路iこ及ぼす影曹の調

査研究を分担し， 28年3月中句より下句にかけて，東海道線の辻堂，茅ケ崎

両駅間，および小田急線の栢山駅附近にて，カルグン車ならびに普通車が，

軌条に及ぼす圧力の測定にあたつた． この協会にては， 29年度は，高速度運

転の線路ならびに車両に及ぼす影聾を調査研究することとなり， 3月中句，

東海道線の三島沼津両駅間において， 40km/hより 120km/hまで各種の速

度に対し，軌条圧力の測定を分担した． （一部日本鉄道技術協会費）

5・4 砂浜の河口の導流堤に関する研究

助教授 井 口 昌 平

砂浜にある河口を安定させるための導流堤の河口安定の効果を明かにする

ことを目的として， これまでに実際に行われてきた例によつて研究する．ぁ

わせて，特殊な例についての模型による研究を行う． （科学研究費，部外受

託費）
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5.5 河川の形態の緩慢な変化に関する研究

助教授 井口昌平

河床または河岸が移動し得る物で構成されている場合に，河川に工事が行

われ，または流域の水や土地の利用状態が変ると，それにつれて河川の形態

が緩慢に変化することが多い．その変化はさらに河川の流れの regimeを変

化させることにもなり，さらに再び形態に影曹をおよぼすとも考えられる．

この研究はそのような現象を個々の河川について求め，またそれについての

一般的な知識を求めることをめざしている．（科学研究費）

5・6 土中間隙圧測定装閥の試作

教授星墜 和

助手板本歳勝

電気接点方式の間隙圧計を試作し，その性能について研究した．

5.7 特殊圧密試験機の試作

教授 星 整 和

助手榎本歳勝

土の圧密に際して側圧の測定が可能な型式の特殊圧密試験桟を試作した

が，その性能についてはまだ試験が終つていない．

5・8 コンクリートの品質管理に関する研究

教授

助手

丸安隆和

水野俊一

所望の品質のコンク））ートを製造するために必要な諸種の間題を研究して

いくのが目的であつて，すでに実際の現場における試験，品質管理に必要な

試験方法，配合設計を行うための平均強度の取り方，などについて研究し，

その成果を発裁し，各稲の示方書にも取入れられている．

5・9 薬液注入による淵水防止のエ法に関する研究

教 授丸安隆和

新しい薬液注入による漏水防止のエ法は， すでに各所に利用されている

が，現在では，その使用範囲は柩めて広くなり，グム， トンネルばかりでな

＜，建築物，鉱山の各種の地盤固結に利用されるようになってきた．
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5・10 写直測拡の応用に関する研究

教授丸安隆和

助手大島太市

池上写真測証の応用として，掘削岩疵の測定を行うため，東電須田見ダム

石採場で，その精度の検討を行った．また，航空写真による大縮尺図をつく

る研究のため，奈良市旧平城宮趾の測批を行つた，これはまた航空写真測祉

の考古学への新しい試みでもある．

5・11 建築の発逹の技術史的研究

教授関野 克

助 手 村松貞次郎

建築も一般披術と同様に原始手工業の段階から現代の機械生産の段階への

発展をたどつてきた． この過程を技術史的に分析し建築技術の本質と発逹の

法則を明かにすることは，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を全

休的に把握するためには不可欠のものである．従来の建築史は例外なく芸術

史であつて，現代の建築技術者の要求に殆んど無力であつた．本研究は建築

技術者に対して有用かつ粗極的な示唆を与えるような建築史の体系を新しく

作りあげることを目的としているものである．

5・12 建築の発逹の技術史的研究

助教授 浜口隆一

助手 村松貞次郎

建築技術者に対して有用な示唆を与えるような新しい建築史を休系づける

ことが本研究の目的である． この研究は関野克教授と共同して行われている事

浜口はそのうち建築のデザインが最も大きな転換をとげた近代を対象として

これを産業革命一般と建築生産技術の発逹との関連において検討する．そし

て現代を含めて近代建築のデザインを技術史的に分析し，建築技術者に有効

な指針を与えようとするものである．

5・13 日本近代建築史の研究

助手 村松貞次郎

明治時代に西欧から移植成立したわが国の近代建築について，その尊入の

経過を考察し，新しい技術の発生とその展開についての歴史的法則を明かに

して，今後の建築技術発展の指針としようとするものである．（科学研究助成
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金）

5・14 日本工学史の研究

助手 村松貞次郎

日本の工学について，明治時代におけるその発生期・成立期および以後の

発展期を歴史的に考察して，その特質や，わが国の一般科学・社会経済の発

展の特性に規制された個有の性格を明らかにし，今後の日本の工学のあり方

についての参考資料をまとめようとするものである．（科学研究助成金）

5・15 殻構造に関する理論および実験的研究

教授坪井善勝

殻構浩主として偏平複曲面，たとえば球殻・円錐殻• 二次曲面等の性状を

理論的および実験的に究明した．過去の理論式を益々充実せしめ，たとえば

踪殻が変断面になつた場合の影暢を調べると共に，実験室における模型およ

び現場の実物実験 (Saw-ToothShell Roof および切断球殻）により理論式

の検討を行う飾，殻構造設計に指針を与えた．（一部科研費）

5・16 鉄筋コンクリート壁の剪断抵抗について

教授坪井善勝

研究員 富井政英

いままでに実験的研究を進めてきた菊肉円店（壁のモデル）の捩り試験（壁

の純粋および加圧剪断試験）結果を整理し，亀裂発生後の剪断抵抗機構を直

交異方性版理論の圧力場によつて解析を加えるとともに，短期荷重時の架構．

の剪断抵抗に関しても実験的研究を加え，壁との共同剪断抵抗作用に対する

考察を進めた．（一部科研費）

5・17 建築物の熱的性質に関する研究

教授渡辺 要

稲々の形をした多層壁の温度分布の理論解や熱的定常及び不定常状態にお

ける熱伝常の実用解とその比較などの研究を行い，建築設計の実際に便利に

応用し得る結果を求める．なお sun-control, cooling degree daysについて

考究を進めている．
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5・18 建築音縛に関する研究

教授渡辺 要

助手石井聖光

各種オーデイトリアムの残響時間，反懇，音場分布，遮音度婚につき生研

式プラウン管直視型残聾計， HighSpeed Level Recorder, 生研式騒斉計な

どにより調査研究し，更に実験室において孔アキベ＝ャ，孔アキテックス，

コペンハーゲンリプその他の材料および設備（例：椅子，人間など）の吸音率，

吸音力の測定， グラス窓，幣御の遮音率等を測定し，かつこれらを珂論的に

解明することに努め，建築音曹設計上の指針と資料を得んとするものである．

5・19 室内気流に関する研究

助教授 勝田高司

換気あるいは空気調整を行うとき，室内に生ずる気流および温度を，その

室あるいは建物の用途に適し，かつ衛生，作業能率の点で適当であるように

するため，必要な計画規準資料を実験的に求めようとするものである．

（科研費）

5・20 局所排気に関ナる研究

助教授 勝田高司

工場内のガス，塵埃および熱等を除去するための排気フッ l汀こつき，実験

的検討を行い，それらの性能向上と共に設計上の資料を求めようとナるもの

である．（一部科試験費）

5・21 軽金属およびプラスチック材の建築への応用

教授星野昌一

軽合金およびプラスチック材の建築への応用は，ょうやく軌道［このつてき

たが，まだ適切な工法が採られていない場合が多く，各種材質，用途に応じ

た椋準仕様の研究を行い，これら新材料の進むべき途を指導している．

5・22 軽証不燃構造の実用化試作

教授星野昌一

鉄板折曲材を枠とするパネル構造により住宅，事務所，車庫，アパート

を試作し，その居住性，温湿度，耐候性，経済性などに研究を重ねてきたが，

公営住宅，公庫住宅等の不燃化の線に沿い，経済的に実用化する設計を進め，
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試作をつづけている．（一部委託研究）

5・23 建築配色甚準の作製

教授星野昌

色彩調節り）理愉をさらに一歩進めて色彩調和の通則を求める研究を行い，

各種用途の建第の内外の配色の基準をつくり，実際の建物に適用してその効

果を検討している．（試験研究）

5・24 建築構造物のリミットデザインに関する研究

教授小野 窯

終島強度を対象とした構造設計法に関する研究の一部として，鉄筋コンク

リート壁体のリミットデザインおよび，軸方向力を考虎したラーメンのリミ

ットデザインを研究した・

5・25 既存コンクリートの強度推定法について

教授小野

Baumann試験設 E.0. Schmidt試験様を用いて既存コンクリートの5鉗度

推定の方法を実験的に求め，材令の短いコンクリートの推定法として重鐙落

下法を行い，この方法の一応の完成をみた．

5・26 大都市における空閑地について

教 授 邸 山 英

東京区部：こついて，航空写真等の資料によつて，空閑地の分布，規模，形

態，利用状況などを算定し，今後の都市発展傾向，緑地確保の必要性，住宅

建設用綿の取得などに関する基礎的資料を求めた．

5・27 立休区画整理に関する研究

教 授靡山茨華

立体区画理整の立体化に伴い，その実施のため，棚準的循区，具体的指区

について，各種の計画例を作成し，立体区画整理｝こ伴う建物設計上の問題点

を明かにし，その解決策について検討した．

5-28 住居設計基礎理論

助教授池辺 陽
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従来の日本の住居は生活様式，生産方法との他の面に欠陥があり，その解

決は重要な課題である．この研究はその一部として，住居デザインの理論化

を目糠として進められているものである．方法として資料分析，実験，実験

住宅の設計実施等を併用し，現在までに組織理論をほぼ終了し，現在動的組→

織，定批分析を主として行っている． これによつて住居の優良度の測定が可

有倍となると息う．

5・29 建築椋準化の研究

助教授池辺 陽

建築の工業生産化にともない，各部の椀準化は必須である．椀準化は生産

面だけからでなく，使用面からも構築体の使用自由度を増加するためiこ必要

とされている．本研究はこの立場から実験試作によつて 3.75cmを基準単位

とする二系列の尺度の組合せを作製し，現在更にこれを実施面，理論面から

検討中である．

D. 受託研究

当所の受託研究は，

数字を示している．

受理件数

金 額 3,320 (単位千国）

委託者は主として工業生産に関係ある諸会社と，官公庁である. 29年度中

に受理した分につき，題目簿を挙げれば次の通りである．

昭和24年度から開始し， 29年度においては次のような

39 

受 託 題 目 担 当 者

ー アナログ式電子計算機の試作に関する研究

2

3

4

5

 

ポリエステル・レジン校層板による疲労破壊試験

鉄筋コンクリート殻構造に関する実験

金属電解製錬用特殊電柩の研究

FF性能向上に関する研究

星

野

大

坪

江

池

平

大

且

石

合

村

井

井

上

田

尾

井

理

原

正 治

民也

光四郎

善勝

郎

健

収

光四郎

厚

男智

.66 



6

7

8

9

0

1

 

e

1

1

 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

.27 

.28 

放射能を持つ水銀柱を利用した暗室寒暖計の試作

差動ピラ＝型リークデテクタの試作

半透明鏡の研究

日食観測用干渉フィルターの研究ならびに試作

接触変流様の詞速服影試験

海水放射検知試験

谷

富永

久保田

久保田

植村

谷

加

コンクリート・ブロック製作の合理化に関する研究丸

金属不燃構造の実用化試作研究 星

庫庸流圧縮機用塊列の高速における性能の研究 玉

地上写真測他による原石山堀削岩石祉の罪定への

応用に関する研究

積算電力計摩擦回転力の測定

超小型トルク・コンバータ

顔料用アルミニウム箔粉およびS.A.P.用アルミ＝

ウム粉の製造法に関する研究

写真乳剤に関する研究

干渉フィルタの研究

ガソリン槻関の性能解析

X線管の瞬間許容負荷に関する理論的計罪

自動車用流体変速機

ピアノ線の機械的性質に関する研究

自動電圧調整装置の解析

塵介利用に関する基礎的研究

バナジウム迅速現像の研究

鋼橋部材の切換に関する研究

藤

安

野

木

田

尾

中

辺

尾

原

木

合

村

田

村

辺

池

本

保

保

丸

兼

江

平

石

加

原

谷

久

平

竹

渡

平

石

鈴

星

野

友

中

渡

菊

岡

久

安

重

理

尾

原

藤

安

五

恒

安

正

隆

昌

章

規

智

正

郎

広

広

義

正

夫

和

夫

隆和

寛九郎

厚

収

智男

正夫

善四郎

安正

広

収

雄

勝

収

男

弘

正治

民也

宜孝

亦夫

鋼市郎

真

舜三

慶三郎
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29 

30 

31 

トルクコンバータを利用する定張力帯鋼冷間圧延

作業の研究

圧力平衡型低圧指圧計：こよるディーゼル様関の吸

排気管内圧力測定

ガスタービンの研究

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

水晶遅延回路の研究

三色分解干渉フィルタの研究

金属製呪法瓶の排気工程の研究指埒

鉄鉱石の退元に関ナる研究

ガス爆発ピカ澗定法に関する研究

繊維槻械の高速度写真販影および気流測定

流体変速機

垂直撮影装置の製作

鈴

石

-~f• 
?!it 

水

木

原

尾
智

重

町

尾

原

木

田

永

森

椋

下

谷

井

田

木

村

津

原

池

木

保

石

高

久

富

金

加

松

武

大

山

玉

植

宮

石

菊

鈴

寛九郎

長生

収

男

昇

広

郎

郎

夫

雄

消昭

光1三郎

昭

夫

義

純

男

智

丘

九

正

二"'iヨー.-

智

真

正

弘

男

収

百

3 ． 主要な研究施設

A. 特殊研究設備

1微 分 解 析 機

この機械は常徴分方程式を機械的，自動的に短時間で解く大型の計算巖械

であり，わが国では試作 2号様であるが，その規模は一番大きく， MIT,

GE締の徴分解析機と同程度の容祉を目ざしている純機械的方法による叶算

機で，その特長として信頼度や糖度が高く，また解答の有様が目に見えるな

どの点がすぐれている．

現在まで完成した部分は，秘分槻 4, 入力卓3, 出力卓 1' 加罫慢 5, 辿
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結装置配電盤等で，これらだけでまとまつた計罪様として働き，また将来

拡張の場合の核になる．

現在，任意函数 1をふくむ 2階程炭の微分方程式が解けるが，本年度に利t

分様 2台が増設され，引統き籾分機その他の増設により，高階または述立の

徴分方租が扱えるようになる．その他定籾分の計算などにも用いられ，偏彿t
分方粗式や微分演冥への応mの可能性iこついても研究が行われている．

2 電子顕微鏡室

当研究所には下記の 3台の雷子顕微鐙が設閥されており，その主要な目は

下表の通りである．

L 日立製作所製 HU4型

2. 日本霞子光学研究所製 JEMl型

゜3. 表面放出型高温金柏電子顕徴鏡（分解能 1500A)

H U 4 郡 J E M 1 郡, _______ _ 
：直接倍率 I 3, 000-15, ooo倍 I 2, 500-5, ooo倍

！写真引但I : 
I 150 000 {°"° ロ 50,000 f音

0 0 

i分解 能 ¥ 30A 30A 

I終像り大ぎ zsI 直径 60mm  I 直條 45mm  

この内 JEMl型は電子顕徴鏡としてのみでなく，高分解能電子廻折装罰と

しても使mできる．

その他；こ附属器具として直空蒸沼装罰• 試料分解装閥・電隣真空叶• 位相

差顕微鏡僻も完備しており，広く所内外の需要に応じて，微粉体の形態・金：

属組織・固休の変形槻梢等の撮影を行っている．なおこの電子顕微鏡室は所

内の研究員の一部よりなる委員会によつて連営されている．

5 放射性同位元素実験室

実験室は控室• 更衣室・シャワールーム・測定室・陪室および化学操作室

から成り，七ミ・ホットの実験室が可能なようこ近られてある．設伽として

は化学操作用ドラフトチェンバー 2台・換気ファン・貯蔵庫・遠隔操作用斗寺

・カウンター用定電圧装四などであるか，濶定諾としては G.M.JJウ

ンクー 3台，サーベーメーター 1台，ローリッツェン検電器 1台， レントゲ

ンメーター 2台，ポケットチェンバー 10本，その他各種の R.I.実験用器具翡l

が1月iえてある．強い T 線によるラジオグラフィーの研究用分室もある．

4 材料実験室

材栢実験齊こは各種容批のアムスラー型万能試験槻の外；こ，捩り，衝掌，
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硬さ試験機が設置され，試験機検定器および仲び計などの機器は常に良好な

状態に整備されている． また別に疲労試験室，振動実験室がある． これらの

諸施設は各穂の研究に活澄に利用されているが，設備の充実と維持にはたえ

ず努力がはらわれ，本年磨においては万能試験機外5台の試験機の補修が実

施された．抵抗線型歪計簿の電気的歪計に関する諸研究，油圧玉ンプと振動

台あるいは薄板試験槻などの整備充実によつて，あらゆる試験に最新の技術

をもつて応ずる準備が整つてきている．

5 強力超音波発生装置

島津製作所製超音波発生装謹S-200型が設備されている． この装置は圧電

型振動子によつて油隣中に超音波を発生するもので，最大出力： 200W, 周

波数： 0. 45~1Mc である．附属の圧電型振動子としては 45¢X-cut 水晶振動

子，厚さ： 3, 4, 5, 6, 7mm のものと， 40¢ チタン酸バリウム振動子，厚

さ:3,5mmのものが用意されている．更に近い中に凹而振勁子を用いて収敏

超音波を発生できるようにする予定である．この装置により超音波の懸濁，

乳化，洗i條，凝槃その他の諸作用を利用して，実験室で行う租度の試料の処

狸が行える． （管理よおび運営は第 1部鳥飼研究室で行つている．）

6高速度写莫撮影装置

主要な装贋としてぱ 16mmFastax高速度カメラ（米国 WollensakOpti-

,cal Co. 製，回転プリズム式，最高撮彩速度毎秒7,000駒，附属レンズ 7種），

生研製超高速度カメラ (16mmフイルム使用，最高撮影速度毎秒7万駒），格

子式超高速度写真撮影装闘（毎秒数10万-1億駒の撮影可能，爆発現象，衝

撃破壊現象等の研究こ使用），各種閃光放這管式瞬間写真撮影装置（閃光継続

時間 1, 10, 100, 200, 1000マイクロ秒の数種類）がある． またこれらの装

置用各種照明設備，解析用装閤等完備し，普通程度の高速度現象から超高速

度の現象に至るまで撮影解折が可能である．これらの装置は当研究所高速度

写真委員会［こより管理運営されており，所外よりの委託研究にも応ぜられる

ようになつている．

7 逆張力伸線機

逆張力伸線加工法は理倫的研究の段階は一応終り実際の生産工程へ採り入

れる際の作業方式の確立が刻下の急務になつている．鈴木研究室には太線用

および中細線用の2機の逆張力仲線試験機を設けて，実際の生産工程と御しい

条件で伸線しながら，逆張力を種々に変化して，伸線時の力学的諸問題や，

引抜いた線の性質を検討することができるようになつている．
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8 暖房用放熱器試験室

暖房用放熱器の性能試験は規定により外室の内部に二重に設けた試験室内

で行わねばならず，試験室の各部の寸法等も 10;;(,の許容伽差の範囲内で規

定された寸法を有するものでなければならない． しかも鋳鉄および鋼板放熱

器と対流放熱器とでは規格が異るが，本試験室はそのいずれにも適合し，か

つ測定を正確容易にするように設計されている．

9 自動車試験台

自動車試験台は自動車の走行抵抗，振動および乗心地などの研究に用いる．

その主要部は直径約 1,400mmの回転ドラムと 200圧の電気勁力計とからな

る．電気動力計はドラムを駆動するか，逆に自動車がドラムを駆動するとき

の出力を吸収する． この試験台によつて振動試験を行うときは， ドラムの円

周上に正弦波状のカムを取りつけて駆動し， ドラム上の車に正弦状の強制変

位を与える．走行抵抗などの測定にはカムを除いて車の推力などを測定する．

10 軸流水車性能試験装置

外径 150mmの各種軸流水車模型羽根車の性能試験をする装闘である．全

迎転範囲で安定な実験を可能にする特殊電気式動力吸収装置を備え，また水

車庫庸の軸受抵抗が測定トルクの中に含まれるようになつており，ストロボで

柿正された充放霞式回転計，捩り棒使用の光学的 l、ルク測定装置縮と共に高

梢度の実験を可能にする．現在これを用いて高速高性能羽恨車の性能を研究

中である．

11 模型送電線

送電線上を搬送通信波および衝撃波が如何にして伝播するかという問題は

最近電力線搬送，故障点指示装置の実用化と共に電力界の大きな課題となつ

ている．当所ではこの線にそつて酉東京幹線の 1/10スケールの模型送電線

を長さ 2.1kmに立り施設し，基礎的研究，実用的研究を行っている．更に送

電線のコロナ放電より生ずる障害電波が放送聴取に妨害を与える問題が注目

されているが，この点に関しても本模型送電線が活用され，種々の基礎的研

究が行われている．

12 電子管式アナログ・コンピュータ

電子管回路の組合せによつて，徴分方程式の解を，簡易，迅速，かつ自勁

的にブラウン管上に描出する装置である．現有の装讃は，籾分回路および定係

数回路各8, 加算回路 (4入力） 4, 符号変換回路8'非直線性尊入要素 2,

指示回路1' それと電源などの附属部分からできている． これで 8階までの

任意の常徴分方程式の解を求めることができ，現在，自動制御装置の解析や
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合成の研究に主として使用されている．緒度は定係数常微分方程式の場合1

記非線型の場合で 3;;冴程度となっている．

13 マイクロ波の施設

数年前よりマイクロ波，主として 4,OOOMc帯の測定装闘の研究を行って

きたが，特に誘電休特性測定装置に関しては， 4, OOOMc瞥のものの実用化

研究を完成した．本装骰は固体絶緑物の誘電特性のみならず高周波ケープル，

尊波管の減衰定数の測定に利用されている．更に 10,000Mc帯， 24,000Mc

帯の装四に関する研究応ほぼ完成の域にあり，現在 10,OOOMc帯の装四を用

い乾繰空気の誘電率変化より乾燥度の測定を行っている．その他， 4,000Mc

幣の定在波測定器の椀準化に関する研究も読行中である．

14 電気計測器の試作並びに較正設備

所内における一般の電気的測定器類の試験，検定から修理をはじめ，将来

は各種霞子装罰の設計試作簿の仕事を行う目的で，計器絞正室が整仙されつ

つある．現在，直流椀準電圧計および電流計，交流加準電圧JI・-万能プリッ

ジCR発振器， Qメータなどが置かれて，指示壮器の較正，修理，霞気回路

部品の試験，検定などの需めに応じている．また，各種測定器の修理や雷気

応用測定器の開発なども，すでに十数件の依頼：こ応じて解決している．

15 コンシューマプル・アルゴンアーク熔接機

本装四はアルミ＝ウム，チタニウム，ステンレス，軟鋼廓各種金属の熔接

が可能で，アルゴン踪囲気中で熔加心綜自身からアークを発生して，熔接を

行う．熔接榎の電源特性は従来普通に使用されてさた乖下特性のほかに，定

霞圧特性を有していて，自動制御特性が良い．熔接頭は厚板用のエヤコマチ

ック型と薄板用のフィラーアーク型の両者が附属して捻り．広範囲の板厚に

対して半自動および自勁熔接が可能である．主なII付属焚四としては熔接心線

送給装四，電子管制御装置，ガス制御装置熔接頭支椅装置， トラベラー

がある．

16 ペン記録式自記ポーラログラフ

本装置は， (a)菊池研究室：こあるものと， (b) 岡・仁木研究室にあるもの

との 2種がある．

(a) ポーラログラフの電流は通常 ,11Aの程度で， これを反照検流計にて回

転するプロマイド紙に描かせるのを普通とするが，本法はこの徴少電流を直

流増rl1して 2mA記録電流記こペン記録迂しらうるもので，明所にて直接観測

することができる．（菊池研究室）
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(b)電子管式自勁平衡記録計を用いたペン記録式ポーラログラフは，わが

国で最初の試作品である．特殊なプリッジ回路を用し、ているので，補正項な

く正しい加電圧が記録紙と同期して直ぢこ得られるのが特徴でおる．電流感

度は 100-5,uA/180mmの間可変である． （岡・仁木研究室）

17 150kW高周波誘導電気炉

熔鉱炉湯溜における特殊吹精法：こよる脱クロームの研究ぱ，本来熔鉱炉こ

おいて行うべきであるが，試験熔鉱炉は最小の規模のものでも巨額の建設費

を要するため，その基礎研究として特こ温度並び；こ鉱滓の影需を研究するた

めに，新たに 150kWの高問波誘尊電気炉を設骰した．

この炉は 150kgの鋼を 35分で熔解することができるのみでなく，出力

を自由に加減し得るので温三淑）調節も自由である．なお本装罰ま生研内の他

の各部の研究にも活用し得るように，蜆在一甚の炉体の他に，もう一甚を並

列に設備するよう考慮してある．

18 1t試験高炉および附帯設備

この熔鉱炉は金森研究室が多年取組んできた「熔鉱炉湯溜；こおける特殊吹

鞘法」の完成のためつくられたもので，この目的のために湯溜部を許通り）小

型炉では掠業できないくらい深くしてある．この結果湯溜から

しく大きくなるが，これを炉底炭素プロックの高周波加熱によつて郁うよう

にしている．また湯溜吹精を行うために 60°の傾斜をもつ吹粕羽口 1本をと

りつけるとともに，湯溜部の温度を外から測定するために炭素管を抑入して

ある．）

原料処理系統としては処理袖の原料置場約 150坪，扮砕飾分設備，飾分後

の原料四場約 150坪と連搬車から成る．

19 土の三軸圧縮試験機

橋梁や建築物の基礎地盤の耐力とか土グムや法面の安定などを調査し，合

理的な設計計算を行うに当つて，基本となる土の強さや変形を測定するため

三軸試験が用いられる．三軸試験槻は土の円柱状供試体の間辺に液圧を加え，

かつ庫軋方向の圧力を加えて変形破壊の経過を測定するもので，これか

カ摩擦角のより正しい値を求め，容籾変化，間隙圧の影籾を調べることがで

きるので最も優れた土の隙度試験法とされ，土の破壊直tl諭を立てるため此要

なデータを得るのにも役立つ．

本所備付の桟械は

(1) 1共試体の径 7cm, 高さ 20cm

(2J 供試休の径 3.5cm, 高さ 8cm

73 



の 2種で，後者は総重祉約 60kg, 小型可搬式で現場測定に使である．

20 地上写真測量用機械

グム地点，波の状態などの普通の方法では測拡．測定が因難なものに実体写

真を利用することが非常に使利であることはすでに認められている． しかし

実休写真を使つで測定する場合，高い精度を必要とする場合には写真機，撮

影の諸元，写真測定機械の精度などが重要な問題となる．従つて，写真槻，

写真測定機械は十分精密なものでなければならない．

当研究所は，地上写真測菌用写真機として Zeiss製の CJ[Bを備え，これ

によつて得られた写真を， Autocartgraphによつて測定している. Auto 

cart graph は本来は航空写真測祉用のものであるが，これを地上写真測拡用

に改造し，わが国では柩めて数少い貴重な装闘である．

21 模型試験用度動台

振動デープルは 1.50 X 1. 30m2の鋼製で，テープルの下部に一対のエクセ

ントリックマスの回転装置が取付けられている．自由振動を起す場合にはバ

ネ鋼板0対単性による．振動性能振幅は 10cmまで，振動周期は 0.01秒から

10. 3秒程度までである．

B. 試作工場

各研究部の注文）こ応じて，金工，鍛工，木工，ガラス工等：こ関し，試作，

改造，修理等の各種工作を行う．

試作工場には工場長を懺く外，各部から選出した委員によつて組織するエ

作委員会があつて，その連営に関与する仕組になつている．

a. 面 籾

機械工場

木工場

ガラス工作室（分室）

168坪

50 " 

他に木工場二階(50坪）を第 2部より借用し，木材置場および設計室に使用

している．

b. 設備
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旋盤 11台

フライス盤6台

平削盤1台

竪削盤 1台

形削盤 2台

（池貝 8尺，大隈 8尺，島本 8尺他）

（日立横型 2番他）

（北上2m)

（福井 12")

（大隈 18", 土屋 18'')



研磨盤 5台

ボール盤 3台

空気槌 1台

歯切盤 3台

他に小機械類

C. 図書 室

（大隈GHU型，ノルトンエ具研磨盤他）

（大日本工機lmラジアル他）

(1/lOt) 

（東京槻械フェロー型）

（木工機械を含む）14台

研究所開設以後，毎年相当予算を計上して充実を図つている．その配置は

中央本館内に，中央図書室を設け，各研究部の利用を図る外， 5研究部に 8

分室をおいて，それぞれの部の利用を便ならしめるようにしている． この配

置は，当所の研究分野が工学のきわめて広い範囲にわたつていること，構内

が広いため距離的条件御を考慮したこと，研究所の建物がすべて木造建築で

あるため火災節の場合を考應したことなどによるものである．

図書室の迎営は，各研究部から選出された委員によつて組織する図書委員

会の指尊・監督の下に行われている．

図書の分類は，当研究所独自の方法によつている．

1) 建物廷坪数（中央図書室および分室 8室合計）（昭和30年3月31日現在）

書庫 251 坪

不燃書庫 33.275坪

閲覧室 113.5 坪

事務室 46. 75坪

計 444.525坪

2) 蔵書数

洋 害 31,837冊

和 卦ロ,.・ 34,461冊J-

計 66,298冊

3) 外国学術雑誌

バックナンバーおよび現在予約購読中のものは下記のとおりである．
（ハイフンは記戟年から覗在まで連続のも 0)),

Acoustica 1953-

Advances in Physics 1952-

Aero Digest 

Allgem. Vermess.-Nachr. 

Allgem. Warmetechnik 

Amer. J. Physics 

Amer. Dystuff Reporter 

1955 

1950-

1953-

1954. 

1954-
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Amer. machinist 

Analyst 

Anal. Chem. 

Angew. Chem. 

Annale de Physique 

Applic. and Industr. 

Applied Mechanics Review 

Appl. Sci. Res. 

A. E. G. Mitt. 

L'Architecture d'aujour d'hui 

Architectural forum 

Architectural record 

Architectural review 

Arch. d. Eisenhlittenw. 

Arch. Elekt. Uehertragung. 

A. T. M. 

Art and Architecture 

Atomics. 

A. T. Z. 

Audio Engng. 

Automobile engineer 

Aviation age 

Aviation week 

Bauingenieur 

Bauteclmik 

Bell. Lab. Record. 

Bell. Syst. Tech. J. 

Beton u. Stahlbetonbau 

Blast furnace & steel plant 

B. W. K. 

Brown Boveri Rev. 

Brit. J. Appl. Phys. 

Bul!etin A. S. T. M. 

Bull. Assoc. Suisse Elekt. 

Bull. Atomic Scientist. 

Bus Transportation 
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1915-19-19, 19 53-

195-1-

1950-

1950-

1954-

1953-

1952-

1954-

1951-

1951-

1942, 1944-1948, 1955 

1951. 

1953-

1950-

1947-1948, 1950-

1952-

1955 

1955 

1955 

1951-

1952-

1955 

1955 

1949, 1951-

1951-

1951-

1941, 1943-1948, 1950-

1951-

1950-

1952-

1952-

1950ー

1952-

1954-

1954-

1951. 



Cereal chem. 

Chem. Eng. 

Chem. & Engg. news 

Chem. engg. Progress 

Chem. and Ind. 

Chem. Rev. 

Chem. Ber. 

Chem. Abstr. 

Chem. & Proc. Engg. 

Chemie-Ing.-Techn. 

Chem. Zentr. 

C. I. B. Bulletin 

Civil Engineering 

Civil Engg. & Public Works Rev. 

Corn pt. Rend ...... . 

Commun. and Electronics 

Commun. News. 

Computers & Automation 

Control Engineering 

Corrosion 

Direct Current 

Dock & Harbour Authority 

Elect. Commun. 

Elect. Engg. 

Elect. World. 

Electronics 

Electronic Engg. 

Engineer 

Engineering 

Engg. News Record. 

E.T. Z. 

Fette u. Seifもn

Flight 

Fonderie 

Foundry 

Foundry Trade J. 

1952-

1951-

1950-

1941-1948, 1950-

1950-

1941-

1950-

1942--1947, 1949-1950,1952-

1955 

1941-1942, 1947-

1952-

1955 

1941-1949, 1951-

1952-

1952-

1953-

1953-

1954-

1954-

1955 

1953-

1950-

1941-

1941-1943,1945-

1951-

1941-

1952-

1953-

1951-

1941, 1943, 1945-1949, 1952, 195°1-

1948,1951-

1953-

1954 

1954— 
1951-

1952-
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Forsch. Ing.-Wes. 

Frequenz 

F. T. Z. 

Le Genie Civil 

Gen. Elect.Rev. 

Giesserei 

Gesundheits Ingenieur 

Heating & Ventilating 

Heat. Pip. & Air Condi. 

Helv. Chim. Acta 

Heizg. Li.iftg.-Haustechn. 

Horological J. 

Houille Blanche 

Industrial Laboratories 

I.E. C. 

Illum. Engg. 

Ingenieur Archiv. 

Instrument practice 

Interavia 

Instruments 

Iron age 

Iron & Steel 

Jahrbuch S. T. G. 

J. Acoust. Soc. Amer. 

J. Aeronau. Sciences. 

J. Amer. Ceram. Soc. 

J. Amer. Chem. Soc. 

J. Amer. Concrete Ins ti. 

J. Amer. Soc. Naval Engr. 

J. Amer. Water Works Asso. 

J. Appl. Chem. 

J. Applied Mechanics. 

J. Applied Phys. 

J. Brit. I. R. E. 

J. Chem. Phys. 

J. Che. Soc. 

78 

1940-1943,1949-

1948-1949, 1951-

1951-

1952-

1951-1952. 

1950,1952-

1952-

1951-

1936-1940,1945-1950, 1952— 
1942-

1950-

1953-

1952-

1955-

1942-

1950— 
1941-1944,1947-

1953-

1952-

1942-1949,1954-

1950, 1952-

1952-

1952-

1940-

1951-

1954-

1941-

1950, 1952-

1950,1952-

1954-

1951-

1933-1947, 1950,1952-

1942-

1942-

1950-

1950-



J. Electrochem. Soc. 

J. Franklin Inst. 

J. Instn. Elect. Engrs. & Proc. 

J. Inst. Metals 

J. Inst. Heat. & Venti. Engr. 

J. Iron Steel Inst. 

J. Inst. Petroleum. 

J. Metals 

J. Nuclear Energy 

J. Opt. Soc. Ame. 

J. Org. Chem. 

J. Phys. Chem. 

J. Polymer S. 

J. Phys. Mech. Solics. 

J. Physique et Radium 

J. Res. Nat. Bur. Stand. 

J. Royal Aeronau. Soc. 

J. Royal Jnst. Brit. Architects 

J. Sci. Instruments 

J. Soc. Dyers Colourists 

J. Soc. Glass Technol. 

J. S. M. P. & T. E. 

Light metals 

Light and Power 

Machinery 

Magazine of Building 

Magazine concrete res. 

Marconi Review 

Marine Engg. Shipping Rev. 

Math. Tables Aids Comput. 

McGraw-Hill Digest 

Measures & Controle Indust. 

Mechanical Engg. 

Metal Finishing 

Metal Industry 

Metal Progress 

1950,1952-

1950-

1941-

1940—1949,1952-

1954-

1952-

1955 

1952-

1955 

1941-

1950-

1950-

1953-

1953,1955-

1954-

1941-1948, 1950-

1941-1950,1954-

1951— 

1941-1949, 1951-

1954-

1454— 

1942,1944, 1947-1949,1952— 
19ャ9,1952

1955 

1953-

1953— 

1954-

1949-

1950-1952. 

1951-

1953-1954. 

1952-

1951,1953— 
1952-

1950-

1950-
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Metalloberfl註che

Meta!lurgia 

Modern Plastics 

Motor ship 

M. T. Z. 

NACA Annual Reports 

Nature 

Naturwissenschaften 

Nucleonics 

Oil Engine Gas Turbine 

Onde Elect. 

Philips Res. Rep. 

Philips Tech. Rev. 

Philosoph. Mag. 

Photogrammetric Engg. 

Photo. J. 

Phototechn. u. Wirtschaft 

Phys. Rev. 

Post. Off. Elect. Engr's J. 

Pwr. Apparatus Syst. 

Prikladnaja Matematika i Mechanika 

Proc. A. C. I. 

Proc. A. S. C. E. 

Proc. A. S. T. M. 

Proc. Cambridge Philosoph. Soc. 

Proc. I. C. E. 

Proc. I. M. E. 

Proc. I. R. E. 

Proc. Phys. Soc .. sect. A 

sect, A&B 

Proc. Royal Soc. London. sereis A 

Proc. Soc. Experimental Stress Analy 

Product Engg. 

Izvestija Akademii nauk S. S. S. R. 

(serija fizicheskaja) 

Prof. Audio Engg. 

so 

1952-

1952-

1954-

1951-

1953-

1941-1943, 1945-1951 

1941-1942, 1945-1948, 1950--

1952-

1952-

1955 

1954-

1948-1950, 1952-

1952-

1941-1950,1952-

1954— 
1954-

1954-

1941-1950, 1952-

1952-

1954-

1954-

1940-1949 

1942-1948, 1950-

1940-1949 

1952-

1953-

1941-1943,1945-1948,1950ー

1939-

1937-1949 

1950-

1940-1945, 1947-1948,1952-

1943-1949 

1953-

1954-

1955 



Progr. Architecture 1955 

Public Roads 1953-

Q.Applied Math. 1952-

Q. J. Appl. Math. Mech. 1955 

Radio Telvis. News 1950--1951, 1954-

Radio-Electronic Engg. 1955 

Railway Engg. and Maintenance 1951 

Railway Track & Structures 1954 

R C A Review 1951-

Refrigerating Engg. 1951-

Regelungstechnik 1953-

Doklady Academii nauk S. S. S. R. 1954-

Rev. Modern Phys. 1941-1945, 1947-

Rev. Sci. Instr. 1942-1948, 1950-

Revue de Metallurgie 1952-

Revue Gen. Chemins de fer 1954-

Revue Gもn.Hydlaulique 1955 

Revue Gen. Elect. 1954-

Revue d'Optique 1953-

Roads & Road Constr. 1951-

Roads and Streets 1951-

Rock Products 1952-1954 

S. A. E Journal 1952-

S. A. E. Q. Transactions 1950, 1952-

Schiff u. Hafen 1952-

Schwie. Bauzeitung 1952-

Science 1952-

Science Abstr. series A&B 1941-1949, 

A 1951-

B 1951-1953 

Sheet Metal Industr. 1951, 1953-

Shipbuilder & Marine Engine Engine Builder 1952-

Siemens Zeitschrift 1951-

Soap & Chem. Specialities 1955 

・soil Conservation 1951, 1953-

Soil Science 1950-
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Stahl und Eisen 

Telefunken Ztg. 

Tele-Tech 

Textile research J. 

Tool Egrs. 

Trans. A. G. U. 

Trans. Inst. Welding 

Trans. A. I. E. E. 

Trans. A. S. M. E. 

Trans. A. S. M. 

Trans. Faraday Soc. 

Trans. I. C. E. 

Trans. I. N. A. 

Trans. A. S. C. E. 

Trans. Soc. Instr. Technol. 

Trans. S. N. A. & M. E. 

Vacuum 

VD  I 

VDI-Forschungsheft 

W asserwirtschaft 

Welding Journal 

Werkstattstech. u. Maschinenbau 

Welding Engineer 

Werkstoffe u. Korrosion 

Westinghouse Engr. 

Wire industry 

Wire & wire products 

Wireless Engineer 

Z. Anal. Chem. 

Z. Angew. Math. u. Mech. 

Z. Angew. Physik 

Z. Elektrochemie 

Z. Metallkunde 

Z. Physik. 

Z. Wissl. Photography 
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1941-1944, 1942-1949,1951-

1952-

1943-1951, 1953,1955 

1950-

1941-1942, 1946-1949,1951-

1940-1941, 1944-1950,1952-

1954-

1924-1927, 1941, 1945,1949, 195L 

1940-1947, 1950-

1944-1949 

1951-

1944-1945,1952-

1941-1949, 1954-

1955 

1954-

1941-1949, 1951-

1955 

1941-1944, 1948-

1950-

1952-

1950— 
1954-

1952-

1952-

1950, 1954-

1955 

1945-1951, 1953-

1951-

1952-

1945-

1948-

1952-

1946-1951, 1953-

1950-1951,1953-

1955 



3 機構・職員・予算

1. 機構

A. 機構の概要

生産技術研究所は， 日常の業務遂行の面から，研究部と事務部とに大別さ

れる．

研究部は，運営の便宜上， 5部門に分れ，部毎に互選による 2名の常務委

員がいて，部の日常の事務処理｝こ当る．常務委員の内 1名は，部主任として

部を代表する．常務委員は，常務委員会を組織し，所長の高問賎関として侮

週 1回，会議を開催している．研究部は研究室から成立つており，またその

部の専門を適当に分類した専門分野表は 1ページ「沿革」の項に掲げた通り

である．

中間試験部は，基礎部の基礎研究として完成したもので， これを工業化へ

移すための中間規模の試験研究を行うところで，侮年度，各部から 2名ずつ

選出する委員の組織する特別研究審議委員会で，研究諜題を審議決定し，特

別の予罪をつぎこんで実施している．また受託研究の一部は中間試験研究と

なるものがある．

試作工場をよび図書室は，それぞれ各部から選出する教授・助教授が委員

となつて組織する委員会によつて迎営される．それらの詳細は，前記試作工

場図書室の項を参照されたい．

当研究所の重要事項は敦授総会で議決する．教授総会は教授• 助教授によ

つて組織され毎月 2回定期に開催している．

協力機関には， 1.生産技術研究所協議会， 2.生産披術研究所商議会， 3.叫

工研•生研連絡会議の三つがある. 1は所外（主として産業界）の協力を求

める様関であり， 2, 3は東京大学内における工学部，医学部，農学部，理

工学研究所節の協力を求める桟関である. (2. 1, 「研究計画並び1こ方針」の

項を参照のこと）．

その他に，所員が，それぞれの専門の立場から，事務連営を指導し，助言

する桟関として，各種運営委員会がある．その要旨は，巻末の委員会諸規定

を参照されたい．

大学院

当所で現在教育を受けている旧制大学院学院学生は， 19名であり，また28
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年 4月からは，新制大学院学生の指尊も行つている．当所の関係する大学院

研究科は，数物系研究科中の，土木・建築・機械• 船舶・電気・応用物理の

各コース，及び化学系研究科中の応用化学，冶金の各コースである．

他に会社・官公庁，その他一般からの申出により，一定期間，或事項につ

いて研究を指導する研究生の制度がある．その規定は巻末121ページにある'

B. 機 構 図

ー教授総会

一常任委員会

ー第 1部ー（基

ー研 究

I一部主任ー事務主任ー事務寧

礎）一I―I専門分野（各研究室） 1 

！ー研究室一主任研究員

一節 2 部ー（機械•船舶）ー同上

部―|―第 3部ー（電気・通信）一同上

ー第 4部ー（化学・冶金）一同上

ー第5部ー（土木・建築）一同上

．．．．．．…総合研究班ー主任研究員

ー中間試験部

所長

室
室
室
室

作
作

務
計
工
工
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛

角
各
-3-r3 

1

2

 

事
設
第
第
務
事
生
計
度
納
理
業
業
真
害

―

―

―

―

―

ニ

ー「
i

庶
人
厚
司
用
出
管
第
第
写
図

――――――――――― 

玉

ー

ー

ー

1

場

―

―

―

工

任

任

任

＿

主

主

主

長

会

務

計

務

員

員

庶

会

業

―

―

 

委

委

一

作

作

l

ェ

ェ

長

―

―

務
事

場

一
工

部

作

務

-コ+叶

試

―（常疇懲関
係姿貝会）

―層委 員

ー特別研究審議委員会
一生研報告発行委員会
一生産研究編集委員会
ー図書委員会
ー写真委員会
一抜術管理委員会
ー放射性同位元素委員会
一電子顕微鏡委員会
1一高速度写真委員会
iー厚生委員会
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一生産技術研究所協議会
--(協力機関）—|一生産抜術研究所商議会

ー理工研•生研連絡会議
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A
 

?i 
職

現
員

員 （昭和30年 3月31日現在）

表

a. 職種別職員数

併

教

＊
分

数

員

区

職
巴1助麟 l技
* 8 * 1 , 
34 , 36 I 

I 

官 1助

36 

手 1事務官 I

631 151 
; 

厨
•9J 

刈
[！
a
I
 6

 
5
 

ー

人 1

55 

計

~
 

9

5

 

*
3
9
 

任

b. 諸系統別載員数

I 区分 研究 系統 1 事務系統 l 労務系統

教助 按助！事 創fI 
職種別 教 I計務屈計屈 計

授授官手＂官 人

職員数「は1贔 36 i 63 169 15 64 i 79 92 : ,,I 1, 
I . I 

＊併任

B. 職員名簿 （昭和30年 4月 1日現在）

I卒業学部 1卒業年月日 1 学位取得学
1 学科， 年月日 1位官戟 1 氏 名

第

教 授I谷

池田

岡本

久保田

一色

玉木

併
教 内

田
山

平

ー任
授

東大 1 

安正 1理，物理
大10. 5. 7昭11. 1.10工

健 I東大 I 
工，航空

昭 6. 3. 31 II 18. 6. 15, // 

I 舜三 l~r大土木 II 7. 3. 31 II 23. 2. 191 II 

広 1誓物理 II 9. 3. 31 II 18. 2. 261 II 

糸 川英夫lエ，航空 "10. 3. 31 ,, 24. L ,I ,, 
貞文l工，冶金[11 11. 3. 31[ II 24. 2. 141 II 

I 
草夫l理，物理[11 14. 3. 31[ II 26. 4. 11111 

大15. 3. 31[ II 13. 4. 19珪

I 
昭 3. 3. 31[ II 16. 1. 141 II 

I 

恭彦 111

森三 111 ” 

85 



併
教 畠熊谷
助教授I大井光四郎 111

江ロ

末岡

富永

助教授I島飼

森

”’ 山田

抜 割渡辺

小瀬

教

i 露夫隅物理昭 9. 3. 31, // 14. 7. 3叶理; I 
数学： 11 14. 3. 311 
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物理： 11 15. 10. 311 

I 11 16. 3. 311 // 26.10. 17! 理

i I i l 
1v11. 9.3ol j I 

I 11 18. 9. 25: ¥ I 

大吉郎 Iニエ航機I11 19. 9. 2s: 1 I 
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機械 II20. 9. 25, ¥ 

勝 1理，物理 II16. 12. 25 

即因ニエ造兵 II22. 9. 30 
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高橋

竹中

小川
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雅彦 I"
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五郎 IN

安生 111

嘉昭 IN
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弘 111
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助教"授大島康次郎 工，造兵昭17. 9.25 

植村恒義 ニエII II 19. 9. 25 

II I安藤良夫 ／， 船舶J,,20. 9. 30 

II 1石原智男 " f, 幾械I"21. 9. 30 

II 高 栂幸伯 II 船舶III 21. 9. 30 

贔負千々岩健児I"椴 械I,,19. 9. 25 I 

第 3 部

教菱星合正治Iエ，露悶大11. 3. 3叶昭 6. 8. 4匡

II I籐高周平 111 II I昭 5. 3.3111117.12. 241 I/ 

II I高木昇III II I 11 6. 3, 31111 17• 5. 151 II 

II I森脇義雄 III II I 11 8. 3. 31111 22. 6. 23J // 

II 沢井善三郎 III II I 11 10. 3. 31111 25. 5. 31J II 

併 任後隊以紀 II II II 2, 3. 31 II 9. 4. 51 II 

教 授

助教授斎翡成文 II II II 16. 12. 25 II 26. 8. 201 I/ 

" I安逹芳夫IニエII i 11 19. 9. 25 

" I丹羽登I11 11 I" 19. 9. 25 

I 
" I野村民也改

I 
II I 11 20, 9, 25 

I 

第 4 部

教授！岡宗次郎い，応化1大15. 3. 311昭26.12. 31エ

" I高橋武雄 III II J 11 15. 3. 31! II 16. 3. 241 II 

// I福田義民 111 II I昭 3. 3. 311 11 20. 11. 71 11 

// I永井芳男 III II I 11 5. 3. 31111 20, 11. 71 // 

,, I金森九郎 I" i合金I,,7. 3. 31 
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教授1菊池真ーエ，応化1昭 8,3・年23,6, 31:r'. 

江上一郎 II 冶金I11 10. 3. 31111 24. 2. 141 II 

： 
山本寛“応化I11 13. 3. 311 // 27. 4. 4111 

野崎弘 II II'1  14. 3. 31 

II I山辺武郎 II II I 11 15. 3. 31 

" I加 朦正 夫 II 冶金//15. 3. 31111 27. 7. 71 // 

中村亦夫 II 応化 II 16, 12. 25 

武藤義一" II II 16.12. 25 

今岡 稔” II 11 16. 12. 25 

" I秩下幸雄 II 冶金 //17. 9.25 

II I仁木栄次 ” 応化 II 17. 9, 25 

助教授 久松敬弘 ニエ冶金 II 19, 9, 25 

按官 中村康治 I＇" 
,, 

II 19. 9. 25 

,, 西川精一／／ ” II 19, 9. 25 

原善四郎” II II 19. 9. 25 

響森栄二I"応化 1120. 9. 25 I 

第 5 部

教

" I福田

II I星野昌ー： ;; 

II I坪井善勝,,, " 
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I 
I I 

教授星桃和 1工，土木昭 9. 3.31昭22. 8. 211ェi

i I i I 1 

V I丸安降和 I11 II ; I/ 14. 3. 311 II 26. 11. 26/ I/ i 

i I I 
併 任I
教 授

安芸絞ー：” ”！大15. 3. 31¥,, 18. 7. 291 I/ I 

,, I関野 京II/ 建築1昭 8. 3. 311 I/ 20. 9. 241 // 

I/ I高山英華I,, // I// 9. 3. 3o 
I I 

助教授l浜口 隆一I// I/ I "13. 3. 311 i 

I I 

,, I勝田高司I// // I// 15. 3. 3111/ 27. 1. 251 I/ 

,, I井口 昌平 ¥11 土木I,, 16. 12. 251 

,, I池辺陽I,, 建築¥"17. 9.25: 

I 
,, I三木可三郎 Iニエ土木仔 19. 9. 251 

I/ I久保慶三郎I,, ,, i // 20. 9. 25 

事務部

事務長鈴木胴孝 1東洋商業大11. 3. 31! 

I I 
工場長鈴木正吾工，機城昭14. 3.30 

I I I 

C. I日職 員 （昭和30年 4月 1日現在）

名誉教授

元教授

井口常雄，瀬藤象二

故森田三郎，故茂木武雄，故吉川睛十，菱川万三郎，吉原英夫，松本良一，

釘宮磐，岩崎富久，竹中二郎，消水菊平，浅岡勝彦，石川政吉，山県昌夫，

福田節雄，南波松太郎，故増野実，谷一郎，河村正弥，友田宜孝，沼田政矩，

元助教授

故原正人，吉村疫丸，堀武男，渡辺誌，佐藤正彦，故内田祥文，渡辺正雄，

高木股，沢田正三，高月竜男，豊田利幸，故青木洋，故高尾一郎，田中一彦，

元良誠三，中西邦雄，故桑井源禎，小川岩雄
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3. 決算と予算

A. 昭和 28年度歳出決算

総予算額 173,262,183円 100.00鈴

人件費 105,096,583 60.66 

物件費 68,165,600 39.34 

各研究部研究費 15,236,000 22.35鈴

特別研究 23,806,980 34.93 

設 備 充 実費 4,835,800 7.09 

受 託 研 究費 3,001,000 4.40 

図 購入 2,300,000 3.37 

出 版 費 1,597,277 2.34 

試 作 工 場費 1,550,000 2.28 

職員厚生経 費 259,000 0.38 

各 所 修 繕 1,000,000 1. 47 

高周波電気炉設備費 10,982,000 16.11 

軽批不燃書庫新営費 953,000 1. 40 

その他維持経費 2,644,543 3.88 

B. 昭和 29年度歳出予算

総予算額 188,606,688 100. 00?~ 

人件費 118,125,764 62.63 

物件費 70,480,924 37.37 

各研究部研究費 16,651,537 23.63鈴

特別研究費 13,654,000 19.37 

熔鉱炉設備費 11,035,000 15.66 

受託研究費 3,100,000 4.40 

図 闊ー．入費 2,450,000 3.48 

出 版 費 2,220,000 3.15 

試作工場費 1,638,000 2.32 

職員厚生経費 234,600 0.33 

各 所 修 繕費 2,603,000 3,69 

その他の維持経費 16,894,787 23.97 
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C. 文部省科学研究費関係（昭和29年度）

総額

科学研究費（総合研究• 各個研究）

科学研究費（機関研究）

科学試験研究費

科学研究助成補助金（助成研究）

D. その他の研究費（昭和29年度

委員会及び諸団休婚より

総計 (B+C+D)

19,260,700円

3,756,800 

11,400,000 

3,843,900 

260,000 

2,958,800円

210,826,188円
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4 昭和29年度の研究成果発表の状況

出版物

次の 3種がある．

東京大学生産技術研究所報告（略称 生研報告）

所員のまとまつた研究成果を上しする．不定期発行であるが年間10稲前

後を出している．

生産研究

研究の解説的紹介と速報的紹介とをかね， 月刊で出している．

生研リーフレット

生研の研究成果で，実用化への手引とするため，簡略に写真中心に編集

したものである. 29年度から刊行を始め，初年度は30種を出した．今後

毎年10腫以上刊行する見込である．

以上は，当所の発行にかかわるものであるが，その他に，当所員は，随時

に学会誌，協会誌その他の各誌に発表している．

以上について昭和29年度 (4月-3月）に発表した分を次に列挙する．

A. 東京大学生産技術研究所報告（研究発表誌）

巻号 題 目 著者発行年月

4・1 4サイクルガソリン機関の放熱に関する研究 平尾 収 29. 8 

4・2 全電子管式捩似トラック装置（英文） 猪瀬 l且J29. 10 

4・3 有機螢光および感光物質iこ関する研究（英文）藤森栄二 30. 2 

4・4 高炉湯溜り吹精法に関する研究 金森九郎 30. 3 

館 プ→L、

中根千富

佐藤利雄

相馬胤和

前田一徳

松瀬昭三

和泉沢信

4・5 円筒函数の商函数（英文） 尾上守夫 30. 3 

4・6 撚線の機械的性質に関する研究 大和田信 30. 3 
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巻号 題 目 著者 年 月

4・7 鋼材に及ぼす熔接と冷間加工の重畳効果（英文）安藤 良夫 30. 3 

山口 勇夫

飯田 国広

今井保穂

5・1 現場においてコンクリートの配合設計をする 丸安隆和 30. 3 

場合目椋とナる平均強度の取り方について 水野俊一

B. 生産研究 （月刊紹介誌）

6・4 多磨川上流部の浮薦土砂について 井ロ 昌平 29. 4 

繰返し簡撃による円錐のつぶれ 鈴木寛文 ” 
核放射線を用いた厚み計 加藤正夫 ” 

武谷消昭

シエルモールド法の研究 千な岩健児 ” 
偏光による金属顕徴鏡組織 西川精一 ” 

片桐文江

6・5 黒鉛と鋼仕上面との接触電気抵抗 松永正久 29. 5 

差動ピラ＝ゲージ型リークデテクター 富永五郎 ” 
長谷川 仲

宮本逹也

交通機関の色彩調節 星野 ” 
桑田 昭

マイクロ波伝描試験について 斎膝成文 ” 
黒川兼行

6・8 l、ルクコンバータ付自動車の研究 宮津 純 29. 6 

高橋安人

平尾 収

耳理 厚

石原智男

飾分に関する研究 井出哲夫 ” 
北斗丸による航走時強度試験 安藤良夫 ” 

高橋幸伯

千葉県小糸川の貯水池の余水吐きの模型試験 井ロ 昌平 II 

臼井茂信

高橋 裕
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巻号 題 目 著者 年 月

自動滴定装置の試作研究概要 高橋武雄 II 

8・7 航空工業の現状と将来 糸川英夫 29. 7 

ーロケット超高空旅客機の可能性について一

高速空気力学の諸問題 玉木章夫 ” 
航空と電子工学 野村民也 ” 
飛行機のサ魚度規定について 池田 健 ” 
商用高周波数の梢密測定 高木 昇 II 

中川 隆

接触角と金属の防蝕 後藤信行 ” 
6・8 微分解析機の応用 渡辺 勝 29. 8 

三井田純

自動車の動力性能と振動特性 高橋安人 ” 
平尾 収

江理 厚

プロセス制御系のアナログ回路 大島康次郎 II 

富成 襄

土の三]ji1l1試験と塑l生力学 星墜 和 ” 
8・9 歯車ポンプの閉じ込みと逃げ溝の流体力学 宮津 純 29. ， 

鋼管の残留応力の測定 久保慶三郎

今井 宏 ” 
中村康治

各種の金属材料の切削仕上面のあらさ 竹中規雄 ” 
自働定電位電解装置の試作と応用 岡宗次郎 ” 

武藤義一

永塚澄子

S・10 住宅の暖房負荷 勝田高司 29. 10 

アレキサングー型油拡散ポンポの排気機構 道家忠義 ” 
姫路城石垣の変状修復に関連して 岡本舜三 II 

三木五三郎

ラジオオートグラフィーの冶金学的応用法：こ 加藤 正夫 II 

ついて

S・11 船の不規則な勁揺 田宮 真 29. 11 

溶接梁肘板の固浩度 高橋幸伯 ” 
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巻 号 題 目 著 者 年 月

S・12 

7・1 

7・2 

7・3 

バナジュウムによる蜆像 菊池真一

Lateriteについて 金森研究室

金属および合金の Radiaiton,Damageについて木村 宏

振勁容韮電位計とその応用 小川岩雄

抵抗線歪計の簡単な装箇について 大井光四郎

浅野六郎

小倉公逹

千々岩健児

尾上守夫

今岡 稔

原善四郎

池田 健

古田敏康

友田宜孝

中村亦夫

吉弘芳郎

高橋武雄

仁木栄次

山本 寛

三木五三郎

サンドスリンガーの実験

円筒函数の裔函数について

弗化物ガラスについて

鉄の粉末冶金法

自動車の振動試験法とその結果について

メラノイジンの研究について

電絨滴定法と辿読分析法

イオン交換の装置について

土質工浮的にみた河川蜆防破壊の問題点

” 
29. lZ 

I

I

 

I

I

 

30. ー

II 

I

I

 

I

I

 

30. 

30. 

2
 

” 

II 

3
 

I

I

 

I

I

 

C. 

No. 

生研リーフレット

題 目 研究者名

1

2

5

4

5

6

7

8

 

生研式インクライター（インク直記式記録器） 糸川英夫

ヂュラルミンの肺（レスピレーター）の試作 糸川英夫

三色分解干渉フィ J]..,ターの研究 久保田研究室

容韮 型歪計 池田健

微分解析機 微分解析槻委員会

衝撃設 管 玉木研究

生研式逆胆力仲線榎 鈴木 弘

プロセス制御系のアナログ回路（自動制御の応用その1)大島康次郎
富成 艇
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No. 題 目 研究者名

9

0

 

ー

11 

12 

13 

14 

15 
16 
17 

18 
19 

20 
21 

22 
23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 
30 

3・1 

32 

窃

96 

流体変速機の研究

自動車試験台

直視型超音波厚み計

電子管式アナログ・コンピュータ

硫黄連続製錬法に関する研究

自動終止ストッペー型自動滴定装證

定電位電解装慨

熔鉱炉湯溜における特殊吸精の研究

放射性同位元素研究室

写真測砒に関する研究

殻構造設計例（松山限民館）

携帯用立休角投射カメラ

建設現場用歪測定器

アレキサングー型油拡散ボンプ

摩擦切削 法

生研試作アルミ艇

占溶接用スロ ’’ 
’‘‘‘ 

フ・コントロール鴫タイマー

マイクロ波帯誘電特l生測定装骰

ゴ＝オメータ式接触角測定装置

徴分ボーラログラフ

水理模型試験

新しい薬液注入法による地盤の固結および濶水どめ
工法の研究

自勁車の動制振器

直流型抵抗線歪計装置

暖房用放熱器試験室

石 原 智 男

高橋安人
re理厚
平尾 収

高木 昇
丹羽 登

星合正治
野村民也

福 田 義 民
東畑平一郎

高橋武雄
仁木栄次

菊池研究

金森研究

放射性同位元素のエ
業的応用研究委員会

丸安隆和

坪井善勝
秋野金次

渡 辺 要

岡本舜三
末 七郎

小川研究

小 川 正 義

安藤良

沢井善三郎

斎藤成文

浅雙照三
後腺健一

仁木栄

昌

隆

夫

ロ

安

岡

田

次

平

和

稔

健

郎
-
、

r-
— 

月
L

右
窄

T
R几

光1̂ 
.
-J
 

大

橘

井

丸

今

池

雄



No. 目 研究者名

34 霊子管式擬似 l、ラフック装置 森脇義雄

35 疲労試験をスピード・アップずる共振邸曲げ疲労試験機沢井善三郎
鴨井 章

36 シリコン・クリドノグラフ 膝高周平

37連読蒸煮装置

38 1トン試験熔鉱炉

38 含クロム高炉型スラックの特性：こ関する研究

40 構造物の電気アナログ

41 殻構造の設計並びに実験

42 金属不燃住宅

中村亦夫

金森九郎

金 森 九 郎
松下幸雄

久 保疫三郎

坪井善勝

星野昌一

D. 著者および所外の学術雑誌に発表したもの

第 1 部

教投岡本舜三

振動する砂地盤の支持力こついて： Pro. of the 4th Nat. Congr. of Appl. 

Mech. 1955. 

地震力を考えた構造物の設汁法：オーム社， 1945.

教授久保田広

光学的芍罠こついて：応）廿物理学会誌， 23, 368~369. 1954. 8. 

水晶の施光性を用いた可変色フィルタ（斎膝弘義と共著）：応吻学誌，宜，

354~358, 1954. 8 

現色偏光の千渉色の研究（小瀬輝次と共著）：応物挙誌， 24,63~68, 1955. 2. 

Further Study of Polarization and Interference Colors (小瀬輝次と共著）：

J. Opti. Soc. America, 45, 89~97, 1955. 2. 

教授糸）Ii英夫

霞気医学：電気工学年報， 1954.

助敦授大井光四郎

電気的応力測定法：復械学会誌， 57,425, 69~75, 1954. 6. 

助教授末岡清市

On the Matrix Elements of the Spin-orbit Interaction in the d3 Confi-

guration : Phys. Rev. 8t, 302, 1954 
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Decay of the x Meson : Phys. Rev. 94, 1398, 1954, and Proc. Roy. Soc. 

of Canada, 27, 1954. 

On the Intermediate Coupling of the d4 Configuration of Nuclear Shell 

Structure: Proc. Roy. Soc. of Canada, 13, 1954. 

助教授富永五郎

差動ピラ＝ゲージ・リークデテクタ：真空技術， 5,191-198, 1954. 10. 

ベータトロンの磁柩の形状について（小川岩雄，道家忠義，鈴木寛文と共

著）：日本物理学会秋期学会予稿， 1954.

助教授森大吉郎

Behaviour of Axially Loaded Beams Under Lateral Impact : Proc. 3rd 

Japan Nat. Congr. for Appl. Mech., 343-346, 1954. 

Lateral Impact on an Infinite Plate: Proc. 4th Japan Nat. Congr. for 

Appl. Mech. 361~364, 1954. 

助教授山田嘉昭

塑I生学 (R.ヒル原著；院津久一郎，工藤英明と共訳）：培風舘， 1954. 4. 

二次元塑性理論の塑性加工への応用：機械学会誌， 58, 434, 173-176, 

1955. 3. 

板材の塑性加工性：機械学会誌， 58,434, 257~262, 1955. 3. 

技官小瀬輝次

金属上の非金属蒋膜の干渉色：応物学誌， 24,69~74, 1955.2. 

助手佐藤正干代

Tables of the Racah Coefficients: Ann. Tokyo Astr. Obs. IV, 1, 1~74,1954. 

Racah係数の一般式：素粋子論研究 7,4,1955 

助手神前熙

Defauts du Rもseaudes Halogenures D'Argent : Science et Industries 

Photographiques, 2 S紅ie,Tom XXV, 1954. 7. 

第 2 部

教授宮津純

ら線溝粘性ポンプの理論および特性：槻械学会第31期定時総会購演会前刷，-

429, 61~64, 1954. 

歯車示ンプの閉じ込み流れの流休力学：概械学会第31期定時総会購演会前

刷， 430, 65~68, 1954. および機械学会論文集 21(101), 45~51, 

1954. 
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歯車示ンプの閉じ込みおよび逃げ溝の効果；こついて（補遣），（村田i屈と連

名）：様械学会水力学および水力機械部門講演会前刑， 4,19~26, 1954. 

教授高橋安人

Interference of Two-Position Controllers: ISA. J. 1, 11, 24~28, 1954 

自動制御計算法：共立出版 1954. 6. 

自勁制御理論（岩波全害）：岩波書店 1954.10. 

教授竹中規雄

研削作用に関する研究（第2報研削抵抗の実験）（征谷璽康と共著）：様械

学会第31期定時総会購演会前刷（第 1室）， 35-38, 1954.4.5. 

試作せる冥空式空気増幅器の特性試験（本田俊彦，重訟規ーと共著）：機械

学会第 593 回購演会前刷， 20~24, 1954.11.29. 

切削仕上面：切削技術の進歩（日刊工業新闘社刊行） 19~39, 1954.10.10. 

教授鈴木弘

横械学会の論文について：日本殿械学会誌， 57,431, 755-762, 1954. 12. 

わが国の塑性加工工学と工業： 日本機械学会誌 58, 434, 169~172, 

1955. 3. 

最近の仲線加工：日本様械学会誌， 58,434, 193~195, 1955. 3. 

工業用加熱炉（トリンクス著；鈴木弘，井田緑郎共訳）；コロナ社， 1954.9. 

教授橘藤雄

表面膜加腿における液温の影聾について（福井資夫と共著）：様械学会第3

期定時総会購演会第5窒前刷 P. 29. 

瑣流を受ける平面の熱伝逹（内藤正志，佐藤修二，明比道夫と共著）： 1幾械

学会第594回講演会前刷 P.27. 

最近の伝熱論：機械学会論文集20巻96(第2部） 515. 1954. 

教授平尾収

自勁車の理想的制御方法とそのときの動力性能：自動車技術会誌 9, 1 

2-4 1955.1. 

助教授水町長生

タービン裂列実験法に関する研究（平山直道と共著）：機械学会論文集 21
101, 38-44, 1955. 

タービン翼列の損失：機械学会秋季臨時大会講演会前刷， 1954.11.

助教授亘理厚

自動車用重ね板ばねの設計と 3枚ばねへの応用：機械学会誌， 67, 423, 

1954. 4. 
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ある履歴特性を有する非線型振動系の強制振勁における厳密解と近似解に

ついて（五味努と共著）：機械学会論文集， 2.0,99, 1954. 11. 

回転機械の振動：工ハラ時報， 3,4, 1954. 12. 

遠じヽ式調速槻理論への寄与：榎械学会第31期定時総会講演会前刷， 1954.4. 

自動車の振動特性値：自動車技術会昭29年度秋季大会講演会前刷， 1954.11.

機械振動の基礎 I: 機械学会槻械力学部門委員会編，機械振動とその対策

第 2集， 1954.5. 

機械力学：共立出版株式会社， 1954.9. 

繊維機械のための振動学 (1,2) : 繊維桟械学会誌， 1,1, 1955. 1., 8, 3, 

1955.3. 

助教授田宮真

船休抵抗試験について：造船協会論文集. 94号， 1~6, 1954. 2. 

On Resistance Experiments of Ship Models: Intern. Shipbg. Progr., 1, 

2, 55~60, 1954. 

助教授松永正久

ラッピングに関する研究（第3, 4報）：請密様械 20, 251~254, 471~ 

475, 1954, 

Surface Quality Meterの原迎：精密殿械， 20, 376~381, 1954. 

黒鉛と鋼仕上面との接触電気抵抗：応用物理学関係連合講演会予稿 III, 

75~78, 1954. 

ラッピングに関する研究（第 5報）：緒機学会春期講演会前刷， 16~18, 

1954. 

ラッピングについて：神奈川県精密工作研究会資料， 16, 1~17, 1954, 

電子顕微鏡および電子廻折装四の原理と応用：最近の精密測定法講義会テ

キスト（梢機学会） 1~20, 1954, 

Inexpensive Method of Measuring Surface Finish. (S. Yamasakiと共著）

Rev. Sci. Insts. 25, 1221~1222, 1954. 

助教授大島康次郎

プロ七ス制御系のアナログ回路（富成襄と共著）：自動制御， 2 号， 93~97

1954. 

テンプ時計の脱進榎誤差について（第 2 報）：鞘密機械， ~1, 2, 45-49, 

1954. 

テンプ時計の脱進機誤差について（第3報）：精密機械， 21, 3, 102~107, 

1954. 
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コントロールエンジ＝ャ第3集（編集）：誡文棠新光社， 1954.10. 

助教授植村恒義

高速度写真による爆薬爆発の撮影（第 1報）（第2報）（山本裕徳，須藤秀

治と共著）：工業火薬協会講演要旨， 1954.4. 

高速度写真による測定法：鞘機学会（最近の精密測定法講義会）テキスト，

1954. 7. 

高速回転円盤の破製に関する研究：第4回応用力学述合会購演会予稿，

1954. 9. 

高速度映画の発逹：科学朝日， 1954.9月号．

高速度写真の」羞界への応JH(第 1,2, 3, 4報）： 鞘械学会講演会予稿，

1954.10. 

高速度カメラによるシヤッターの迎乱解析（菅谷勝彦と共著）：桔様学会購

演会予稿， 1954.10.

高速度写真による邸速度現象の解析：東大理工学研究所公1;H講座テキスト

1955. 

助教授安藤良夫

鋼材に及ぼす熔接と冷間加上の重既効果（木原1専，山口勇男，飯田国広，

今井保穂と共著）：造船協会論文集， 95号， 215-223, 1954. 8. 

サルサアークラックが銅材疲労強度に及ぼす彩聾（山口勇男，飯田田｝ぷ，

今井f娘私息と共著）：熔接学会誌， 23,3, 4, 72-76, 1954. 4. 

助教授石原智男

流休 1・;レクコンバータの実験：槻械浮会誌， 57,430, 700~707, 1954. 

流休変速様の研究（第 1報，一般的性能計邸式と正転m1段トルクコンバ

ータの性能）：機械学会論文集， a 101, 61-67, 1955. 

流休変述様の研究（第2報，正転m多段 I、ルクコンバータと逆転）11 1段 I・

ルクコンバータの性能）：機械浮会論文集， 21,101, 68~73, 1955. 

流休変辿槻の研究（第 3報， P-T-S型と P-S-T型の比較と浣路幅の彩郭）：

楓械学会論文集， 21,101, 74~78, 1955. 

トルクコンバータの特殊迎転性能について（井田富夫と共著）：槻械学会名

古屋大会購演袖刷， 1954.10.

軸流水車の特性について（井田富夫と共著）：桟械学会東京秋期大会講演前

屈U,1954.11. 

助教授高橋幸伯

溶接梁肘板の固沼度について：造船協会論文集， 96号， 1955.2. 
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助手森政弘

ペルス伝逹函数の根軌跡：自勁制御， 2,1, 5-12, 1955. 3. 

雇立石泰三

スピンドル磨耗についての簡易試験法：繊維機械学会誌， 7,8, 1954. 

第 3 部

教授星合正治

イグナイトロンの点弧確率測定装閤（高中i弘澄，望月仁，島村道彦と共著）：

昭和29年度電気3学会支部連合大会予稿， 1954.10.

電圧型イグナイトロンの点弧確率（高中祉澄，望月仁，島村道彦と共著）：

同上， 1954.10.

教授 藤高周平

昭和28年度送忍線雷実測：＇這力気象連絡会幽報， 14, P .. 29, 1954. 3. 

送電線上の雷電圧のコロナによる減衰と変歪（麻生忠雄と共著）：電力気象

連絡会銀報， 14, P. 32, 1954. 3. 

Investigations and Practical Experiences of Transmission-Line-Fault-

Locators in Japan (with J. Tomiyama e.t.c.) : C.I.G.R.E., 308. 

1954. 5. 

音薯による活線指示装隕（麻生忠雄と共著）： 這気 3学会辿合大会予稿，

378, 1954. 5. 

鉄塔接地衝撃特l生試験の一方法iこついて（麻生忠雄と共著）：霞気3学会連

合大会予稿， 379, 1954. 5. 

送電線における高電圧筒撃波のコロナ変歪について（麻生忠誰と共著）：電

気学会認 74,P. 1211, 1954. 10. 

シリコン・クリドノグラフによる衝撃電圧のコロナ減衰試験（麻生忠雄そ

の他と共著）：電気3学会連合大会予稿， 331, 1954. 10. 

電車線の雷害：鉄道電化協会講演集， 1955.3. 

教授高木昇

電波測批：電学誌 74,788, 606-610, 1954. 5. 

電波測祉：測韮， 4,5, 4-7, 1954. 5. , 4, 6, 4-6, 1954. 6. 

チタン酸バリウム振動子を使つた超音波厚み計（丹羽登，佐下橋市太郎と

共著）：電気三学会連合大会（東京）予稿， No.201, 1954. 5. 

直視型超音波厚み計とその応用（丹羽登，佐下橋市太郎と共著）：電学誌，

74, 789, 661-667, 1954. 6. 
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超音波厚み計とその応用（丹羽登， 佐下橋市太郎と共著）：無線と実験，

41, 6, 35-41, 1954. 6. 

無線工学ハンドブック，第36編，電力用通信， 1954.11. 

トランジスタ概論：電子工学， 3,7, 5-12, 1954.10. 

直視型超音波厚み計による板，ペイプ，タンク継の肉厚測定（丹羽登と共

著）：非破壊検査， 3,3, 119-126, 1955. 3. 

最近の電力用通信：オーム， 42,3, 323-326, 1955. 3. 

超音波厚み計によるボンベの腐蝕度測定（丹羽登と共著）：日本材料試験協

会総会講演予稿， 1954.11.

教授森脇義雄

残留側波幣増幅器の出力波形：テレビ学会誌， 8,4, 2-4, 1954. 4. 

残留側波帯増幅厳の過渡特性：電気三学会迎合大会論文集， 559, 1954. 5. 

擬似通信呼発生装置の平均頻度制御装置（高崎姉美と共著）：電気三学会支

部述大論文集， 633, 1954. 10. 

電磁波論（シェルクノフ原著訳害）：岩波書店， 1954.11.

教授沢井善三郎

電力応用：電気害院， 1954.11. 

スロープコントロール点熔接の一方式：熔接資料， 2,517 -524, 1954. 6. 

増幅発電機の周波数特性：自動制御， 1,89-92, 1954. 7. 

助教授斉藤成文

9, OOOMcにおける金属板損失の測定（須田徳蔵と共著）：電気3学会迎合

大会予稿， 1954.5. 

定在波測定器によるインピーグンスの納密測定（黒川兼行と共著）：電気 3

学会連合大会予稿， 1954.5. 

電力線搬送用に設計されたインピーグンス・ブリッジ（黒川兼行他 1名と

共著）：電気 3学会辿合大会予稿， 1954.10.

24,000 Mcにおける誘電体測定にういて（田中邦夫と共著）：電気3学会連

合大会予稿， 1954.10.

マイクロ波による気体誘電率測定装置（楠菊信と共著）：霞気 3学会連合大

会予稿， 1954.10.

Surface Loss of Silver Plated Metal Plates at 9, 000 Mc and its Correla-

tion with Surface Roughness: Proc. of I.R.E. (USA) 4-2, 12, 1954. 12. 
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助教授丹羽登

超音波探偽器の感度糠準：金属計測法（アグネ出版社）中の 1章， 1954.11.

直視型超音波厚み計とその応用 （高木昇，佐下橋市太郎と共著）：

電気学会雑誌 74,789, 661~667, 1954. 4. 

超音波検査法：日本音聾学会雑誌， 10,2, 101~110, 1954. 3. 

直視型超音波厚み計による板，ペイプ，タンク締の肉厚測定（高木昇と共

著）：非破壊検査，も 3, 119~126, 1954. 11. 

超音波厚み計：計測， E,3, 116-122, 1955. 3. 

鋼板鋼管の厚み測定法：鉄と鋼， 40,4, 441~451, 1954. 4. 

超音波による材料検査（解説）： JIS, 7, 8, 370~376, 1954. 8. 

チタン酸バリウム振動子を使つた超音波厚み計：電気三学会連合大会予稿

No. 201, 1954. 5. 

直視型超音波厚み計による鋼管，鉛管の偏肉測定：日本音曹学会研究発表

会講演予稿， 2~16, 1954. 5. 

超音波厚み計によるボンベの腐蝕度測定：日本材料試験協会総会講演予稿

1954.11. 

助教授野村民也

繰返し型アナログ・コンピュークの誤差：昭和29年電気3学会迎合大会予

稿， 211, 1954. 5. 

電子管式アナログコ・ンピューク：計測，.4, 6, 2-6, 1954. 6. 

韻遥接読演罪回路の演算特性：昭和29年電気3学会支部大会予稿， 457,

1954.10. 

菅野正雄「電子管式アナログ計罪機における徴分演罪器の使用に対する注

意」に対する討論：電気学会誌 75,1, 14~15, 1955.1. 

助手尾 上守夫

分割電極圧電振勁子の等価回路：信学誌， 37,2, 113~118, 1954.2. 

結晶炉波器における容韮比の碑論：信学誌， 37,7, 480-484, 1954. 7. 

屈曲振動水晶振動子の節価回路：信学誌， 37,11, 794~799, 1954.11. 

円板状水晶振勁子の輪郭振動：電気3学会東京支部，昭 29年連大， No.119,

1954.10. 

FS用水晶発振器：電気 3学会，昭和29年辿大， No. 530, 1954. 5. 

狭帯城水晶炉波器の設計（水晶炉波器の研究第 6報）（高木昇と共著）：

々公社通研成果報告， No. 484, 1954. 3. 

助手麻生忠雄
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駿河変電所における連接接旭試験（江口又男その他と共著）：電気学会誌，

74, P. 161, 1954. 2. 

駿河支線鉄塔電位上昇試験（広瀬貯その他と共著）：電気学会誌， 74, P. 

170, 1954. ~-

駿河支線における面撃電圧0)コロナ減衰試験（三須田善一郎その他と共

著）：電気学会誌 74, P .178, 1954. 2. 

第 4 部

教授友田耳孝

アルコール酸酵に及ぼす炭酸ガスの影聾（中村亦夫，中野繁と共著）：エ化

誌， 57,11, 839. 

濃厚醇の研究（第 1報） (1+1村亦夫，渡辺鋼市郎と共著）：殴協誌， "i~', 6, 

209. 

同上（第2報）（中村亦夫，渡辺鋼市郎と共著）：殴酵誌， 12,8, 285. 

教授岡宗次郎

食塩の結晶について：日本塩学会誌， 8,103, 1954. 8. 

教授高稿武雄

高分予としてのア凡ギン酸：高分子， 3,194, 1954. 3. 

自動滴定法の研究（第2報），自動示差滴定装四について（仁木栄次，木本

泊二と共著）：分析化学， 3,236, 1954. 6. 

新しい滴定法：甚礎分析化学（日本分析化学会）， 1954.8. 

教授永井芳男

無水ナフタール酸クロル誘池体の合成とその縮合性について：日本学術振

興会タール製品高度利用第116委員会業紐報告， S, 84~89, 1954. 

アントラ七ンのクロ Jc誘尊休の合成とその反応性：同上， t, 101-115, 

1954. 

ピコリノイル・ピレンの合成とCiSージベンゾイル・ピレンの瞑，その他：

同上， S,202-207, 1954. 

牧鋭夫数授と染料合成：有様合成化学協会誌， 12, 431~439, 1954. 

アセナフテンに関する研究（第 4報）金属粉末を多韮に用いるアセナフテ

ンおよび5ークロルア七ナフテンの塩素化について（後籐信行と共著）：エ

化誌， 5r,50-52, 1955. 

教授金森九 郎

熔鉱炉湯溜り吹精法に関する試験報告（館充，中根千＇富，佐藤利雄，相馬
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胤和，前田一穂，松瀬昭三，和泉沢信と共著）：鉄と鋼， 40,665-675, 

1954. 7. 

教授菊池真一

Removal of Dissolved Oxygene by Sodium Sulfite (本多健一，金石七と

共著）： Bull. Chem. Soc. Japan. 27, 65, 1954. 

On the Reactions between Some Organic Sulfur Compounds and Silver 

Ions with Potentiometric Titrations (秋庭和美と共著）： Bull. Chem. Soc. 

Japan. 27, 534, 1954. 

Sur le mecanisme de sensibilite de la plague humide de collodion-iodine 

d'argent (上床珍彦と共著）： Bull. Sci. Phot. Japan, No. 3, 1, 1954. 

Etude sur un procede confinu de prもparationdes emulsions photogra-

phiques (II) (小川一他と共著）： Sci. Ind. Phot. 25, 345, 1954. 

教授山本寛．

化学演習：誡文堂新光社， 1954.11. 

抽出蒸溜について：有機合成化協誌， 12,159-164, 1954. 5. 

助教授浅原照三

不飽和脂肪酸のポーラログラフによる研究：エ化誌， 57,392-395, 

1954. 5. 

フルフラールとアミンとの反応（第 1報）：油脂化協誌， 3,216-219, 

1954. 9. 

金属表面上の有機物質と接触角に関する研究（第2報）：エ化誌， 57,720 

-723, 1954. 10. 

同（第 3報）金属―油膜一水滴系の水滴の接触角に効果を及ぼす要因の分

析：エ化誌， 58,43-46, 1955. 1. 

ドデシルベンゼンの合成および構造（高木行雄と共著）：エ化誌， 58,147 

-153, 1955. 2. 

ドイツ有機合成技術 I (有槻合成化学協会編，分担）：丸善， 1954.7. 

金属面の脱脂：金属表面と油に関する講習会テキスト（金属表面技術協会

紅間） 76-89, 1955. 2. 

助教授野崎弘

マグネシウム渫白粉の殺菌と渫白力試験について（藤代光雄と共著）：エ化

嘉~, 58, 2, 156-157, 1955. 

助教授山辺武郎

陽イオン交換によるアルカリの製造：エ化誌， 57,346-348, 1954. 5. 
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陰イオン交換による海水の糖製（第1報）弱塩基性陰イオン交換樹脂によ

る精製：同誌 57,419-421, 1954. 6. 

同（第2報）強塩基性陰イオン交換樹脂による緒製：同誌， 57,421-422,. 

1954.6. 

強塩基性陰イオン交換樹脂のアンモ＝ア水再生の研究（第1報）アンモ＝

ア水による再生：同誌， 57,423-424, 1954. 6. 

同（第2報）銀アンモ＝ア水による再生：同誌， 57,424-425, 1954. 9. 

同（第 3報）銀アンモ＝ア水iこよる再生と再生流出液より銀の回収：同誌む

57, 426-427, 1954. 6. 

アンモ＝アツーグ法における蒸溜廃液の陽イオン交換樹脂による転換：日

本塩学会誌 e,3, 118-121, 1954. 8. 

イオン交換平衡に関する研究（第 3報） H+の関与する陽イオン交換平衡：

エ化誌， 57,701-703, 1954.10. 

硫酸バリウムのイオン交換による溶解について（下条うた子と共著）：日本

塩学誌， 13,4, 164-168, 1954.10. 

陰イオン交換による海水の精製（第 3報）弧塩基性陰イオン交換樹脂さ

Amberlite IRA-410による鞘製（下条うた子と共著）： 8, 5, 223-226, 

1954.12. 

OH—の関与する陰イオン交換平衡に関する研究：エ化法， 58, 186-188, 

1955. 3. 

質拡作用法則を謡礎としたイオン交換平衡実験式について：同誌， 58, 
188-191, 1955. 3. 

イオン交換に対する Donnan平衡の適用：同誌， 58,191-193, 1955.3 心•

助教授今岡 稔

水ガラスーーアルミン酸ソーグ薬液とセメント，測石灰：窯業協誌， 82,
703-706, 1954.12. 

助教授武藤義一

比色分析：共立出版社（共立全害， 243頁）， 1955.3.

新しい化学分析法（その1): 電気化学， 22,385-390, 1954. 

Komplexiometrie (和田芳裕と共著）：分析化学， 3,173, 1954. 4. 

簡易フレーム・フォ l、メーター：炎光分光分析講習会テキスト（日本分光

学会編）， 1954.5. 

電示容址分析の応用：槻器；こよる化学分析講習会テキスト（分析化学会近：

畿支部編）， 1954.7. 
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基本的回路の解説：基礎機器分析購苦会テキスト（分析化学編）， 1954.12.

助教授松下幸雄

溶銑，溶滓間のクロムの分配（金森九郎，新実稔生と共著）：鉄と鋼， 40,

9, 842-843, 1954. 9. 

助教授仁木栄次

ポーラログラフ装置の研究：ポーラログラフの研究， 1,4, 27, 1954. 

新しい化学分析法（その2): 電気化学， 22,433, 1954. 

交流プリッジ法）こよる徴分ポーラログラフの研究：ポーラログラフの研究

~'3, 146, 1954. 

助教授久松敬弘

電磁型メッキ厚さ測定法：非破壊検査， t,53-57, 1954. 

金属防蝕被覆；学振第97小委，第4回講習会テキスト， 1954.

第 5 部

教授渡 辺要

寒地建築：こおける壁体隅角部の温度分布と防露対策：建築学会研究報告，

27号， 261-262, 1954. 5. 

計両原諭からみた建築の地方性：建築雑誌， 89,813, 6-12, 1954. 8. 

構造力学と計画原論からみた寒地ブロック構造の防露上の矛盾点と原論的

対策：建築学会研究報告， 29号， 23-24, 1954.10. 

ガラスの遮音l生（石井聖光と共著）：建築学会研究発茨会予稿， 59-62, 

1954. 10. 

音墾雑振助分祈器の試作とその応用（石井聖光と共著）：建築学会研究発表会

予稿， 63~66, 1954. 10. 

神奈川県立音楽堂の音曹について（第 1報ー音靱設計，第2報ー工事途中

および完成後の音曹測定，第3報ー完成後の主観調査）（石井聖光他1名

と共著）：建築学会研究発表会， 89-100, 1955. 3. および建築雑誌，

70, 819, 10-17, 1955.2. 

敦授小野薫

鉄筋コンクリート壁体のリミットデザイン（田中尚と共著）：建築学会論文

集， 49号， 42-48, 1954. 5. 

庫間方向力を考慮したラーメンのリミッ l、デザイン（田中尚と共著）：建築学

会研究報告， 29号， 167~168, 1954. 10. 

プリンネル携帯用硬度計によるコンクリート強度の判定（佐治泰次と共
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著）：建築学会研究報告， 27号， 67-68, 1954. 5. 

コンクリート無破壊試験法 (E.0. Schmidtによる場合）：建築学会研究報

29号， 13~14, 1954.10. 

コンクリート無破壊試験法（重錘落下による材令の短いコンクリートの検

度推定）：建築学会16回研究会予稿， 13-16, 1954. 9. 

無破壊試験法による既存コンクリートの強度推定（現場における実験）：

建築学会16回研究会予稿， 9-12, 1954. 9. 

教授坪井善勝

変断面踪殻の輻対象曲げ理諭（一定断面として解説せるものとの比較）（秋

野金汐と共著）：建築学会研究報告， 27号， 121~122, 1954. 5. 

鉄骨鉄筋コンクリートに関する実験的研究 (No.7)剪断を受ける柱の実験

（若林実と共著）：建築学会研究報告， 27号， 157~158, 1954. 5. 

鉄骨鉄筋コンクリートに関する実験的研究（その 2) (曲げモーメントを

うける梁の実験）（若林実と共著）：建築学会諭文集， 49号， 96-102,

1954. 9. 

鉄筋コンクリート無開口及び有開口単独壁の剪断抵抗に関する研究（富井

政英と共著）：建築学会論文集， 49号， 103-111, 1954. 

鉄筋コンクリート版の剪断抵抗について (No.7)有開口単独壁の柚力分布

係数（宮井政英と共著）：建築学会研究報告， 29号， 131~132, 1954. 10. 

R.Cラーメン耐力性状に関する実験 (1スペン 2罰の場合）（竹之内消次・

中川恭次と共著）：建築学会研究報告， 29号， 133-134, 1954. 10. 

鉄骨鉄筋コンクリートに関する実験的研究 (No.6)什仕口の実験（若林実と

共著）：建築学会研究報告， 29号， 137-138, 1954. 10. 

殻の曲げ理諭への階差方程式の適用について（四隅支持の推殻の場合）（秋

野金次と共著）：建築学会研究報告， 29号， 185~186, 1954. 10 .. 

Saw-tooth Shell Roofの実験的研究（その 1' その 2) (森央二• 青木

• 加蒻静男と共著）建築学会研究報告， 29号， 187-190, 1954. 10. 

一次換楕円殻の設計例およびその実施例（秋野金次と共著）：建管学会研究

報告， 28号(II), 1954. 11. 

Saw-tooth Shell Roofに関する実験的研究（その 1' その 2, その 3): 

（森央二• 青木繁• 加藤静夫と共著）：建築学会研究報告， 28号(II)'

1954.11. 

Saw-tooth Shell Roof の構造と施工iこついて（森央二• 青木繁• 加睦

静夫と共著）：建築雑誌， 69,.812, 1-16, 1954. 12. 
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鉄骨鉄筋コンクリートに関する実験的研究 (No.8仕口の実験2, No. 9剪

断力を受ける梁の実験）（若林実• 加々美孝春• 渡部保美と共著）：建

築学会研究報告， 30号， 1955.3. 

放断球殻に関する実験的研究（青木繁と共著）：建築学会研究報告， 30号

1955. 3. 

殻構造一般論の幾何学的考察について（角野晃二と共著）：建築学会研究報

告， 30号， 1955.3. 

鉄骨鉄筋コンクリートに関する実験的研究（その 3): 仕口の実験（若林実

と共著）：建築学会論文集， 50号， 1955.3. 

教授星埜和

土の力学における塑性の基本理論と三軸試験への適用：土木学会論文集，

21号， 1-27, 1954. 12. 

教授丸安隆和

コンクリートの圧縮強度試験に用いる型枠の底板の不整が圧縮強度に及ぼ

す影聰について：土木技術， 9,4, 10-13, 1954. 4. 

コンクリートの品質管理とセメント：セメント・コンクリート， 86, 42~ 

46, 1954. 4. 

コンクリートの壁体中に薬液注入を行い， トンネル覆エからの漏水どめを

行った施工例：土木学会誌， 39,3, 313-315, 1954. 6. 

ミキサの繰り混ぜ性能試験とその結果の判定方法：セメントコンクリート

93, 39-44, 1954. 11. 

測紐界の現状：土木学会誌， 39,12, 679-683, 1954. 12. 

教授関野克

明治文化史学術篇工学の部（村松貞次郎と共著）：開国百年記念文化事業

会， 1954.12.

助教授浜口隆一

協同設計は成功したか一国際文化会館ー：新建築， No.9, 19~12, 1954. 9. 

泄界の現代住宅（小池・阿部と共編・著） 6巻： 1954-'55. 

助教授勝田高司

建物周囲条件の換気通風に及ぼす影榔（後藤滋と共著）：建築学会研究報告r

27号， 283~284, 1954., 同上（続報）： 29号， 41-42, 1954. 

耐火構造住宅の専用換気口について（吉沢逹二と共著）：同上27号， 285-

286, 1954. 

住宅暖房の経済的可能性について（吉沢逹二と共著）：同上， 29号， 29-30,夕
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1954. 

助教授池辺陽

住宅デザインにおける「コア・システム」の意義：新建築， 1954.12.

住居 (No.17,No. 20, No. 21): 同上， 1954.12.

日本的なデザイン：同上， 1955.2. 

すまい：岩波書店， 1954.10.

助手村松貞次郎

日本の工学創生期の若干の問題点：科学史研究， No.23, 1954. 12. 

111 



附録

1. 国立学校設置法抜幸

国立学校設置法昭和24年 5月31日公布法律第 150号

第 2章国 立 大 学

第 4条 国立大学に，左表（下）の通り，研究所を附置する．

大学の名称 1 研究所の名称 位置 I I 目 的 I 

生研産究按術所
生産に関する技術的問固の科学的総

東京大学 千葉県
合研究並びに研究成果の実用化試験

I 

2. 生産技術研究所内の諸規定

目 次

A) 生産技術研究所協議会内規

BJ 生産技術研究所商議会内規

C) 理工学研究所・生産技術研究所述絡会議内規

D) 生産技術研究所運営関係委員会設置規定

1) 常務委員会に関する虹定

2) 特別研究審議委員会規定抜幸

3) 工作委員会規定抜幸

4) 技術管理委員会規定抜幸

5) 図書委員会規定抜幸

6) 写真委員会規定抜幸

7) 生研報告発行委員会規定

8) 生産研究編集委員会規定抜幸

9) 放射性同位元素委員会規定抜幸

10) 電子顕微鏡委員会規定抜幸

11) 高速度写真委員会規定抜幸

12) 厚生委員会規定

E) 生産技術研究所研究員取扱内規

F) 生産技術研究生規定

G) 生産研術研究所受託規定

HJ 輪講会要項

112 



A)生産技術研究所協議会内規

第 1条 生産技術研究所協議会は，生産技術研究所の事業並びに運営の方針

について学外の学識経験者から意見を求めることを目的とする

第 2条協議会は協議員若千名で組織ずる

第 3条協議員は，生産技術研究所長が委嘱ずる

第 4条協議員の任期は， 2年とする

第 5条協議会に会長を岡＜

会長ば協議員の互選によつて定める

第 6条 会長は，生産技術研究所長の申出により協議会を招集し，その議長

となる

会長に事故がある場合は，会長の指名した協議員がその職務を代行する

第 7条 生産技術研究所長は，協議会に列席しなければならない

第8条 生産技術研究所長［ま，必要と認めた職員を協議会に列席させること

ができる

附則

この内規は，昭和24年10月1日から実施する

B)生産技術研究所商議会内規

第 1条 生産技術研究所商議会は，総長の管狸に属し，生産技術研究所の運

営上必要な事項を審議する

第 2条 商議会は，商議員若干名で組織する

商議員は，次に掲げる者に総長が委嘱する

1. 生咲技術研究所長，理工学研究所長及び工学部長

2. 生産技術研究所の教授・助教授の中から 5名

3. 理工学研究所，工学部，理学部，農学部及び医学部の教授，助教授の

中から各 1名

4. 生産技術研究所長が必要と認めた者

第 3条 生産技術研究所長は，商議会を招集し，その議長となる

附則

この内規は，昭和24年12月19日から実施する

C)理工学研究所・生産技術研究所連絡会議内規

第 1条坦工学研究所・生産技術研究所は，その事業を行うにあたり，互に
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緊密な連絡をとり，事業の円滑な運営を目的として協同的に処理すべき問

題について，連絡協議するため理工学研究所・生産技術研究所連絡会議

（以下会議と称する）を設ける

第 2条会議は，委員及び幹事で組織する

委員は，議事を協議決定し，幹事は庶務・会計の事務を行う

第 3条委員は，次の通りとする

1. 理工学研究所長

2. 生産技術研究所長

3. 理工学研究所所属の教授・助教授の中から選ばれた者， 5名以内

4. 生産技術研究所所属の教授・助教授の中から選ばれた者， 5名以内

所長でない委員の任期は， 2年とする

幹事は，理工学研究所事務長及び生産技術研究所事務長をこれに充てる

第 4条会議は毎月 1回常例的に開催する．但し必要があるときは，双方

協議の上臨時に会議を開催することができる

第 5条会議の議長は，交互にいずれかの所長がこれに当る

第 6条 会議が必要と認めた場合は，委員以外のものを参加させ，その意見

を聞くことができる

附則

この内規は，昭和24年12月15日から実施する

D)生産技術研究所運営関係委員会設置規定

第 1条 生産技術研究所長は，所内の連営上の諸問題について必要ある場合

は，その目的別に委員会を設けることができる

第 2条 前条の委員会は，所長の諮間に答え，所内の運営の向上，合理化，．

処理方針等の審議を行うものとする

第3条所長が必要と認めたときは，委員会の長に運営事務の一部を分掌さ

せることができる

第 4条 各委員会の目的，構成，任務等については，別に定める規定による

1)常務委員会に関する規定

第 1条東京大学生産技術研究所に常務委員会を置く

常務委員会は，評議員と常務委員とで組織し，次の事項を行う

1. 所長の諮問に応ずること

2. 教授総会から委託された事項を処理すること
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3. 常務に関する打合せ

第 2条所長は，常務委員会を招集し，その議長となる

第 3条 常務委員は，研究部より各部 2 名とし，その部の教授•助教授の互

選による

第 4条常務委員の任期は 1年とし，補欠委員の任期は前任者の残任期間と

する．引続き 2期在任した常務委員は，任期満了後2年間は常務委員に選

ばれることができない．但し，補欠委員としての 1年に満たない期間は，

在任期間とみなさい

第 5条第3条により選出された常務委員のうち， 1名を部主任とし，その

部を代表する

第 6条前条の部主任は，その部の常務を総括する

第 7条 常務委員会における各部2名の常務委員は，全く同締の立場に立つ

ものとする

第 8条常務委員会には，代理者の出席を認めない

但しその部所属の常務委員が 2名共に出席できない場合は，その部の教授

又は助教授の中から， 1名を出席させなければならない

第 9条所長が必要と認めたときは，常務委員以外のものを常移委員会に列

席させ，意見をきくことができる

附則

この規定は，昭和26年4月1日から実施する

2)特別研究審議委員会規定抜幸

第 2条 委員会は，所長のi脊問に答え，次の事項を審議する

1. 特別研究費の配分に関すること

2. 特別研究費の予算要求資料の作成

3. 特別研究費による事業の逹成に関する事項

4. その他特別研究に関し，所長が必要と認めた事項

第 3条委員会は，委員10名で組織し，内 1名を委員長とする．委員長は委

員の互選による

第 4条委員は，研究部の各部2名とし，その部の教授・助教授の互選によ

る（以下略す）

備考 特別研究費とは，各部に配分される研究費以外で，研究所の使命達成

のため，特別に配付された研究費叉は生研内で特別に考慮された研究費

等をいい，科学研究費・受託研究費を含まない
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3)工作委員会規定抜幸

第 2条委員会は，試作工場の業務運管を円滑にするため次の事項について

審議する

1. 試作工場の運営に関する重要事項の企画並びに立案

2. 作業能率向上に関する事項

3. 業謗実施に関する辿絡調整

4. その他必要な事項

第 3条 委員会は，委員長の他に委員若干名をもつて組織する

第 4条 委員長は本所教授の内から教授総会で選出する．委員は次の通りと

する

1. 研究部の各部ごとに，その部の教授・助教授またはこれに準ずるもの

の互選によるもの各1名

2. 所長が必要と認め，教授総会の承認を得た者若千名

（以下略す）

4)東京大学生産技術研究所技術管理委員会規定抜幸

第 2条 委員会は所内における土地，建物，工作物の維持，新設，模様替，

ガス，電気，通信，水道簿の合理的な連営を図るため次の事項を行う

1. 土地建物工作物の管理，新設，槙様替節について工事全般計画に対す

る企画，運用に関する助言並びに技術的指尊

2. ガス，電気，通信，水道締の合理的使用方法，保守，改善及び適正な

迎用に関する助言並びに技術的指尊

3. その他必要と認めた事項

第 3条委員会は委員長及び委員 5名で組織する

第 4条 委員長は本所教授中から教授総会で選出する．委員は研究部ごとに

1名としその部の教授，助教授の互選できめる

委員長及び委員の任期は 1年とし重任をさまたげない

（以下略す）

5)図書委員会規定抜幸

第 2条委員会は，所内図書室の運営について次の事項を行う

1. 図書室連営に関する事務監督

2. 図書連営に関する企画並びに立案
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3. 図書運営に関する連絡調整

4. 購入図書の選択

5. その他必要と認めた事項

第 3条委員会は，委員長の外，委員10名をもつて組織する

第 4条 委員長は，本所教授中より教授総会において選出された者，又委員

は，研究部ごとに 2名とし，その部の教授・助教授又はこれに準ずる者の

互選によつた者が，これに当る

（以下略す）

6)写真委員会規定抜幸

第 1条委員会は，写真室の業謗迎管を円滑にするため，次の事項を行う

1. 写真室の連営に関する企画並びに立案

2. 毎月の業務に対する予定計画並びに実施報告魯に対する検討

3. 業務実施に関する連絡調整

4. 材料の入手，使用並びに業務技術に関する助言

5. 器材節整備に関する助言

6. その他必要と認めた事項

第 3条委員会は，委員 5名で組織し，内 1名を委員長，他の 1名を副委員

長とする．委員長及び副委員長は，委員の互選iこよる

（以下略す）

7)生研報告発行委員会規定抜幸

第 2条委員会は，東京大学生産技術研究所報告発行内規に従つて生研報告

の発行に関する事項を審議する

第 3条委員会は委員長，副委員長及び委員若干名で組織する

第 4条 委員会の委員長は所長とし，副委員長は常務委員会で選び委員は常＾

膀委員とする

第 5条 副委員長の任期は2年とする．但し重任をさまたげない

（以下略す）

8)生産研究編集委員会規定抜幸

1. (略す）

2. すること：生産技術研究所の月刊機関雑誌である「生産研究」の編集と

そのために必要な仕事をする
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3. しくみ：委員長 1名，委員 12名

委員長は教授が当り，教授総会で選ぶ．任期は 1年とし，毎年4月1日に

あらためる

委員は教授か助教授，またはこれに準ずるものとし，第 1部 2名，第2

部 3名，第3部 2名，第4部 3名，第5部 2名を各部で選ぶ

任期は 1年とし，毎年4月1日と10月1日に各部の半数がかわる．ただし

4月は第2部 1名，第2部 2名， 9月は第2部 2名，第4部 1名

がわかることとする

委員長は編集技術上必要あるときは，専門委員をたのむことができる．ま

た委員会の仕事を助けるために編集幹事をおくことができる

4. しかた：

責任とカー委員は毎号の編集について共同的な責任を負い，原稿の取捨，

訂等について十分な力を持つものとする

会議ー毎月 1回以上定期の委員会を開く．また必要によつて臨時の委員会

や専門委員会をもつことができる

編集室一編集に関する実際的な仕事をするため編集室をもつ

9)放射性同位元素委員会規定抜幸

第 2条委員会はRI実験室の管理並びに運営を円滑にするため下記の事項

を行う

1. 実験室運営に関する企画ならびに立案

2. 毎月の研究業務に関する予定計画ならびに実施報告に対する検討

3. 実験室使用に関する連絡調整

4. 材料の入手，使用並びに研究技術に関する助言

5. 器材等の保守盤備

6. RI実験に従事する者の健康管理に関する事項

7. その他必要と認めた事項

第 3条委員会は委員 6名以内で組織し，内 1名を委員長， 1名を幹事とす

る．委員長及び幹事は委員の互選による

第4条 委員は教授総会において本所の教授，助教授並びにこれに準ずる者

の中から選出する

（以下略す）
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10)電子顕徴鏡委員会規定抜幸

第 2条委員会は電子顕徴鏡室の管理並びに連営を円滑にするため下記の事

項を行う

1. 電子顕微鏡室運営に関する企画並びに立案

2. 毎月の研究業務に関する予定計画並びに実施報告に対する検討

3. 実験室使用に関する連絡調整

4. 材料の入手，使用並びに研究技術に関する助言

5. 器材等の保守整備

6. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員 5名以内で組織し，内 1名を委員長， 1名を幹事とす

る．委員長及び幹事は委員の互選による

第 4条委員は教授総会において本所の教授，助教授並びにこれに準ずる者

の中から選出する

（以下略す）

11)高速度写真委員会規定抜幸

第2条 委員会は委員会保管の高速度写真装置並びに附属設備の管理及び連

営を円滑にするため下記の事項を行う

1. 高速度写真装韻並びに附属設備に関する企画

2. 研究業務実施に関する連絡調盤

3. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員若干名で組織し，内 1名を委員長，他の 1名を副委員

長とする．委員長及び副委員長は委員の互選とする

第 4条委員は各部毎に 1名以上とし，その部の教授，助教授並びにこれに

準ずるものの互選による

（以下略す）

12)厚生委員会規定抜幸

第 2条 委員会は本所の厚生に関する施設並びに事業の円滑な運営を図るた

め次の事項を行う

1. 職員，学生の体育，保健，衛生，福利並びに職員のレクリエーション

等に対する企画，運用に関する事項

2. 厚生事業部の運営に対する助言
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3. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員長及び委員11名以内で組織する，内 1名を委員長とし，．

委員長は所長が委嘱する

第 4条委員は下記に従い所長か委嘱する

1. 研究部ごとに 1名としその部の教授，助教授並びにこれに準ずるもの

の互選によるもの

2. 事務部は事務長及び事務官 1名

3. 所長が必要と認める職員及び学生の代表各2名以内

第 5条 委員長は委員会を招集し，その議長となる．委員長及び委員の任期

は 1年とする．但し重任をさまたげない

（以下略す）

E)生産技術研究所研究員取扱内規

第 1条 生産技術研究所において次の場合において，所長は総長に上申の上

研究員を置くことができる

1. 生産技術研究所において一定期間特殊な事項の研究に対し，所外の者

に研究の協力を委邸する必要ある場合

2. 学内，学外より，生産技術研究所の施設を利用し一定期間研究するこ

とを依頼され，所長が差支えないと認めたとき

第 2条研究員は，大学卒業又は同程度の学力を有し，研究事項については

相当の経験を有するものでなければならない

第 3条研究員に対して第1条第1号の場合は手当を支給することができる

第 4条第1条第2号の研究員にして特に費用を要するものは，その実費を

負担させることができる

第 5条研究員は，本所職員に準じて取扱う

但し別段に定められている事項についてはこの限りでない

第 6条研究員は，本所において研究した成果を発表するとき，又は特許権

簿を申請する場合は，予め所長に協議しなければならない

第 7条 各部において研究員を縦こうとするときは，その部の主任は内申書

を所長に提出しなければならない

内申書には氏名，身分，研究目的，研究期間，研究方法，手当の額，ぞの

他必要な事項等を記入し，又本人の履歴書を添付しなければならない

第 8条 所長は，内申書が提出されたときは，常務委員会に諮り総長に上申

する
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第 9条研究員は，研究期間中といえども本所において，差支えある場合は

発令を取消すことがある

附則

この内規は昭和26年10月1日より実施する

F) 生産技術研究所研究生規定

第 1条生産技術に関する事項につき研究を希望する者があるときは，本所

において支障がない場合に限り，研究生として入所を許可することがある

第 2条研究生として入所を許可する者は，大学学部を卒業した者又はこれ

と同僻以上の学力もしくは経験を有し，本所において遥当と認めた者とす

る

第 3条研究生を希望する者は，所定の願書に履歴轡を添えて所長に差出さ

なければならない

第 4条研究生は，所長の指揮監督を受け，本所が指定した教官の指器の下

に研究に従事しなければならない

第 5条研究生がその研究業紐を発表しょうとするときは，必ず指尊教官の

承認を受けなければならない

第 6条研究生は，入学科として金250円を納付しなければならない

第 7条研究生は，研究料として月額金 350円を納付しなければならない

但し，特に多額の費用を要する場合は，別に自弁させることがある

2 既納の研究料は，遥付しない

第 8条研究生の研究期間は， 1年以内とする

2 当初決定された研究期間を経て更に研究を継読しようとするときは， そ

の狸由を具して所長に願出で，許可を受けなければならない

第 9条研究生は，研究期間の終りに，その研究状況及び成果を記戟した報

告書を指導教官を経て所長に提出しなければな．らない

2 研究生の研究期間が 1年以上にわたるときは， 1年の終りにおいて， そ

の研究状況の中間報告書を前項に準じ提出しなければならない

第10条所長は，疾病その他の事由により，研究を継読することが不適当と

認めるときは，その研究生に対し，退所を命ずることがある

第11条研究生が期間満了前に退所しようとするときは，理由を具してその

旨を所長に願出なければならない

第12条 官公署叉は会社僻より，依託研究生を入所させようとする場合も，

本規定により取扱う
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この規定は，

附則

昭和29年 4月1日から施行する
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G) 生産技術研究所受託規定

第 1条東京大学生産技術研究所（以下本所という）に対し，生産技術に関

係がある学理的問題又は物品等の研究・試作・試験・検定•製作・調査等

を委託しようとする者があるときは，本所で適当と認めたときにこれを受

託する

第 2条 前条の委託をしようとする者は，別紙様式(1)に定める申込書を提出

しなければならない

受託を承諾したものに対しては，別紙様式(2)の受託承諾書を交付する

第 3条受託の承諾を得た者は，第5条に定めた料金を，指定の期間内に，

本所に前納しなければならない．但し，特別の事由があるときは，前項の

料金の分納叉は後納を認めることがある

指定の期間内に前項の料金を納付しないときは，

なす

第 4条 一旦納付した料金は，これを返還しない．但し，天災，その他やむ

を得ない事由によつて受託事項を遂行し得ないときは，その全部又は一部

を委託者に還付することがある

第 5条第3条第1項の料金は，委託事項に要する経費を算定してその都度

これを定める

委託を取消したものとみ
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様式(1)

委託申込的

昭和年月日

東京大学生産技術研究所長 且合正治段

束京大学生産技術研究所受託規定により下記内
容をもつて研究•試作•検定•袈作•調査を委
託致lたくお顛し、いたします

理住所

氏名印

記（委託の内容）

]. 匙 目

I 2. 目的及び内容

1＇（ ・ , 品悶'楼器予名兵冥翌••臨の没範饂,醗. 囲） 

5. 完成希望期限

6. 公表猶予期限

発明垣特許合のあ
7. った の処
盗

8 その他希望事
•項

！ 

要託承諾雹

昭和年月

I 様式(2)

I 殿

昭和年月 日附中込の委託事項は本所受託
規定に基き下記の条件によつてこれを承諾しま
す

日

東京大学生産技術研究所長 足合茫治

記

I 
1. 題 目

2. 担当者氏名 主任担当者分任担当者

3. 完了予定期日

4. 所要経我

5. 所要経我納期

I6. 提発器材具明供特並を許要びのにす資処るIi I 

違明

8. その他

第 6条本所が，受託事項実施中，特に多額の費用を要し，納付された料金

に不足を生じると認めたときは，改めて委託者と協議することができる

第 7条下記の各号の場合においては，委託者の受ける損害に対し本所は，

その責を負わない

1. 天災，その他やむを得ない事由によつて，受託事項を遂行し得ない場

合

2. 委託を受けた物品の試験・検定等の間に損害を生じた場合

3. 委託者が，その責務を完全に履行せずと本所が認めたときに執つた処

理に基く場合

第 8条 受託事項が完了したときは，その経過並びに結果を委託者に報告す

る．但し，受託実施中において，委託者の希望によつて中間報告をするこ

とができる

第 9条受託事項に関する成果を公表するときは，本所がこれを行う

前項の公表が委託者の利益を害するおそれがあると認められるときは，

年以内，その公表を猶予することができる

2
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第10条 委託者は，本所が必要と認めたときは，補助者を一定の期間中派造

することができる

前項の補助者の勤務に関しては，本所職員．こ準じて取扱うが，給料・手当・

旅費簿は，これを支弁しない

第11条 受託事項で，本所職員が発明したとき［こおける発明特許簿に関ナる

規定は，別にこれを定める

附則

本規定は昭和25年 3月11日から施行ずる

H) 生産技術研究所輪講会要項

1. 本会は生産技術研究所輪購会と称する

2. 本会は生産技術研究所内における知識の交換を目的とする

3. 本会の事務を連営するため抵話人を閥＜．批話人は各研究部より 1名ず

つ選出し内 1名を批話人代表に互選する

4. 本会は毎月第1及び第3水曜日午後1時10分から 2時まで開催するのを

定則とする．但し教授総会その他の都合により日時を変更することがある

5. 購演者は 1回1名とし購演時間は 1名45分（外に質疑討論5分）以内を

定則とする

6. 講演の順序は原則として順次各部より遥当な講演者を選出し講演の 2週

間以前までに庶蒻掛に中出講演要旨を 1遥間袖までに送付するものとする

7. 庶務掛は当番部に講演の日から 1ヶ月以前:こ通知するものとする

8. 枇話人会は講演者の決定その他本会に関する事項を処迎するものとする

9. 臨時聴講希望者は批話人に申出て了解を得ることを要する

10. 輪講会を司会するため当番翰事を担当部より選出する
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